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（午前１０時 開会） 

○渡辺慎吾委員長 ただいまから民生常

任委員会を開会します。 

 本日の委員会署名委員は、福住委員を指

名します。 

 先日に引き続き、議案第１号所管分及び

議案第９号所管分の審査を行います。本２

件のうち、議案第９号の所管分については

補足説明を省略し、議案第１号所管分につ

いて、補足説明を求めます。 

 野村保健福祉部長。 

○野村保健福祉部長 それでは、議案第１

号、令和３年度摂津市一般会計予算のうち、

保健福祉部の生活支援課、障害福祉課、国

保年金課が所管しております事項につき

まして、目を追って、その主なものについ

て補足説明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございますが、３０ページ、

款１３分担金及び負担金、項１負担金、目

１民生費負担金は、介護給付費利用者負担

金と介護給付費負担金でございます。 

 ３６ページ、款１５国庫支出金、項１国

庫負担金、目１民生費国庫負担金は、国民

健康保険基盤安定負担金や生活保護費等

負担金、障害者自立支援給付費等負担金な

どでございます。 

 ３８ページ、項２国庫補助金、目２民生

費国庫補助金は、生活困窮者自立支援事業

補助金や生活保護適正実施推進事業補助

金などでございます。 

 ４２ページからの項３委託金、目２民生

費委託金は、国民年金事務委託金と中国残

留邦人等支援事業委託金でございます。 

 款１６府支出金、項１府負担金、目１民

生費府負担金は、国民健康保険基盤安定負

担金や生活保護費負担金、障害者自立支援

給付費等負担金などでございます。 

 ４４ページからの項２府補助金、目２民

生費府補助金は、老人医療費や重度障害者

医療費に係る補助金などでございます。 

 ５６ページからの款２０諸収入、項４雑

入、目２雑入につきましては、５９ページ

の生活保護費に係る返還金や徴収金、重度

障害者医療費返還金などでございます。 

 続きまして、歳出でございますが、１０

６ページからの款３民生費、項１社会福祉

費、目１社会福祉総務費は、広域連合市町

村負担金や国民健康保険特別会計及び後

期高齢者医療特別会計の繰出金などでご

ざいます。 

 １１０ページ、目３国民年金総務費及び

目４国民年金事務費は、国民年金事務に係

る経常経費でございます。 

 １１２ページ、目５老人医療助成費及び

目６重度障害者医療助成費は、医療費に係

る助成費用などでございます。 

 目７障害福祉費は、みきの路に係る運営

委託料や各種障害福祉サービスに係る給

付費などでございます。 

 １２４ページ、項３生活保護費、目１生

活保護総務費は、生活保護システムに係る

委託料、目２扶助費は、生活保護費などで

ございます。 

 以上、保健福祉部の生活支援課、障害福

祉課、国保年金課が所管いたしております

令和３年度一般会計予算についての補足

説明とさせていただきます。 

○渡辺慎吾委員長 続きまして、平井保健

福祉部理事。 

○平井保健福祉部理事 それでは、議案第

１号、令和３年度摂津市一般会計歳入歳出

予算のうち、保健福祉部の保健福祉課と高

齢介護課が所管しております事項につき

まして、目を追って、その主なものについ

て、補足説明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございますが、予算書３０
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ページ、款１３分担金及び負担金、項１負

担金、目１民生費負担金は、老人保護施設

入所負担金でございます。 

 款１４使用料及び手数料、項１使用料、

目２民生使用料は、ちびっこ広場用地使用

料と地域福祉活動支援センター用地使用

料でございます。 

 ３６ページ、款１５国庫支出金、項１国

庫負担金、目１民生費国庫負担金は、低所

得者保険料軽減負担金でございます。 

 ３８ページ、項２国庫補助金、目３衛生

費国庫補助金は、がん健診推進事業補助金

と風疹対策のための予防接種事業費補助

金でございます。 

 ４２ページ、款１６府支出金、項１府負

担金、目１民生費府負担金は、民生児童委

員協議会負担金や民生委員推薦会負担金、

低所得者保険料軽減負担金でございます。 

 ４４ページ、項２府補助金、目２民生費

府補助金は、地域福祉・高齢者福祉交付金

や老人クラブ活動等社会活動促進事業補

助金などでございます。 

 ４６ページ、目３衛生費府補助金は、予

防接種事故救済等補助金や保健事業費補

助金、自殺対策強化事業補助金、予防接種

事業費補助金でございます。 

 ５４ページ、款２０諸収入、項３貸付金

元利収入、目４三次救命救急センター貸付

金元利収入は、大阪府三島救命救急医療セ

ンターへの貸付に係る元利収入でござい

ます。 

 ５６ページ、項４雑入、目２雑入は、５

８ページの各種健診や予防接種に係る自

己負担金、老人緊急通報利用料などでござ

います。 

 続きまして、歳出でございますが、１０

６ページ、款３民生費、項１社会福祉費、

目１社会福祉総務費は、１０８ページの地

域福祉活動支援センターに係る委託料や

高齢者福祉システム保守委託料、社会福祉

関係団体に対する補助金などでございま

す。 

 目２老人福祉費は、１１０ページの各種

老人福祉サービスに係る委託料やシルバ

ー人材センターに対する補助金及び高齢

者民間賃貸住宅家賃助成費などでござい

ます。 

 １２６ページ、款４衛生費、項１保健衛

生費、目１保健衛生総務費は、保健センタ

ー管理委託料、休日小児急病診療所管理委

託料、健都イノベーションパークの企業立

地に係る事業者募集選定等支援業務委託

料や産学官民連携プラットフォーム構築

支援業務負担金、三島救命救急センター負

担金などでございます。 

 目２予防費は、１２８ページの各種健診

や予防接種に係る委託料などでございま

す。 

 以上、保健福祉部の保健福祉課と高齢介

護課が所管いたしております令和３年度

一般会計歳入歳出予算についての補足説

明とさせていただきます。 

○渡辺慎吾委員長 説明が終わりました。 

 香川委員。 

○香川良平委員 おはようございます。そ

れでは、質問をさせていただきます。 

 まず、１点目でございます。生活支援課

でございます。予算概要６２ページ、生活

保護事業について、お聞きいたします。 

 長引くこのコロナ禍の状況におきまし

て、令和３年度、生活保護申請等がふえて

くるのかなというふうに思うのですが、今

の現状について、まずお聞きいたしたいと

いうふうに思います。 

 昨年度の同時期と比較した本市の生活

保護申請件数と受給者数というのをまず
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１回目お聞きいたしたいと思います。お願

いいたします。 

 次に、２点目でございます。 

 障害福祉課、１点でございます。予算概

要５０ページ、市立みきの路運営事業につ

いて、お聞きいたします。 

 みきの路空調給湯設備改修工事につい

てでありますが、令和２年度の一般会計補

正予算で債務負担行為が廃止されており

ます。このコロナ禍の影響により工事がで

きなかったことにより、債務負担行為の廃

止というふうに思うのですが、改めて、こ

の工事のスケジュールというのを１回目

お聞きしたいというふうに思います。お願

いいたします。 

 次に、高齢介護課、１点でございます。 

 令和２年度の一般会計補正予算書４２

ページでございます。独居老人愛の一声訪

問事業委託料についてお聞きしたいとい

うふうに思います。 

 １回目改めて、この事業の主旨について

お聞きしたいと思います。補正で２３万円

の減額補正となっております。この理由に

ついても、併せてお聞かせください。 

 次に、保健福祉課でございます。 

 令和３年度新型コロナウイルスのワク

チン接種を進めていくということでござ

いますが、１回目で新型コロナウイルスの

ワクチン、市民全体に設置するスケジュー

ルについて、お聞きいたしたいというふう

に思います。 

 予算概要６４ページ、健都イノベーショ

ンパーク企業立地推進事業について、お聞

きしたいというふうに思います。 

 代表質問でも取り上げさせていただき

ましたが、令和３年度から担当課が保健福

祉課に変わるということでございます。今、

引き継ぎの最中かなというふうに思うの

ですが、どういった引き継ぎをされている

のかなというふうなのが気になりますの

で、１回目、その点についてお聞きしたい

と思います。 

 以上、５点です。 

○渡辺慎吾委員長 答弁を求めます。 

 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、質問番号

１番、本市におけますコロナ禍前後の生活

保護申請件数と受給者数の推移状況につ

いて、ご答弁いたします。 

 まず、４月から翌年２月までを比較いた

しました保護申請件数でございますが、令

和元年度は１３１件でしたが、令和２年度

は１３６件と、やや微増傾向といった状況

でございます。 

 また、同じく４月から翌年２月までを比

較しました平均被保護受給者数ですが、令

和元年度は１，５５８人でしたが、令和２

年度は１，５３１人となっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 質問番号２番にお

答えいたします。 

 みきの路空調給湯設備等改修工事につ

きましては、これまで３月の着工を目指し

準備を進めてまいりました。そのような中、

大阪府へ２度目の緊急事態宣言が発出さ

れ、みきの路におきましても、入所者の感

染防止対策を徹底するため、入所者と外部

との接触を大幅に制限する状況でござい

ました。 

 そのような中で、工事に取りかかり、入

所者の居室に工事業者が頻繁に出入りす

ることは入所者の感染防止はもちろん、入

所者や保護者の安心のためにも避けるべ

きとの判断から、工期を延期し、改めて令

和３年９月半ばから１２月頃の工期を予
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定しているものでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号３でござ

います。 

 独居老人愛の一声訪問事業は、ひとり暮

らしで見守りが必要な高齢者に毎週水曜

日に乳酸菌飲料、ヤクルトでございますが、

それをお届けをいたしまして、安否の確認

を行っているものでございます。 

 令和２年４月の利用者は、１２６名でご

ざいましたが、令和３年１月の利用者が１

１２名と減少していることから、補正予算

で減額をするものでございます。 

 この減少は、独居老人愛の一声訪問の対

象者は、ひとり暮らしで見守りが必要な高

齢者、つまり就業しておらず、介護保険サ

ービスなども利用しておられない方であ

ることから、独居老人愛の一声訪問の利用

を開始する方が少なくなっているという

状況でありまして、その一方で、施設入所

や入院、転出や死亡ですね。そのほかには、

介護保険サービスの利用開始などありま

して、独居老人愛の一声訪問の利用を廃止

する方のほうが多いということでござい

ます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号４番で

ございます。 

 ワクチン接種開始時点で使用するファ

イザー社製のワクチンの接種対象は１６

歳以上の方となっております。国が示す接

種順位は、まず重症化リスクが高い６５歳

以上の高齢者、続いて、基礎疾患をお持ち

の方や高齢者施設の従事者、最後に１６歳

から６４歳の方となっております。 

 摂津市には、４月上旬に、まず２００人

分のワクチンが配分されることから、６５

歳以上の方のうち、高齢者施設に入所され

ている方から開始する予定でございます。 

 国が示す接種期限は、令和４年２月２８

日でございますが、摂津市では、５月から

医療機関と集団接種会場とで接種を始め

て、市民の６５％が接種を希望されると想

定し、２回接種するとすれば、６５歳以上

の高齢者、基礎疾患がある方や施設従事者

が７月までに一定接種を終え、１６歳以上

６４歳までの方を８月以降に始める予定

となっております。ただ、ワクチンの供給

状況により予定が変更する可能性はござ

います。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 平井理事。 

○平井保健福祉部理事 ５番目の質問に

お答えいたします。 

 健都イノベーションパークの企業誘致

につきましては、令和３年度から政策推進

課から保健福祉課に所管が変わるという

ことでございます。私自身、健都まちづく

り推進担当ということで、これまでも政策

推進課と一緒に健都イノベーションパー

クについて、少なからず関わらせていただ

きました。ただ、来年度から保健福祉部と

いうことで、細かい部分とか、今後これか

ら詳細な引き継ぎを受けるところなんで

すけども、当面、例えばこれまでの取り組

みの経緯、大阪府と吹田市と本市と国立循

環器病研究センター、国立健康・栄養研究

所とイノベーションパークに関するクラ

スター推進協議会という協議会を立ち上

げておりますので、そういった協議会での

取り組み内容でございますとか、これまで

本市独自でいろいろプロモーションやっ

ておりますので、詳細な事項につきまして、

今後引き継ぎ受けて、令和３年度以降に新
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たな、どういった展開をしていくかという

のを、今後検討していきたいというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 ご答弁ありがとうござ

います。それでは、２回目の質問をさせて

いただきます。 

 まず、１点目でございます。生活保護事

業についてでございます。 

 ご答弁から、このコロナ禍で、現状、申

請件数等がふえているのかなというふう

に思っとったんですが、申請件数は微増で

すが、受給者数ですか、２７人減っている

ということでございます。世間では増加傾

向にあるのかなというふうに報道等も見

ておりましたら、そういうふうに思うので

すが、本市において、この生活保護の受給

者数がそれほどふえていない、むしろ減っ

ているという要因は何だと捉えているの

か、２回目お聞きしたいというふうに思い

ます。 

 みきの路についてでございます。工事の

スケジュール等、ご答弁していただきまし

て、理解をいたしました。 

 視点を変えるんですけれども、新型コロ

ナウイル感染症の収束の見通しというの

はまだ立っていません。ワクチン接種が令

和３年度から進んでいくと思うのですが、

みきの路の入居者へのワクチン接種につ

いて、対象が６５歳以上と基礎疾患をお持

ちの方というのが優先されると思うので

すが、その方ばかりが入所されているわけ

じゃないと思うんですけどね。みきの路の

入所者へのワクチン接種は、全体的にどの

ように考えているのかなというのをお聞

きしたいというふうに思います。 

 次に、独居老人愛の一声訪問事業につい

てでございます。 

 ご答弁から減額補正の理由については

理解をいたしました。この事業なんですけ

れども、きっちりと周知されているのかな

というのが気になる部分であります。令和

３年度の周知方法について、どのように行

っていくのかというのをお聞きしたいと

いうふうに思います。 

 新型コロナウイルスのワクチン接種に

ついてでございます。スケジュールについ

て、１回目ご答弁いただきまして、理解を

いたしました。 

 このワクチン接種に当たり、様々やって

いく上で、いろんな問題等出てくるのかな

というふうに思うのですが、よく言われて

おりますワクチン接種によっての副反応

ですね。その辺についてお聞きしたいなと

思うんですけれども、副反応が起こった場

合の対応というのをどのように考えてい

るのかなというのをお聞かせいただきた

いなと思います。 

 次に、健都イノベーションパークについ

てでございます。平井理事のほうからご答

弁いただきまして、内容については理解を

いたしました。 

 代表質問でも言わせていただいたんで

すけれども、この企業誘致がしっかりと前

に進むのかなというのがとても不安に感

じております。議員になって４年目になり

ますけれども、質問等、何回もさせていた

だいているんですけど、毎回毎回、健都の

コンセプトに合致した企業を探していく

と、答弁を聞く限りは頑張ってくれるのか

なというように思うんですけれども、現状

何も進んでいない状況であります。このま

ま更地にしておくのは、もう非常にもった

いない話で、更地のままであったら、１円

も生まないわけであります。担当課も変わ
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ったということで、心機一転、この事業と

いうのをしっかり前に進めていただきた

いなというふうに思います。 

 これは要望として、２回目は終わります。 

○渡辺慎吾委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、質問番号

１番に係ります２回目のご質問、本市の生

活保護受給者数が全国的な傾向と比較し

て、それほど増大していない、考えられる

要因というお問いかと思いますが、本市の

場合、生活支援課は生活保護制度と生活困

窮者自立支援事業を所管しておりまして、

この二つの制度を一体的に運用して、生活

に困窮されている方々への包括的な支援

を展開しているところでございます。 

 それによりまして、例えば、住居確保給

付金の相談申請がスムーズに行われたり、

また、社会福祉協議会との緊密な連携によ

りまして、総合支援資金の申請のワンスト

ップサービスも実現するなど、生活困窮者

自立支援制度が生活保護に至る前の第２

のセーフティーネットとしての機能、効果

を大きく発揮できているところが大きい

要因であると考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 ２番の質問にお答

えします。 

 新型コロナウイルスワクチンの接種ス

ケジュールにつきましては、保健福祉課に

おいて検討されますが、国よりワクチンの

供給スケジュールが示されていない現状

において、詳細なスケジュールを設定する

ことは困難でございます。 

 みきの路の入所者につきましても、高齢

の方や基礎疾患をお持ちの方につきまし

ては、接種順位に従い、該当しない入所者

につきましても、しかるべきときに適切に

接種がなされるよう保健福祉課としっか

りと連携をとってまいります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号３でござ

います。 

 令和３年度の周知方法についてでござ

います。広報せっつや市のホームページに

おきまして、独居老人愛の一声訪問事業の

ご案内を掲載することで、現在、啓発の周

知を図っております。 

 広報せっつにつきましては、令和２年度

は、８月号の福祉のページにおいて掲載を

させていただきました。また、高齢介護課

が発行しております高齢者のための福祉

サービスという緑の冊子がございますが、

そちらにも掲載をしておりまして、この冊

子を高齢介護課職員が窓口において市民

にお配りしていることはもちろん、社会福

祉協議会のライフサポーターやケアマネ

ージャーの個別訪問時に市民にお配りい

ただくことで、愛の一声訪問事業の周知を

今後も継続して図ってまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号４番で

ございます。 

 ワクチン接種後、接種した方はすぐに帰

るのではなく、少なくとも１５分間は状態

観察のため、その場に残っていただきます。

過去にアナフィラキシーを含む重いアレ

ルギー症状があった方は３０分間状態観

察を行います。 

 なお、重いアレルギー症状が現れた方へ

の対応としましては、現場にいる医師が初

期対応をし、必要と判断すれば、救急搬送

をいたします。 
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 また、接種後の体調について、相談があ

れば、かかりつけ医や市のコールセンター

及び保健福祉課で対応するとともに、医学

的知見が必要となる専門的な相談につい

ては、必要に応じて、大阪府の相談窓口に

つなぐなどして対応してまいります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 ありがとうございます。 

 それでは、３回目いきます。生活支援課

についてでございます。 

 生活保護受給者数がそれほどふえてい

ない要因については、第２のセーフティー

ネットである生活困窮者自立支援制度を

活用されていることにより、生活保護まで

には至っていないというような状況とい

うことで理解をいたしました。今後も緊急

事態宣言を初めとする自粛により、飲食店

初め、仕事がなくなったりとかいう話も聞

いていますので、こういう生活困窮者等ふ

えていくのが予想されますので、担当課と

いたしましても、対応に当たっては、親切

丁寧な対応に努めていっていただけたら

なというふうに思います。 

 これは要望として、質問を終わります。 

 次に、障害福祉課でございます。みきの

路のワクチン接種の考え方、ご答弁いただ

きました。スケジュール等々、詳細なスケ

ジュールはまだ決まっていないというこ

とで、なかなか答えにくいというふうに思

いますけれども、担当課の保健福祉課とそ

の辺もしっかりと連携とって、これも進め

ていっていただきたいなというふうに思

います。 

 この質問も以上です。 

 続いて、高齢介護課の独居老人愛の一声

訪問事業についてでございます。周知方法

について、ご答弁いただきました。理解い

たしました。 

 この事業ですね。ひとり暮らしの高齢者

の安否確認を行うというようなことで、大

変いい事業だというふうに私は感じてお

ります。このサービスが必要な高齢者にし

っかり利用していただける形で、今後も継

続をしていただければというふうに思い

ます。 

 この質問も以上です。 

 次に、新型コロナウイルスワクチン接種

についてでございます。副反応の対応とい

うことで、ご答弁いただきました。理解い

たしました。 

 ３回目で、市民の方がワクチン接種を受

けるに当たっての予約の受付方法という

のがどういうふうになっているのかをお

聞かせいただきたいなと思います。 

 以上、１点だけです。 

○渡辺慎吾委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号４番で

ございます。 

 市民からの問い合わせや、予約を受ける

コールセンターを３月１５日に開設いた

します。予約受付の流れとしましては、ま

ず６５歳以上の方に接種券を郵送いたし

ますので、接種券が届き、ワクチンの供給

が始まりましたら、コールセンターに接種

の予約を取っていただきます。予約は専用

電話番号による電話受付を主と考えてお

りますが、今回、ＬＩＮＥによる予約シス

テムを構築し、いつでも予約できるように

利便性の向上を図ってまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 ありがとうございます。 

 コールセンターにて予約ということで、

今後、ＬＩＮＥによる予約システムも考え
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ていくとのことであります。スムーズなワ

クチン接種に向けて、担当課としてしっか

りと取り組んでいただきますよう要望を

いたしまして、私の質問を終わります。あ

りがとうございます。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 全て予算概要でお話さ

せていただきますんで、よろしくお願いし

ます。 

 まず、保健福祉課で３点ございます。 

 質問１、予算概要の４４ページ、地域福

祉計画推進事業において、令和２年３月に

策定された地域福祉計画ということがあ

ると思うんですけども、推進するに当たっ

て、この令和３年度、社会福祉協議会とど

のように連携していくのかというのが１

回目お聞かせください。 

 質問番号２、同じく６４ページ、健都推

進事業です。 

 予算概要の中に、一つポータルサイト運

営負担金ということと、産学官民連携プラ

ットフォーム構築支援業務負担金という

ことが計上されていましたので、この取り

組み内容について、１回目お聞かせくださ

い。 

 質問番号３、予算概要６６ページのまち

ごとフィットネスヘルシータウン事業で

すけれども、この健幸マイレージ事業です

ね。これは平成３０年度から令和２年度ま

で３年間を一旦の区切りとして進めると

いうふうにお聞かせいただいておりまし

て、改めて令和３年度に拡充して継続して

いくと。確か、前回アスマイルの話もされ

ていたと思うんですけれども、そういった

中、継続実施に至った理由とか経緯につい

て、まず１回目お聞かせください。 

 質問番号４、高齢介護課、３点ございま

す。 

 ４８ページ、高齢者日常生活支援事業と

いうところで、高齢者移送サービスですね。

委託料として９８５万２，０００円計上さ

れております。改めて、令和３年度のサー

ビス内容をどのようにお考えかお聞かせ

ください。 

 質問番号５、４８ページです。ひとり暮

らし高齢者等安全対策事業です。 

 緊急通報装置設置委託料ですけれども、

今回１５８万４，０００円を計上されてお

りますけれども、これも改めて、令和３年

度のサービス内容ですね、お聞かせくださ

い。 

 続きまして、質問番号６、同じく予算概

要４８ページの介護予防ふれあい事業で

す。 

 高齢者の交流入浴委託料ということで

９５万２，０００円を予算計上されており

ます。この事業は、前年度から特別養護老

人ホーム等での入浴機会を拡充されると

いうふうにお聞きしておりましたけれど

も、前年度コロナ禍ではございましたけど

も、それらの実績も踏まえた令和３年度の

取り組みをどう考えているかお聞かせく

ださい。 

 続きまして、障害福祉課に移ります。３

点ございます。 

 質問７です。予算概要の５０ページです。

福祉タクシー事業についてです。４７６万

８，０００円ということで予算計上をされ

ておりますけれども、これも前年度の助成

状況も踏まえた令和３年度の展開につい

てお聞かせください。 

 質問番号８、予算概要５２ページです。 

 身体障害者日常生活支援事業というと

ころで、重度身体障害者等の住宅改造費用

の助成についてです。これ前年度と比較し

ますと１８０万円を増額されて、今年度は
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４８０万円というところが予算計上をさ

れておりますけれども、この重度身体障害

者等の改造費用の助成ですね。前年度にも

取り組まれているということもあろうか

と思いますけども、その助成制度も含めた、

この令和３年度に増額された理由につい

て、併せてお聞かせください。 

 質問番号９、予算概要の５２ページ、地

域生活支援事業です。 

 この地域生活支援居宅事業委託料とい

うところが新たに４５０万円を計上され

ていたかと思います。この事業内容につい

て、お聞かせください。 

 最後になります。質問番号１０、生活支

援課、１点、お聞かせください。 

 これも予算概要の４４ページ、生活困窮

者自立支援事業というところで先ほどあ

りましたけども、その中で、生活居宅給付

金が１，５０３万円が計上されておりまし

て、前年の１２３万３，０００円から大幅

に増加されて予算計上がされています。 

 この住居確保給付金の申請が大きく伸

びているというふうにお聞きはしており

ますけれども、改めて、この前年度の相談

件数とか、あるいは申請件数の状況と、そ

の令和３年度の見通しも含めてお聞かせ

いただければと思います。 

 １回目、以上です。 

○渡辺慎吾委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号１番で

ございます。 

 令和２年３月に摂津市では、第４期地域

福祉計画を策定し、社会福祉協議会では、

第２期地域福祉活動計画を策定しており

ます。今後も増加することが予想される福

祉課題に適切に対応していくためには、行

政と地域住民双方の協働はもとより、その

間をつなぐ役割を担う社会福祉協議会の

存在がますます重要になることから、今回、

社会福祉協議会の地域福祉活動計画を市

の地域福祉計画のアクションプランとし

て位置づけ、一体的に進めていくこととい

たしました。双方の計画に基づき、市と社

会福祉協議会が連携・協働を図りながら、

令和２年度から令和７年度までの６年間

で各種事業を進めていくこととしており

ます。 

 続きまして、質問番号２番でございます。 

 まず、一つ目のポータルサイト運営負担

金は、北大阪健康医療都市ポータルサイト

の運営に係る負担金でございます。健都に

関する情報発信について、関係機関の組織

を超えて一元的に行うため、平成２６年度

から摂津市と吹田市が共同で構築・運営を

しているホームページであり、健都におけ

る両市の面積割合を基に、本市は事業総額

の３２％を負担しております。 

 次に、二つ目の産学官民連携プラットフ

ォーム構築支援業務負担金についてでご

ざいます。 

 産学官民連携プラットフォームとは、国

立循環器病研究センター及び国立健康・栄

養研究所を中心に、多様な企業との産学連

携によるオープンイノベーションの推進

と明和池公園など、市民に身近な実証フィ

ールドを活用した健康づくりの推進を目

的として、この二つの好循環によるまちぐ

るみでの新たなサービス、新たな予防・健

康プログラムの創出に向け、健都への進出

企業や市民を巻き込む仕掛け・仕組みを機

能させる組織体を構築するものでござい

ます。令和２年度、令和３年度の２か年事

業として、吹田市と共同で取り組みを進め

ており、こちらも事業総額の３２％を本市

が負担しております。 

 質問番号３番でございます。 
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 健幸マイレージ事業は、令和２年度が最

終年度となっていたことから、その継続に

ついて検討を行いました。その結果、コロ

ナ禍において、市民が自ら健康づくりに取

り組める事業といった観点から、密になら

ず、いつでも気軽に取り組めるウオーキン

グが最良であるという考えに至りました。 

 この事業は、令和３年２月末で２０歳代

から９０歳代までの約２，４００人の市民

に参加いただいております。そのうち、令

和２年度に緊急事態宣言が出される中で

も、５００人以上の方の新規申し込みがご

ざいました。また、参加者アンケートのご

意見も踏まえると、今後も事業ニーズがあ

ると考えられます。 

 また、大阪府でも同様の事業の「アスマ

イル」が実施されておりますので、移管も

検討いたしましたが、健幸マイレージが浸

透してきている中で、新たに事業の周知が

必要となり、取り組みの連続性を失われた

り、困難が生じたりすることや今お使いの

活動量計が生かせない、データ送信場所が

限られるなどのデメリットがあることか

ら、現事業の継続を決めたところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号４でござ

います。 

 高齢者移送サービスの内容でございま

すが、一人で外出することが困難な車いす

を利用する６５歳以上の高齢者で、要支援、

もしくは要介護認定をお持ちの方が市内

及び近隣市へ通院等のご利用のために外

出する際に月に４回まで無料で移送する

サービスでございます。業務は、シルバー

人材センターに委託し、福祉車両４台で行

っております。 

 続きまして、質問番号５でございます。 

 緊急通報装置の内容でございますが、こ

のサービスは、家庭での事故や突然の病気

のときに利用者が貸与されたペンダント

のボタンを押しますと、委託業者の係員が

必要に応じてかけつけ、救急搬送などを行

う２４時間対応のサービスでございます。 

 サービスの対象者は、市内に居住し、脳

梗塞、心疾患などの重篤な疾患のために常

に緊急の事態が生じる恐れがあるおおむ

ね６５歳以上のひとり暮らし高齢者でご

ざいます。 

 なお、家族と同居していても、介護をし

ている方が就労等の事情により、昼間に不

在の方も含んでおります。 

 質問番号６でございます。令和３年度の

高齢者交流入浴委託料の取り組み内容と

令和２年度の実績ということでございま

す。 

 高齢者交流入浴は、安威川以南地域にご

ざいます３か所の特別養護老人ホーム等

での入浴を通じて、高齢者同士の交流を図

り、認知症予防、介護予防を図るものでご

ざいます。令和２年度からの新規事業でご

ざいましたが、公衆浴場のない安威川以南

の特別養護老人ホーム等にご協力いただ

き、２か所で週に１回、１か所で月に１回、

６５歳以上の方が無料で利用できるよう

に施設の浴場を開放するものでございま

す。 

 まず、令和２年度の実績でございますが、

新型コロナウイルス感染症防止として、特

別養護老人ホームなどが入所者とそのご

家族との面会を制限している期間が長く

続いておりましたので、現在実施できてお

らない状況でございます。実施の可能性に

つきましては、施設等への聞き取り調査を

令和２年度に何度か行ってまいりました
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が、令和３年度にできる限り早期に開始で

きるように、今後も施設側への聞き取り調

査を行い、早期の開始に向けて調整を図っ

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 ７番の質問にお答

えします。 

 福祉タクシー事業につきましては、令和

２年度は、２月末までに４，５４６件、２

７７万６，９００円を助成しております。

２月末の時点ではございますが、令和元年

度の年間実績と比較いたしますと、件数、

額とも６から７割程度の助成にとどまっ

ております。 

 令和３年度の事業展開でございますが、

令和２年度と同様の制度にて継続実施い

たしますが、今年度の減少の要因をしっか

り分析して、今後の事業展開を検討してま

いりたいと考えております。 

 続きまして、８番です。 

 重度身体障害者等住宅改造費用助成費

につきましては、令和２年度、部屋や浴室

の改造、段差の解消などの工事費用に対し

４件、３２０万円を助成しておりますが、

昨年度に引き続き、当初予算に不足が生じ

ている状況でございます。 

 そのことから、昨年度、つまり令和元年

度の実績でございます４４７万円を考慮

いたしまして、令和３年度は４８０万円に

当初予算を増額したものでございます。 

 続きまして、９番です。 

 地域生活支援拠点事業でございますが、

国の第５期障害福祉計画におきまして、令

和２年度末までに地域生活支援拠点等を

各市町村、または各圏域に少なくとも一つ

整備することとされております。 

 地域生活支援拠点等とは、障害児者が住

み慣れた地域で安心して暮らし続けられ

るよう、障害児者の重度化・高度化や親な

き後に備えるとともに、入所施設や病院か

らの地域移行を進め、障害児者やその家族

の緊急事態への対応を図り、障害児者の生

活を地域全体で支えるサービス提供体制

のことでございます。 

 具体的には、一つ目に相談、二つ目に緊

急時の受け入れ・対応、３番目に体験の機

会・場、４番目に専門的人材の確保・養成、

５番目に地域の体制づくり、この五つの機

能が求められており、本市におきましては、

五つの機能それぞれを既存の基幹相談支

援センターや相談支援事業所、短期入所施

設、グループホームなどが担う面的整備を

行い、施設の一つ一つを拠点と位置づける

こととしております。 

 そして、単に拠点と位置づけるだけでな

く、今後はそれぞれの拠点を連携し、地域

生活支援拠点事業を有効に機能させるこ

とが重要になってまいります。地域生活支

援拠点事業の調整役のコーディネーター

の設置費用について、地域生活支援拠点事

業委託料として予算計上をしておるもの

でございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、質問番号

１０番、生活困窮者自立支援事業に係りま

す住居確保給付金の相談申請件数の状況

と令和３年度の見通しにつきまして、ご答

弁申し上げます。 

 まず、コロナ禍以前の令和元年度の住居

確保給付金の相談件数は年間で１７件、申

請件数は同じく年間で１件でございまし

たが、新型コロナウイルス感染拡大の状況

を受けまして、国のほうが昨年４月以降、

数度にわたりまして、住居確保給付金の受
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給要件の緩和を実施いたしましたことか

ら、相談件数、申請件数とも爆発的に増加

いたしまして、令和２年４月から令和３年

２月末までの相談件数は６８９件、申請件

数は１２３件となっております。 

 続きまして、令和３年度の住居確保給付

金の見通しについてでございますが、コロ

ナ禍収束の先行きが不透明でありますこ

とから、今後も雇用情勢の悪化によりまし

て、家賃の支払いが困難となり、住居を失

う恐れのある方々の相談申請件数は増加

するものであると予想しております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ご答弁ありがとうござ

いました。 

 それでは、２回目の質問に移りたいと思

います。 

 まず、質問１、地域福祉計画推進事業と

いうところで、計画推進するに当たって、

社会福祉協議会との連携についてお聞か

せいただきました。ご答弁の中に、社会福

祉協議会では、第２期の地域福祉計画を策

定されているというふうにお聞きしまし

たけれども、この地域福祉計画と今ご答弁

いただきましたように、地域福祉活動計画

ですね。これ一体となってやっていかなけ

ればならないと思いますけれども、どのよ

うに連動して、進行管理していくのかとい

うところをお聞かせいただきたいなと思

います。 

 質問番号２、健都の推進につきまして、

二つの負担金の取り組み内容、いわゆる内

容ですね。お聞かせいただきました。特に

後者の産学官民連携プラットフォーム構

築というところにおきましては、吹田市と

共同で、令和２年度、令和３年度、２か年

事業として既に取り組みを開始している

ということですけれども、令和３年度どの

ように取り組んでいくのかという、スケジ

ュールについて、お聞かせいただきたいと

思います。 

 質問番号３、健幸マイレージにつきまし

て、令和３年度、継続に至った理由とか経

緯をお聞かせいただきました。アスマイル

というところでございましたけれども、健

幸マイレージが市民に浸透しているとい

うところで、非常に推している私としても

奏功している事業でございますけど、非常

によいことだなというふうに思います。 

 改めて、令和３年度ですね。もっともっ

と参加者をふやしていく必要があろうか

と思うんですけれども、以前より私も言っ

ていましたインセンティブですね。何か拡

充されるというようなことも記載されて

おりましたので、どのように取り組まれる

のかという内容について、お聞かせいただ

きたいと思います。 

 質問番号４、高齢者の移送サービスとい

うところでの令和３年度のサービス内容

をお聞かせいただきました。 

 内容について、前年度と変わりないとい

うふうに私は受け止めました。代表質問で

も触れましたけど、高齢者を初めとする、

いろんな方々が安心して移動できる交通

手段ということが大切だと思いますし、基

本方針においても、この移動手段について

研究するという記載があったかと思いま

すので、具体的にどんな研究をされている

のか、これからしようとしているのかお聞

かせいただきたいと思います。 

 続きまして、質問番号５です。緊急通報

装置の設置のサービス内容です。 

 これも昨年と変わらないというふうに

私は受け止めました。これまでの重篤な疾

患を持つ方に限定するんではなくて、やは
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り要件の緩和といいますか、対象者をふや

していったほうがいいというふうに、言い

続けておりましたけれども、改めてそうい

ったお考えはないのかというのを聞きた

いと思います。 

 ２回目、よろしくお願いします。 

 質問番号６、高齢者の交流入浴ですね。

前年度の取り組みと令和３年度というこ

とをお聞かせいただきまして、前年度は、

やっぱりコロナ禍の影響で実施できてい

ないということ、今、早期に開始できるよ

うに調整されているというふうに理解い

たしました。 

 この高齢者の交流入浴というのは、認知

症の予防、あるいは介護予防にもつながる

と思いますし、特に出不精になりがちの高

齢者、特に男性の方ってお風呂好きなんで、

そういったところに出かける動機付けに

なるんじゃないかなと私は思っています。

今後、十分に感染対策をとっていただきま

して、開始されるのが少しでも早くなるよ

うに、鋭意取り組んでいただけたらと思い

ます。これは要望としておきます。 

 質問番号７、福祉タクシー事業です。 

 前年度の助成状況を踏まえた令和３年

度の展開についてお聞かせいただきまし

た。やはり、前年度はコロナ禍の影響もあ

って、六、七割の助成にとどまったという

ところでございますけれども、しっかりと

分析されるということでございますので、

振り返っていただければというふうに思

います。これもコロナ禍でなかなか難しい

面もあろうかと思いますけれども、せっか

くこうやってやっている事業でございま

すので、引き続き、利用件数とか、あるい

は外出機会の増加に努めていただければ

と思います。 

 これも毎回申し上げておりまして、耳に

たこができるかもしれませんけど、他市で

も、やっぱり精神障害者手帳の１級を持た

れている方というのもやっぱり対象にな

っておるので、精神障害者の方にも、ぜひ

要件緩和していただければというふうに

切に感じております。よろしくお願いいた

します。これも要望としておきます。 

 質問番号８番です。身体障害者日常生活

支援事業です。 

 この住宅改造助成費について、お聞かせ

いただきました。増額理由についても分か

りました。前年度は、当初予算以上に助成

をしているというところで、それを見込ん

だということで、４４７万円ということを

理解しました。 

 この制度もやっぱり対象者にとって非

常に有効な制度だと思いますし、また一方

で、この制度を認識されていない方、前も

言いましたけど、私の義理の母親も知らな

くて、人から聞いて知ったみたいなんで、

すぐにスロープを設置したとか、そういっ

たことも身近に感じておりますので、やっ

ぱり広く周知していただきまして、日常生

活のサポートに努めていただければと考

えます。これも要望としておきます。 

 質問番号９番目でございます。地域生活

支援拠点の支援事業の事業内容について

お聞かせいただきました。 

 また私も勉強して理解せなあかんなと

いうふうに思ったわけですけれども、この

地域生活支援拠点事業を有効に機能させ

るというところで、コーディネーターとい

うキーワードが出てきたかと思います。こ

れを配置されてやっていくということを

お聞かせいただきましたけども、改めて、

このコーディネーターの具体的な役割に

ついて、お聞かせいただきたいと思います。 

 質問番号１０番目、生活困窮のところで、
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住居確保給付金につきまして、件数並びに

見通し等々お聞かせいただきました。令和

３年度は、やはりふえる見通しというとこ

ろで、すごく伸びておりました。６８９件

の相談件数と申請件数が１２３件と非常

に大きく伸びておりまして、びっくりいた

しました。 

 コロナ禍で、これから本当にどうなるか

分かりませんけれども、前回お聞かせいた

だきましたように、昨年の５月ですか、相

談支援員１名増員されたというところで

いきますと、正社員等含めて４名体制です

かね。やられているということで、何かと

苦労する中、していただいているという理

解でいいんですかね。これもやはり私が思

うには、やっぱりしっかりとケアしていく

ということと、今後を見通しがなかなか立

たないということからすると、やはり一時

的な、そういった要因と補助ということで

はなくて、恒久的にしっかりと体制整備を

していただきながら、サービス向上といい

ますか、しっかりと市民と目線を合わせて

対応していただければというふうに考え

ておりますんで、これも要望としておきま

す。 

 ２回目は以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号１番で

ございます。 

 地域福祉活動計画の進行管理につきま

しては、地域福祉計画推進協議会において、

調査、審議し、ご意見をいただいておりま

す。 

 具体的には、進行管理表において、市の

取り組み計画に合わせて、社会福祉協議会

の取り組み計画についても併記し、お示し

しております。 

 社会福祉協議会の取り組みは、協議会の

所掌事務の範囲外であり、直接の審議の対

象とはなりませんが、市の地域福祉計画と

密接な関係にあるため、ご意見等いただき、

社会福祉協議会に伝達して、適宜協議をし

てまいります。 

 続きまして、質問番号２番でございます。 

 令和２年度は、昨年１０月に公募型プロ

ポーザルにより、三菱ＵＦＪリサーチ＆コ

ンサルティングと新産業文化創出研究所

共同企業体が構築支援業務の受託者とし

て選定されました。 

 今後の取り組みとしましては、プラット

フォームの必要機能や関係者の役割整理

を行いながら、令和４年度上半期において、

試行的な取り組みなどを実施していく予

定となっております。 

 令和４年度には、国立健康・栄養研究所

の操業開始が予定されており、健都にとっ

て大きな節目と考えております。このタイ

ミングで運営開始できるよう関係機関と

準備を進めていく予定でございます。 

 続きまして、質問番号３番でございます。 

 健幸マイレージの３年間の事業成果を

踏まえ、令和３年度は、より参加者がふえ

るよう事業内容を拡充いたします。 

 主な内容といたしましては、まず、ポイ

ントを獲得しやすくいたします。ポイント

の付与対象事業について、健康に関する事

業にとどまらず、積極的に他課との連携、

コラボ企画に取り組み、外出を促すイベン

ト等にも対象を拡大して、歩く機会とイベ

ント集客の相乗効果を図ってまいりたい

と考えております。 

 また、獲得ポイントが６，０００ポイン

ト以上の方に、自動抽せんで当たる賞品に

ついて、ウオーキングに関するもののほか、

防災や感染予防に関するものなど、より使

いやすいものをそろえ、当選人数もふやし
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てまいります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号４でござ

います。 

 高齢者移送サービスの具体的な研究内

容についてでございますが、先進的に実施

している市町村の事例発表のあるセミナ

ーなどに参加するなど、情報収集に努めて

おります。 

 そのようなセミナーに参加いたします

と、幾つかの論点が見えてまいります。例

えば、行き先であったり、対象者の範囲や

料金設定などでございます。行き先では、

やはり通院や買物が多いということで、７

割ぐらいが通院や買物であったりとか、対

象者につきましても、高齢者以外にも障害

者などを対象にしているところがあった

り、料金設定も数百円程度なんですけども

幅があったり、市町村の考え方によって違

っていますが、そのような話を聞いており

ます。 

 また、利用者の声といたしましては、利

用することで生活に張りが出たというお

話も出ておりました。現在、このような情

報収集を行っているところでございます。 

 続きまして、質問番号５でございます。 

 緊急通報装置の要件緩和、対象者の拡充

についてでございますが、現在は、脳梗塞

や心疾患などのあるひとり暮らし高齢者

が安心して在宅生活を送ることができる

ように支援するサービスとして機能して

いると考えております。 

 現在の課題といたしましては、装置が携

帯電話に対応していないということが一

つ挙げられます。そのほかには、第８期の

かがやきプラン作成のための介護予防・日

常生活圏域ニーズ調査では、要介護認定を

受けておられない方を対象にしたもので

ございますが、その調査の中でも、突然の

体調不良のときの緊急対応サービスのニ

ーズが高かったということもございます

ので、重篤な疾患を持たなくても、高齢に

なれば急な体調の変化に不安を感じてい

る方がおられるということは認識をいた

しております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 ９番の質問にお答

えいたします。 

 地域生活支援拠点におけるコーディネ

ーターの具体的な役割でございますが、例

えば、障害者のお世話をされている家族等

の介護者が入院することになった場合、障

害者が安心して生活できる場を確保する

必要が発生いたします。そのような緊急時

に短期入所施設との調整を図ります。 

 また、親元からの自立を目指す障害者が

地域生活の体験を希望する場合に、受け入

れが可能なグループホームとの調整を行

うなど、文字どおり、コーディネーターと

しての役割がございます。 

 そのほかにも、人材の育成やサービス水

準の向上を図る研修の実施や拠点間の連

携体制の構築、障害者が地域生活に移行す

るに当たっての課題の抽出や解決に向け

た手段や方法の検討など、障害児者の生活

を地域全体で支えるサービス提供体制の

構築に向けた非常に重要な役割を担うも

のでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ご答弁ありがとうござ

いました。３回目の質問に移りますけども、

全て要望とさせていただきます。 

 まず、質問番号１番目です。 
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 地域福祉計画と活動計画をどう連動さ

せていくんだというところでございまし

た。計画推進協議会にて、調査、審議して

いくというところのご説明やったと思い

ますけれども、ぜひ上手く連動させて、進

めていただきたいなと思いますし、常々ほ

かのところでも言ってますけど、進行管理

というのは非常に大事だというふうに思

いますんで、こだわって取り組んでいただ

ければと思います。 

 また、この地域福祉計画というのは、最

上位に位置づけされる計画でございます

ので、ほかの計画とも上手く連動していた

だきまして、全体として短期的に取り組ん

でいただければなというふうに思います。 

 また、福祉のまちづくりという観点から

も、やはり社会福祉協議会との連携という

のは非常に重要になってくると思います

ので、各関係機関も含めて、これも連動、

連携していっていただければと考えてい

ますので、よろしくお願いいたします。要

望としておきます。 

 続きまして、質問２番目です。 

 産学官民連携プラットフォームについ

てのスケジュールについてお聞かせいた

だきました。これからプラットフォームの

必要機能の役割整理を行うというところ、

試行的にやっているということですね。ご

答弁にもありましたけども、やはりこれか

ら移転されてくる国立健康・栄養研究所と

か、あるいは関係機関、またその辺の連携

というのも重要になってくるかと思いま

す。所管も保健福祉部に変わったというこ

とで、改めて、しっかりと体制構築も含め

ながら、連携しながら進めていただければ

と思います。これも要望としておきます。 

 続きまして、質問番号３番、健幸マイレ

ージのインセンティブの拡充について、お

聞かせいただきました。 

 先ほど言いましたけど、インセンティブ

は、今までずっと私も要望していくという

か、前にニンジンをぶら下げるわけじゃな

いですけど、動機付けになると思います。

今回、抽せんの当選人をふやすとか、ある

いは、いいことだと思いますけど、他課と

積極的にコラボしていく。本当にコロナ禍

において非常に有効であると思いますし、

そういった庁内挙げて盛り上げていくと

いうことで、いい方向に向かっているので

はないかと改めて思いました。 

 やっぱり、そのコロナ禍だからこそ、誰

でも気軽に取り組めるウオーキングとい

うのは一つのキーになると思いますし、健

康づくりには欠かせないと思います。ぜひ、

これからも参加者増加に向けて取り組ん

でいただきますようよろしくお願いいた

します。要望です。 

 続きまして、質問４、移動手段の緊急内

容について、お聞かせいただきました。 

 先進的に実施する市町村というところ

でいきますと、高齢者以外のやっぱり障害

者など対象が広がっているというふうに

理解いたしましたし、また、生活に張りが

出たという非常にいい傾向のお話を聞か

せていただきました。 

 これも以前から申し上げていますよう

に、現在、市のサービスに該当しない方で

困っていらっしゃる方は本当に多くおら

れると思いますので、そういった先進事例

も参考にしながら、今後どうするかを考え

ていっていただきたいなと思いますし、や

はり、その高齢者のみならず、市民の日常

生活を支える地域の足というところで、や

っぱり確保していくことが重要だと私自

身思っています。そういった意味でも、市

全体を挙げて、複合的に検討してほしいと
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いうところもありますので、第一歩になる

と思いますんで、ぜひ、これも要件緩和を

進めていっていただきますように、よろし

くお願いいたします。これも要望としてお

きます。 

 続きまして、質問５です。 

 緊急通報装置についてのお考えについ

てお聞かせいただきました。ありがとうご

ざいます。いろいろ今の形態に対応してい

ないとか、そういったところも含めて、い

ろいろと分析されているかと思いますけ

れども、これも何度も申し上げていますけ

れども、隣の大阪市、何回も例を挙げてい

ますけど、ここはやはり６５歳以上のひと

り暮らしの方、高齢者のみの世帯など、一

日８時間以上一人になる。この三つのいず

れか一つ要件が満たされたら、本市同様の

緊急通報システムが展開できると。本当に

そうあるべきと思っています。疾患を持っ

ていない方でも、ばたって倒れる可能性も

高いでしょうし、これからひとり暮らし、

ますます同居・近居、進めていますけれど

も、ただ、家で倒れていたら分からへんの

で、だからそういった意味では、広くこれ

もひとり暮らしの方を支えるというとこ

ろの支援というところでいきますと、やっ

ぱり利用緩和に向けて、これも検討いただ

ければと思います。要望としておきます。 

 最後です。 

 質問番号９番目です。地域生活支援事業

を有効に機能させるコーディネーターと

いうところで、役割をお聞かせいただきま

した。ご答弁にもありましたけども、障害

児者の生活をやはり地域全体で支えてい

かなければならないというふうに思いま

すので、ぜひそういったサービスの提供体

制の構築に向けて、これからも鋭意取り組

んでいただければというふうに考えてお

ります。これも要望としておきます。 

 以上で私の質問を終わります。 

○渡辺慎吾委員長 ほかにございますか。 

 増永委員。 

○増永和起委員 おはようございます。質

問をさせていただきます。 

質問番号１番、予算概要の４６ページ、

社会福祉法人介護特例補助事業、高齢介護

課です。 

 昨年と比べて減額になっていると思い

ます。この事業の内容と減額の理由、この

制度を利用していらっしゃる利用件数、教

えていただきたいと思います。 

 質問番号２番、４８ページ、高齢者日常

生活支援事業、これは先ほど光好委員のほ

うからも要望をたくさん言っていただい

ていました。私も同じ思いでございます。

高齢者移送サービスは、やっぱり車いすの

方ということですが、やっぱり高齢者の皆

さんのお出かけ支援、その他いろいろ必要

やと思いますので、ぜひ頑張っていただき

たいと思います。これは要望としておきま

す。 

 質問番号３番です。４８ページ、高齢者

日常生活支援事業、高齢者の民間賃貸住宅

家賃助成費、これについてお伺いしたいと

思います。 

 まず、制度の説明として、上限額がある

と思うんですけど、それについても教えて

ください。 

 何件ぐらい利用しているのか、ふえてい

るのか、その辺をお聞かせいただきたいと

思います。 

 質問番号４番です。４８ページ、シルバ

ー人材センター事業です。 

 コロナ禍の影響を受けて、いろんな会館

が閉まったりだとか、コロナ禍のことで仕

事が減ってしまったシルバー人材センタ
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ーの方のお話をよく聞きます。どのような

現状だったか、つかんでおられたら教えて

いただきたいと思います。 

 次に、質問番号５番です。 

 ５０ページ、市立みきの路運営事業、空

調設備の問題とかワクチン接種の問題、い

ろいろご質問が出ていたと思いますけれ

ども、入所施設で無症状でも定期的にＰＣ

Ｒ検査等を行う制度というのができてい

ると聞きます。職員の方とか新入所の方に

対してだと思いますが、これについて教え

ていただきたいと思います。よろしくお願

いします。 

 質問番号６番です。 

 ５０ページ、これも障害福祉課ですけれ

ども、老人医療費助成事業、そしてまた、

重度障害者医療費助成事業、老人医療費の

助成事業が今年度で制度が終了するとい

うことになっていると思います。この重度

障害者医療費助成事業への制度の再構築

というようなことを大阪府が一定進めて

きているものです。この影響はどうなって

いるでしょうか。 

 重度ではない高齢障害者を制度から締

め出すというものではないかと私たちは

考えています。新たに加えられたものもあ

ると思うんですけれども、ぜひ、その新た

な数は何ぼふえているのか、目指されてい

る人はどれぐらいいるのか、制度の説明だ

けではなくて、その人の数ですね。そうい

うことも教えていただきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 質問番号７番です。 

 ５０ページ、重度障害者等福祉金給付事

業、５２ページの身体障害者日常生活支援

事業、これは、先ほど言った大阪府の障害

者の切り捨てと同時に、摂津市がさらに拍

車をかけて、このとき入院時食事療養費を

廃止しました。入院時食事療養費の廃止を

しただけではない、シフトとしていく、ち

ゃんとこういう制度をつくりましたよと

いうことで、ここに財源をシフトしました

というだけだったと思います。その執行状

況はいかがでしょうか。入院時食事療養費

の廃止の影響との関係も教えてください。 

 質問番号８番です。 

 生活困窮者自立支援事業と、これが４４

ページですね。６２ページの生活保護事業、

これも香川委員、光好委員のほうからお話

があって、それぞれの受給件数とか、申請

件数とかお答えがありました。私も聞こう

と思っていたんですけれども、先に出てし

まいました。 

 課長がおっしゃっていらっしゃったよ

うに、生活保護の件数はそんなに大きく伸

びていないけれども、住宅確保給付金のほ

うは爆発的に伸びていると。これは第２の

セーフティーネットが効いているからだ

というようなご答弁だったと思います。確

かにそれもあると思います。しかし、それ

だけではなくて、やはり生活保護の捕捉率

というのがすごく低い、ここの問題という

のは大きいと思います。これは摂津市だけ

ではありません。全国的に非常に低いとい

うことが日本の中では問題になっていま

す。 

 この住宅確保給付金であるとか、先ほど

言っておられた社会福祉協議会の貸付金

であるとか、そういう窓口に相談に来られ

て、その制度で救われる方はいいんですけ

れども、さらに、そこでまたそれだけでは

足りないと大変だというような状況が見

えてくるケースもあると思うんです。 

 また、子どもの貧困の問題とかで、違う

課とか女性の虐待とかＤＶやとか、そうい

うところで、いろんなところでそういう相
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談が来ると思うんですけれども、そういう

他課とも連携をして、生活保護の制度でし

っかり救っていくというようなこととい

うネットワークというのは、どのようにな

っておられるのかというのを一つお聞き

します。 

 もう一つ、ためらう人が非常に多いとい

うのが言われています。扶養照会の問題、

代表質問でもさせていただきました。それ

と、制度をよく知らない方、こういう方も

多いと思うんですね。例えば、車を持って

いたらあかんとか、自宅があったらあかん

とか、仕事をしていたらあかんとか、もち

ろんいろいろ要件あると思うんですけれ

ども、このコロナ禍で、こういうことにつ

いても、政府から通知があり、柔軟に対応

ができるようにというようなお話もあっ

たと思うんですけど、その辺のご紹介もぜ

ひしていただきたいと思います。この２点

です。 

 次、質問番号９番です。 

 ６４ページ、救急医療体制整備事業、三

島救命救急センターの現在の状況につい

て、医療体制がすごく逼迫しているという

ふうに言われているんですけれども、この

三島救命救急センター、救急搬送されてく

る病院ですけれども、今まで摂津市も関わ

ってきておられると思うんですが、財政的

にも大変やとか、そうようなお話も聞いて

おりました。コロナ禍の受け入れとか、今

の、これまでの救急搬送の医療体制とか、

どうなっているのか、医師や看護師の確保

等できているのか非常に心配なところで

すので、教えていただきたいと思います。 

 最後に、質問番号１０番です。 

 ６４ページ、がん健診事業、この健診事

業は、昨年と比べると減額となっています。

これは何が原因なんでしょうか。コロナ禍

の影響で健診を受ける人が減っているの

ではないかなというふうに気になってい

ます。教えていただきたいと思います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号１でござ

います。 

 社会福祉法人介護特例補助事業でござ

いますが、こちらは、低所得者で一定の要

件を満たす生活困難な利用者に対しまし

て、介護保険サービスを提供する社会福祉

法人が、その社会的役割として、利用者負

担の４分の１を軽減することにより、介護

保険サービスの利用促進を図るという目

的に実施するものでございます。 

 利用者減免を利用されている方ですけ

ども、人数自体は、平成２７年度に１０件、

平成２８年度に８件、平成２９年度も８件、

平成３０年度は６件、令和元年度で４件、

令和２年度は、令和３年３月１日時点でご

ざいますが、３件となっております。 

 市で措置している予算につきましては、

社会福祉法人の利用減免が一定金額を超

えた場合に公費で助成するため計上を行

うものでございます。近年では、平成２７

年度に、市から社会福祉法人に１件の支給

を実施いたしましたが、平成２８年度以降

は支給の実績がございませんので、予算の

減額を行ったものでございます。 

 １８万７，０００円の予算につきまして

は、ショートステイやデイサービスなどの

利用を一定見込んで予算計上を行ってお

ります。 

 続きまして、質問番号３でございます。 

 民間のアパートや借家にお住まいの高

齢者に対しまして、家賃の一部を助成する

ものでございます。月額５万円以下の家賃

で、その３分の１の額を１万円を限度とし
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て助成をいたしております。 

 なお、市民税非課税世帯の方につきまし

ては、１万１，０００円を限度としており

ます。 

 件数についてでございますが、令和２年

度の支給件数は、現在２６１件でございま

す。令和元年度の支給件数が２６３件でご

ざいましたので、ほぼ横ばいということで

考えております。ただ、令和２年１２月に

広報せっつに掲載をさせていただきまし

た。そのことによりまして、新たに９件の

支給決定につながってきました。令和３年

度の支給も同程度の件数であると見込ん

で、令和３年度の予算額は、令和２年度の

予算額と同額の３，０６０万円を計上して

おります。 

 続きまして、質問番号４でございます。 

 シルバー人材センター補助金について

でございます。こちらは、就業を希望する

高齢者に対しまして、その希望と能力に応

じた就業機会の開拓や提供などの事業に

補助することにより、安定的な運営を支え

ている事業と考えております。 

 そこで、コロナ禍の影響についてでござ

いますが、令和２年春の緊急事態宣言によ

り、会員が約１，０００名おられるんです

けども、約１，０００名のうち、４月で約

２００名に影響がありまして、収入が減少

したということを報告を受けております。

以降、８月から１０月ぐらいまでは一旦回

復はしたということでございますが、１１

月以降、再び減少に転じまして、令和３年

１月の、今回の緊急事態宣言でも、同じよ

うに会員約２００名程度の影響があり、減

収しているということを聞いております。 

 現在、緊急事態宣言解除によりまして、

公共施設の仕事自体は元に戻りつつある

ということを聞いておるんですけども、民

間企業等の業務縮小は継続しているとい

うことで、会員のうち現在２０名程度の方

にまだ影響が残っているということで報

告を受けております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 質問番号５番でご

ざいます。 

 大阪府が実施する高齢者施設等の従事

者への無料での定期ＰＣＲ検査でござい

ますが、こちらにつきましては、高齢者入

所施設、あるいは障害者入所施設、こちら

にはグループホームも含みますが、そちら

の従事者に対しまして、３月末までの間に

２週間に１回の頻度で無症状者、無症状感

染者によるクラスターの発生を未然に防

止する観点から、実施されるものでござい

ます。 

 続きまして、質問番号の６番です。 

 老人医療費助成でございますが、平成３

０年４月の福祉医療制度改正によりまし

て、重度障害者医療費助成制度が創設され、

老人医療対象者のうち、重度身体障害者等

は重度障害者医療の対象者に移行し、対象

とならなかった方は、経過措置として、令

和３年３月末まで老人医療費助成を受け

ておられます。また、新たに重度精神障害

者等が重度障害者医療の対象に加わった

ところです。 

 こちらの人数ですけれども、平成３０年

４月１日時点の老人医療費助成制度の対

象者１，２４０人のうち、８２２人が重度

障害者医療費助成制度に移行されました。

現在、老人医療費助成制度の経過措置の対

象者は２７４人でございます。 

 また、制度改正により、新たに対象者と

なった重度精神障害者は３３人、指定難病

の受給者は一人でございます。 
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 質問番号の７番です。 

 入院時食事療養費の廃止に伴う財源の

シフト先の状況でございますけれども、ま

ず、年間延べ３０日以上の長期入院者に対

する支給額を倍額といたしました重度障

害者等福祉金につきましては、今年度２月

末の時点でございますけれども、増額の対

象者が７６人で、増額分は９１万２，００

０円になります。 

 もう１点、日常生活用具の品目追加等を

行いましたけれども、今年度に該当する助

成につきましては、移動用のリフトが１件

で１５万８，４００円、音声式の視覚障害

者用血圧計が２件で２万２，２００円を支

給しております。こちらの福祉金と日常生

活用具の増額を合わせますと１０９万２，

６００円となります。 

 平成３０年度の数字でございますが、入

院時食事療養費として、約２００万円支出

しておりますので、その差額でございます

約９０万円ぐらいが減額といいますか、比

較すると少なくなったという状況でござ

います。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、質問番号

８番に係ります二つの質問にご答弁させ

ていただきます。 

 まず、生活保護の捕捉率に関連いたしま

して、支援を求める方を一人でも漏らさな

いようにするためのネットワーク体制に

ついてでございますが、先ほど申しました

とおり、生活困窮者自立支援事業は生活支

援課と同じ課ですので、その辺の支援員の

面接時におきます、そういう情報は、リア

ルタイムに入っております。それ以外にも、

ひとり親家庭になられて、児童扶養手当を

申請される際に、子育て支援課の相談員の

方が面接いたしまして、そこで生活保護等

の支援が必要な場合は、すぐに情報のほう

つなぐようにしておりますし、ほかにも一

番大きい連携といたしまして、やはり税金、

保険料、水道料金、これらの滞納、未納が

あった場合、それぞれなぜ支払えないのか

という状況をきちんと把握しております

ので、その内容に応じて、福祉の支援が必

要な場合は、すぐに連絡が入ってくるよう

な、そういう庁内ネットワーク、連携をと

っているところでございます。 

 続きまして、生活保護の弾力的運用とい

うことでございます。 

 コロナ禍におきまして、実際に経済状況

が困窮されている方々がふえているとい

うことですが、国のほうからも生活保護の

弾力的な運用ということで、先ほど委員が

おっしゃいました長期的な保護にならず、

短期的な急迫状態の場合でしたら、一時的

に自動車の所有も容認すると。そういった

事例も国のほうから通知のほうが来てお

りますので、それに沿いまして、また個別

にその必要性、どこまで丁寧な対応をする

かという判断をしているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号９番で

ございます。 

 大阪府三島救命救急センターは、一般病

院で治療が難しい心筋梗塞や脳卒中、また

事故等による重症外傷など、生命に危険が

ある北摂地域の重症患者に対し、初期の高

度治療を専門的に行う第三次救急医療施

設であり、原則として、救急隊からの要請

か他の医療機関から紹介された患者の診

療を行っております。 

 新型コロナウイルス感染症による受診
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控え等により、令和２年度上半期の患者数

が対前年度比で５９％減少したことから、

令和２年第４回定例会で負担金を追加す

るための補正予算を計上したものでござ

います。 

 昨年１１月から新型コロナウイルス感

染症の患者の受け入れを行うとともに、通

常受け入れている新型コロナウイルス感

染症以外の重症患者の受け入れも行って

おりますので、財政面、人員体制面ともに

医療体制が逼迫している状況とは聞いて

おりませんので、比較的に安定的な運営が

なされていると考えております。 

 続きまして、質問番号１０番でございま

す。 

 がん健診事業でございますが、これにつ

いては、コロナ禍の影響は受けております。

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症

に係る緊急事態宣言に伴い、４月及び５月

のがん健診は中止いたしました。６月に再

開いたしましたが、受診控えや感染防止対

策強化のための定員削減の影響で、上半期

のがん健診受診者数は、昨年の同期間に比

べ７割弱の受診率となっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、２回目の質問

をさせていただきます。 

 質問番号１番です。介護保険で利用料の

減免というのは、これしかないというもの

やと思います。いろいろと制約もあるとは

思うんですけれども、申請件数が減ってき

ているということですので、ぜひしっかり

周知をしていただいて、必要な人で、社会

福祉法人へのお金はそっちへということ

だと思うんですけど、ちゃんとそれが行き

渡るようにしていただきたいなと思いま

すのでよろしくお願いします。それは要望

としておきます。 

 質問番号３番です。高齢者日常生活支援

事業の中の民間賃貸住宅の家賃補助の分

です。丁寧な説明をいただきました。受け

てはる方は大変喜んではる、助かると言っ

てはる制度でございます。ただなかなかそ

れを受ける方が、高齢者ですので、先ほど

もいろいろお話があったように入院だと

か施設入所だとか、いろんなことで減って

いきます。 

 それで新たにそういうのが必要だとい

う方にしっかり広報していただくという

ことがすごく大事だとは思うんですけれ

ども、もう一つやはりこの５万円以下のお

家賃でないとこれが受けられへんという

ことが一つはネックになっているんじゃ

ないかというのは前にもご指摘させてい

ただいたとおりです。 

 総務省の統計で大阪府の家賃平均は約

５万５，０００円と言われていますけれど

も、それが公営住宅を含んだものであると

いうことについては認識していただいて

いると、以前の質問でご回答いただきまし

た。そういう中で、この家賃の上限が５万

円というのを民間のための賃貸住宅です

から、そこの平均ということで考えていた

だいて、民間だけなら１万円高いとも言わ

れているんですけれども、引き上げるとい

うことをお考えではないかどうかを聞き

たいと思います。 

 続きまして、シルバー人材センター事業、

質問番号４番です。コロナ禍の影響を受け

て、やはり非常に仕事が減っているという

ことをお聞きしました。 

 シルバー人材センターの仕事は、これも

年金が少ない中で生活の糧にされている

という方もたくさんいらっしゃると思う

んです。年金はさらに４月から引き下がる
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ということも言われております。 

 それで介護保険の新型コロナウイルス

感染症に係る減免の措置というのもござ

いましたけれども、このシルバー人材セン

ターの仕事は減ってもその対象外だった

ということを聞いているんですけれども、

そのことについて教えていただきたいな

と思います。 

 質問番号５番です。市立みきの路運営事

業で入所施設、グループホームなどでもＰ

ＣＲ検査を定期的に無症状でも受けられ

るということになったということで、非常

によかったなと思います。クラスター発生

を防ぐという観点からだと思います。 

 それで確かに入所施設というのがクラ

スター発生の大きな原因になっていると

思うんですけれども、障害者の方に関わる

というところでいくと、作業所であるとか

デイサービス、訪問介護サービス、そうい

うところでもなかなか障害者の方はマス

クができない方もいらっしゃったりとか、

身体介助というのが必要だったりとか、濃

厚接触というのはやっぱり起こってくる

わけです。 

 こういうところでのクラスター発生を

させないための、無症状ＰＣＲ検査という

のが必要だと思うんですけれども、それに

ついてのお考えをお聞きしたいと思いま

す。 

 質問番号６番です。老人医療費助成事業

が今年度で終わるということです。平成３

０年度４月の、その再構築と言われる分が

始まったときには、この制度に入れなかっ

た方は４００人ぐらいいらっしゃって、老

人医療費のほうに残ってらしたというこ

とですかね。それが新しく入ってくる人が

ないわけですから減っていって、２７４人

が今いらっしゃると。それでその方もこの

３月末で切られてしまって、何も助成がな

いという状況になるということです。 

 それで再構築といっておきながら、新た

に加わった人は３４人だと、今のお話だっ

たかと思います。精神病とか、それから難

病とか、そういう新しい枠組みをつくって

助成することそのものは大変いいことだ

と思うんですけれども、やっぱりこれは医

療費の削減のための事業だったのではな

いかと思います。 

 医療費の窓口負担もこのときから大き

くふえていると思います。ぜひ国に対して

制度を見直してしっかりと元の制度に戻

す。もちろん新たに加わった人はそのまま

助成していただきたいですけれども、外さ

れた人、そういう人たちにしっかりと制度

をもう一度提供するべきだということを

要望していただきたいと思います。これは

要望としておきます。 

 質問番号７番です。そのときに摂津市も

入院時の食事療養費２００万円ですか、そ

れを廃止したということでございます。 

 それでシフトしたんだと、財源はちゃん

とそちらへ持っていきますということで、

当時はお話を伺ったわけですけれども、今

お聞きすると結局、二つのシフト先を合計

しても１０９万円ですか、約半額になって

いると、これも削減ですよやっぱり。シフ

トという言葉はいいです、再構築とかシフ

トとかいうと。でも結局はそういう障害の

ある方の生活のために必要なものを削っ

ていってるということですので、これもぜ

ひ、これは摂津市がやっていたことですか

ら、しっかりと市の中で復活していただき

たいと思いますので、ぜひよろしくお願い

したいと思います。これも要望としておき

ます。 

 次に、質問番号８番です。生活保護の問
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題です。今はしっかりとネットワークの中

で、困っている人が漏れないようにという

ことで頑張っていただいているというお

話を聞きました。非常にありがたいなと思

います。 

 それでコロナ禍の問題で通知が国から

も出ているけれども、摂津市では寄り添っ

た対応、柔軟な対応をしているということ

も伺いました。本当にそういうやり方で頑

張っていただいているのはとてもありが

たいと思います。 

 もう一つ、捕捉率が低い、生活保護を受

ける人が少ないというところで問題とな

っているのが、行政の水際作戦というもの

だと思うんです。 

 摂津市ではそういうことは行われてい

ないと信じておりますけれども、保護を受

けさせないようにするというようなこと

が、行政が行っているということが非常に

問題になっています。 

 先日、八尾母子餓死事件というのが起こ

りました。２０２０年２月２２日に、八尾

市で生活保護を利用していた母親５４歳

と長男２４歳が餓死死体で発見されたと

いう事件です。この事件は長男がいるのに

母親単身世帯としての保護費しか支給し

ていなかった。また月２万円、保護費の返

還というのをさせていたんですけれども、

本来、一人の場合は５，０００円ぐらいが

妥当だと国はいっているんですけど、その

４倍ものお金を毎月２万円の保護費を返

還させていた。また２０１９年１２月、そ

れから２月、１月分と２月分です、１２月

末に１月分を取りにいくということです、

この２か月にわたり保護費を取りに来な

かった。２か月も保護費を取りにこなかっ

たにもかかわらず安否確認を怠って、それ

で自宅を訪問したけれども応答がなかっ

たということで、失踪という理由にして保

護費を打ち切ってしまったという。こうい

うことで後で餓死していることが発見さ

れたわけです。 

 それで八尾市のこの生活保護行政がど

うなっているんだということで大変な問

題になって、調査団も大阪社会福祉推進協

議会、大阪社会保障協議会と組んで、八尾

市に調査に入っております。 

 こうやって見てみますと、二人いらっし

ゃるんだから、二人とも収入がないのだか

ら二人分の保護費を払うのが当たり前な

のに、その利用者の息子の分は出してない

んです。 

 この２４歳の息子は働ける稼働年齢だ

ということで就職するように言われて就

職するんだけど、何が原因かまでは詳しく

分かりませんが、なかなか続かないという

ことで、それでももう就職したらすぐに保

護費を削ってしまう。そのときに住民票を

おばあちゃんのところに移して、本当はそ

こに行ってないのに、お母さんと暮らして

いるのに、もうそれで保護の世帯から外し

てしまうということをこの八尾市がやっ

ていたわけです。 

 それで続かないものですから、結局お金

がなかなか入ってこない、一人の生活費で

二人が暮らすというようなことで、しかも

さっき言っていたように、それをさらに減

額されるということが起きていて、家を失

ってホームレスになったりとか、いろんな

ことをして福祉事務所に訴えにも行って

いるんですけれども、ちゃんと取り合って

もらえずに、最終的に取りに来ないまま、

どうしたのかということも調べられずに

餓死してしまったということが起きてし

まっています。 

 本当に信じられないような中身なんで
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すけれども、やはりこの中で生活保護を打

ち切ることが何かすごくいいことのよう

にどんどんとやっていたみたいなことも

出てきています。 

 それとケースワーカー一人当たりの件

数がすごく多い。やはり一人一人に目が行

き届きにくい。福祉事務所全体の問題もあ

りますし、そういう人員の問題というのも

あったと思います。 

 摂津市はこの事件をご存じだとは思う

んですけど、就労支援、就労指導、こうい

うものについて、ともかく若いんだから働

けというだけで、仕事ができたらそれが続

くかどうかも見ないで、すぐ打ち切ってし

まうという、こんなやり方というのも非常

に問題があると思うんですけど、摂津市の

指導、就労支援、これをどのように行って

おられるのかお聞きしたいと思います。 

 質問番号９番です。先ほど三島救命救急

センターを非常に心配していたんですが、

受け入れをする中で、財政的には安定して

いるというようなお話をお聞きしました。 

 ただやはりそういう救急搬送も受け入

れる、新型コロナウイルス感染症の患者も

受け入れるというところでは、お医者とか

看護師とかに非常に負担が大きくかかっ

ているのではないのかなと思いますので、

いろいろ医療機関は今ここに限らず大変

な状況にあると思います。ワクチン接種も

始まっていく中で、お医者の負担、看護師

の負担はふえていくと思うんですけれど

も、ワクチンも全てに行き渡るには非常に

時間がかかっていくと思います。 

 そのワクチンと同時に、やはりＰＣＲ検

査、これをしっかりと行って、その無症状

の方が感染を広げてしまう、こういうこと

をできる限り抑えていくということが、ワ

クチンが来たらもう大丈夫じゃなくて、両

方をやっていくことがすごく重要だと思

うんです。 

 それで摂津市としてＰＣＲ検査の設置、

無症状の感染者の早期発見がクラスター

を防ぐという意味から、そういうことをし

てきたと思うんですけれども、これが医療

機関の負担も軽減すると思うんですけれ

ども、このことについてのお考えを。 

 今なかなかＰＣＲ検査センター、摂津市

はできていませんけれども、やっている自

治体もございます。いかがでしょうか、お

考えをお聞かせください。 

 質問番号１０番です。がん健診事業です。

確かに健診を受けにいくというのは非常

に今はしんどいなという状況になってい

らっしゃる方もいらっしゃいますし、おっ

しゃったように物理的な制限というのも

あったと思うので、この１年間は大変やっ

たと思うんです。来年度はどういう体制で

やられるのかということについてお聞か

せください。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号３でござ

います。 

 家賃助成です。この助成事業につきまし

ては、高齢者が安心して住み続けられる住

まいの確保策として役立っていると考え

ております。 

 ただ、この助成制度は近隣市にはあまり

例がありませんで、現段階では制度の拡充

は考えておりませんが、高齢者の住まいに

つきましては、住み慣れた地域で高齢者が

暮らしていくためには重要な課題である

ということは考えております。 

 質問番号４でございます。 

 シルバー人材センターに係るもので、新

型コロナウイルス感染症に係る減免の措
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置についてでございます。 

 新型コロナウイルス感染症に係る減免

の措置の対象者につきましては、所得額が

ある方が対象になるということでござい

ますので、シルバー人材センターで働かれ

ている方でいえば対象でない方も多いと

いうことで認識しております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 質問番号５番です。 

 新型コロナウイルス感染症が流行し、こ

れまで障害福祉施設の方とは密に連携を

取りながら、様々なお話をお伺いしてまい

りました。もちろんマスクやフェイスシー

ルドをさせてくれない方がいること、濃厚

接触が避けられない仕事であること、従事

者が利用者の感染予防に神経をすり減ら

していることも十分認識しております。障

害者施設を含めまして、医療機関や介護福

祉施設、保育所、学校などで感染者が発生

すると、市民生活に多大な影響が出ること

も、もちろん認識しております。 

 感染症対策は広範囲での対応が必要な

ことから、国、都道府県、市町村が連携し

ながら、それぞれの役割を果たしていくこ

ととされております。国や大阪府に対し、

施設職員への定期的なＰＣＲ検査等、社会

的検査が実施されるよう要望してまいり

ます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 山下課長。 

○山下生活支援課長 それでは、質問番号

８番に係ります２回目のご質問で、本市に

おけます被保護者の方に対する就労支援

につきましてお答えいたします。 

 まず稼働年齢層にある方で傷病等を理

由に就労されていない方につきましては、

主治医が作成いたしました医療要否意見

書に基づきまして、稼働能力の把握に努め

ます。 

 ここで病状的に支障がなければ、ケース

ワーカーや生活保護自立支援相談員によ

ります就労支援を開始することとなるの

ですが、生活保護を受給されている方の中

には身体的な理由だけではなく、例えば生

活リズムが乱れている、社会との関わりに

不安を抱えている、就労意欲が低下してい

るなど、複合的な就労阻害要因を抱えてい

ることによりまして、直ちに一般就労する

ことが困難な方も数多くいらっしゃいま

す。 

 そういった方々に対しまして、稼働能力

の活用を求めるだけの、一律機械的な就労

指導指示ではなく、個人の状況に合わせま

した就労支援プログラムを作成いたしま

して、就労準備支援事業とか中間的就労支

援などのプランを組み合わせました計画

的かつ段階的な支援を実施することによ

りまして、本人の意向とペースに無理なく

合わせた、言わば伴走型の就労支援を展開

しているところでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 平井理事。 

○平井保健福祉部理事 ９番のご質問に

お答えいたします。 

 現在、ワクチンの接種というのが我が国

でも始まってきまして、本市のほうでも先

ほど課長のほうから答弁がありましたよ

うに、５月ぐらいからは本格的にワクチン

接種が始まるということでございます。 

 ワクチン接種で、新型コロナウイルス感

染症が収束するということには、我々もな

らないかなという認識はしておりまして、

そういう意味では検査の充実というのは

必要と認識しております。 

 ただ１２月からはインフルエンザの流
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行期が始まるということで、診療検査、医

療機関ということでＰＣＲ検査と抗原検

査のいずれも新型コロナウイルス感染症

の検査ということでございますけれども、

こういった検査を実施していただける医

療機関に対して、補助金の予算を認めてい

ただきまして、それを我々は各医療機関に

お願いした次第でございまして、その結果、

現時点の状況を申しますと、発熱でありま

すとかそういった疑いがあった場合に、診

療検査、医療機関に受診していただければ、

かなりスムーズに検査を受けられる状況

になっていると我々のほうは伺っており

ます。 

 最近ですと大阪府においても変異株が

徐々に現れているということで、この変異

株につきましては、感染力が今までのウイ

ルスより１．７倍ぐらいあるとかいうよう

な報告もございます。大阪府のほうでも変

異株のウイルスによる感染が生じた場合

は、かなりの高範囲での濃厚接触者の特定

ということを行っていると聞いておりま

して、そういう意味では無症状の方も含め

て、そういったことが起きた場合になるん

ですけども、かなり広範囲に検査のほうは

実施していただいているんだなと認識し

ております。 

 無症状の方に定期的なＰＣＲ検査とい

うことでございますが、物理的にも、予算

的にもなかなか市独自でやるというのは

困難かなと現状認識しております。症状が

あった場合は、軽い症状であっても病院で

まずは診察していただいて、医師の診察に

よるとは思うんですけれども、速やかな検

査をしていただくと、そういったことで早

い段階で感染者の特定といいますか、それ

をすることによってクラスターの抑制に

つなげていけたらいいかなと考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号１０番

でございます。 

 がん健診の令和２年度の健診を再開す

るに当たって、集団の健診会場である保健

センターでは、検温、手指消毒はもちろん

のこと、待合や受付、会計、問診場所など

では間隔を開ける、健診バスに乗る人数も

減らすなど、密にならない対策を行ってお

ります。それにより時間はかかりますが、

受診者の安全・安心を優先して健診を行っ

ております。 

 令和３年度につきましても、こういった

対策を引き続き徹底してまいりますとと

もに、数回ではございますが、健診日もふ

やすように努力しようと考えております。 

 それでまた健診の申込者や、保健センタ

ー内などには、こういった感染予防につい

てしっかりと周知はしておりますけれど

も、これから受けようと思う方に向けて、

様々な機会を捉えて、安心して受診してい

ただけることを周知してまいりたいと思

います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時５１分 休憩） 

（午後 ０時４５分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 それでは、休憩前に引

き続きまして再開いたします。 

 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、３回目の質問

をさせていただきます。 

 質問番号３番です。家賃の補助の問題で

す。 

 現段階では考えていないというような

お話でしたけれども、高齢者にとっての、
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この住宅の支援というのが必要だという

認識はおありだということでした。ぜひ一

歩前に進めて、家賃補助の上限引き上げ、

これを考えていただきたいと思います。要

望としておきます。 

 続きまして、質問番号４番です。シルバ

ー人材センター。 

 高齢者の方でもお給料をもらって働い

ている方もいらっしゃいます。お給料の場

合はもちろん所得が下がったら、この新型

コロナウイルス感染症に係る減免の措置

をされたと思うんです。それでシルバー人

材センターの方の場合は、所得があったと

しても給与じゃないという形で新型コロ

ナウイルス感染症に係る減免の措置が使

えなかったのではないかなと記憶をして

るんです。 

 やはりその仕事を、同じように仕事をし

ているのにこっちは給与だと、シルバー人

材センターは雑所得だということで減免

が使えないというのは、どうしてもおかし

いなと、納得もいかない思いなので、来年

度の新型コロナウイルス感染症に係る減

免の措置がどうなるかは分からないです

けれども、ぜひ国のほうにもそういう要望

を上げていただきたいなと思いますので、

よろしくお願いいたします。要望とします。 

 質問番号５番です。市立みきの路の関係

で聞いてきました。デイサービスや訪問の

サービスで、それ以外にもいろいろな社会

的な検査が保育所であるとか学校である

とか、そういうところで必要だというよう

なお話もいただきました。国に要望すると

いうようなことも言っていただいたと思

います。ぜひ頑張って要望していただきた

いなと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 質問番号８番です。生活保護の問題です。 

 摂津市では一人一人に合わせた形での

就労支援をやっていただいているという

ことです。無理やりにともかく働けという

ことではなくて、社会的自立、本人がやは

り仕事をしていけるような状態になるよ

うな環境づくり、こういったことがすごく

大事だと思いますし、そのためにはサポー

トしていただく方との信頼関係というの

が大事だと思います。ぜひ支えていってい

ただきたいなと思います。 

 先日の代表質問でも取り上げましたけ

れども、いのちのとりで裁判、大阪地裁の

判決、これは２０１３年から３年間の分の

引き下げに対しての訴訟でありました。そ

れで国は訴訟結果も待たずに２０１８年

から昨年の１０月、この３年間で２度目の

引き下げというのも行っております。さら

に引き下がっているわけです。 

 大阪地裁判決は、国の引き下げは逸脱、

濫用ということで、これは違法だと断罪も

したところでございますけれども、２０１

３年以前の基準に戻すように言い渡して

いるわけです。 

 生活保護は憲法に認められる生存権に

基づくものと、市長が生活保護は権利であ

ると今回、明言もしていただきました。バ

ッシング等もあって保護を受ける方がた

めらう、そういう今の風潮もありますけれ

ども、八尾市の餓死事件のような、命を守

れないなどということはもってのほかで

す。 

 それだけではなく、生活保護はただ生き

てさえいればいいという、そういう最低限

というものではなくて、人として尊重され

る、健康で文化的な最低限度の保障という

ことが憲法にうたわれているものだと思

います。 

 摂津市が生活保護のしおりというもの
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を出していただいています。ここに様々な

ことが載っているんですけれども、この一

番最初のところに、生活保護は最低限度の

生活を保障するというようなことが書か

れているんですけれども、この文章の手前

に、健康で文化的なという文言をぜひ入れ

ていただいて、人としての権利というのは

ちゃんと保障されている、一人一人に対し

て人権を保障する、摂津市の生活保護の運

用をしているんだよというところのメッ

セージもしていただけたらと思いますの

で、これは要望としておきます。 

 またケースワーカー等をふやしていた

だき、女性ケースワーカーもぜひふやして

いただいて、一人一人に寄り添った対応が

職員の皆さんにとってもできる環境とい

うのをぜひつくっていただきたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。要望とします。 

 質問番号９番です。ワクチンと同時に、

やはり検査の体制というのが非常に大事

だと思っています。症状のある人はもちろ

んですけれども、無症状の人を早く見つけ

出して、感染を広げない、この取り組みが

本当に今は大切になっているところで、今、

数が減っているときにそれをしっかりや

っていくことが大事なんじゃないかと思

います。 

 障害福祉課長からも社会的検査が必要

だということはおっしゃっていただきま

した。ぜひ摂津市で、全ての人にとは言い

ません、学校の先生であるとか、保育士で

あるとか医療関係者であるとか、それから

介護や障害の従事者であるとか、そういう

方々や職員に対して、この無症状であって

も定期的に検査するという社会的検査を

やっていただけないかなと思っていると

ころでございます。もう一度お答えいただ

きたいと思います。 

 質問番号１０番です。健診の問題です。

いろいろと配慮もいただいて、日にちもふ

やしてということで、また来年度は頑張っ

ていただけるということをお伺いいたし

ました。 

 ぜひ大変ですけれども周知も図ってい

ただいて、健診を安心して皆さんが受けら

れるように進めていっていただきたいと

思います。よろしくお願いします。要望と

します。 

 以上で３回目を終わります。 

○渡辺慎吾委員長 平井理事。 

○平井保健福祉部理事 ワクチンに関す

る９番目の質問でございます。 

 無症状の方に検査をすれば感染の拡大

が防げるという観点につきましては、我々

も認識としては持っております。ただ現実

的にどの範囲までするかというのは、非常

に難しいと思っております。 

 それは費用面の問題もございますし、体

制の問題もあります。ということですので、

我々としましては今国のほうで進めてい

るワクチンの接種、それと症状が出た場合

にすぐに検査、さらにいうと疫学調査の範

囲を広げての検査です。それを決定してい

くということがまずは感染の拡大を防ぐ

ということになるのかなと考えておりま

す。 

 なかなか新型コロナウイルス感染症に

つきましては、例えば過去のＳＡＲＳであ

りますように、完全に収束することはない

と言われておりますので、そういった意味

ではこれからも一定の時間が、収束といい

ますか、完全に収まるまではかなりの時間

を要するのかなと我々も考えております。 

 そういう意味では今後、ワクチンのさら

なる安定的な供給と、世界各国で治療薬の
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ほうも開発されていると、我々もそう認識

しておりますので、世界、日本、大阪府、

そういった範囲で感染拡大の防止に努め

ていくということがまず第一義的にやっ

ていかなければいけないことなのかなと

考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 治療薬とかワクチンと

か、そういうものも待ち望んでいるわけで

すけれども、それと同時にやはり現在のこ

の医療が本当に逼迫している状態である

とか、医療関係者に大きな負担がかかって

いる状態、また重症化、それから死亡され

る方、こういう方々を少しでも少なくする

という観点から、やはり今は検査も大分簡

単にできるようにもなっています。前と比

べると費用も大分少なくなっていると思

います。 

 私もさせていただいたりしてるんです

けれども、本当にそういう社会的検査、必

要な、その人がなったら周りに広げてしま

うという、そういう立場にある方々に対し

ての無症状の社会的検査をぜひご検討い

ただきますように要望しまして、私の質問

を終わらせていただきます。 

○渡辺慎吾委員長 次にございますか。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、質疑のほうが

様々ございましたので、関連して要望させ

ていただきたいと思います。 

 一つ目はワクチンの件ですけれども、国

のほうの体制も日々変化する中、現場のほ

うは大変な思いをされていると思います

けれども、感謝を申し上げたいと思います。 

 また来週からコールセンターも開設と

いうことで、本格的に市民の皆さんが動く

形になるんですけれども、接種に関しまし

て、未接種として考えられる方として、も

ちろん接種を望まない方は別として、どう

いう方かなと思うと、高齢者に関してはな

かなか自分で足を運べない方、それからフ

ルタイムで働いている方については時間

的な課題です。ここのところが最後に取り

組むところになってくるのではないかな

と思うんです。 

 その点も踏まえて早めにいろんな手段

を講じていただいて、一人でも多く接種が

できるように進めていただきたいなと思

います。 

 本市の場合は医師会のほうも非常に協

力的と伺っていますので、近隣のかかりつ

け医で接種される方もそんなに少なくは

ないと思うんですけども、例えばかかりつ

けがない、あるいは病院から遠ざかってい

る方、国保の方に限りますけど、もしレセ

プト情報とか照会することが可能であれ

ば、その辺はまた後方支援していただけた

らなと思います。 

 もう１点、我々も市内を歩いております

とワクチンはどうなっているんやという

ご質問を受ける機会も多いんですけども、

地域にあってはやっぱり自治会長である

とか、高齢者と接しておられる民生委員の

方であるとかがやっぱり我々と同じよう

に質問を受ける立場かなと思います。 

 そういう意味で、もちろんテレビとかで

情報は流れているんですけれども、本市と

してはこういう方向性になりますという

その節目のところでは、掲示板等にも貼り

出しをしていただくなど、周知にも努めて

いただきたいことを要望します。 

 次に、高齢介護課のほうですけども、Ｑ

Ｒコードを活用した見守りに次年度は取

り組まれるということで、これは非常にあ

りがたいなと思います。 
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 そういう意味で、せっかくＱＲコードを

つけてもらっても、その周りの方がこれは

どういう意味があるのか分からなければ、

入れた意味合いも薄れてくると思うので、

警察とかと連携しながら、今一生懸命進め

ていっていただいているようなんですけ

ども、警察から交番だよりというのをつく

っておられて、それを回覧板で回しておら

れますので、そういう媒体も活用して、周

りの方もこういうのがあるんやなという

ことを分かっていただいて活用いただけ

るように、推進していただきたいなと思い

ます。 

 併せて、例えば認知症の家族の場合に、

当事者の周りにやっぱり家族の方がいら

っしゃいます。それで日々一緒に行動する

ということになるわけなんですけれども、

例えばマタニティーの方がつけられるマ

ークのような感じで、本人が望めばそうい

う介護中であるということが分かるよう

な何か印というか、それもＱＲコードとセ

ットで考えていただけたらなと思います。 

 最後に緊急通報装置の件で、さきにも質

問がございました。いわゆる固定電話がな

いというお宅もふえております。それでも

しガラケーであるとかスマホをお持ちで

したら、高齢者用のガラケーにはワンタッ

チボタンといって三つまで、これを押した

ら娘さんにかかるとかいうボタンがあり

ます。そういうボタンに、コールセンター

が許すのであれば、発信できるようなこと

も進めていただいて、本会議でも南野議員

のほうから警備会社を通じての通報装置

もありましたけども、折衷案みたいな感じ

になるんですけど、もし携帯をお持ちでし

たらそういう活用もできるように考えて

いただけたらと思います。 

 以上、要望です。 

○渡辺慎吾委員長 ほかにございますか。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 それでは、質問をさせて

いただきたいと思います。 

 １番目は敬老事業についてです。予算概

要４６ページの敬老金１，８５９万４，０

００円、これは毎回質問をさせていただい

てるんですが、この事業の内容についてお

答えいただきたいと思います。 

 ２番目に障害福祉課に係る質問です。予

算概要５０ページ、老人医療費助成事業に

なります。老人医療費助成の経過措置とい

うのが先ほど増永委員の質問の中にもあ

りましたけれども、３月３１日で終了とな

ります。ただ令和３年度の予算には２１３

万８，０００円が計上されておりますので、

この内容についてお聞きしたいと思いま

す。 

 予算概要の５０ページ、障害者福祉関係

団体補助事業の障害者団体補助金の中身、

その内訳についてお聞きしたいと思いま

す。 

 ４番目、保健福祉課に係る質問ですけれ

ども、予算概要の６４ページのがん健診の

受診についてですが、がん健診受診をして

いただくために、いろいろと受診率向上の

工夫をしていただいております。その必要

性についても担当課は十分承知されてい

ると思います。 

 令和２年の第３回定例会でも乳がん健

診についての受診案内に工夫されている

というようなお答えをいただいた記憶が

あります。令和３年度がん健診の受診率向

上に向けての考えている方策がありまし

たらお聞きしたいと思います。 

 ５番目、補正予算１９ページ、予算概要

では６４ページに係る内容になりますが、

感染症予防事業です。 
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 各種予防接種委託料については、令和２

年度は９，８１１万円計上されております。

今回の補正で２，０２６万２，０００円と

減額されておりました。しかし令和３年度

では、また改めて１億５４１万８，０００

円が計上されております。この予算の数字

について、理由をお聞きしたいと思います。 

 それから６番目です。これも補正予算１

９ページ、繰越明許費の７ページに係る質

問になりますが、感染症予防事業の新型コ

ロナウイルスワクチン接種体制確保補助

金が、今回は８，８８２万６，０００円が

増額されております。この経緯についてお

答えいただきたいと思います。 

 以上、６点です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号１でござ

います。敬老祝金でございます。 

 敬老金は本市に居住する高齢者の長寿

を祝福するとともに、高齢者の福祉を増進

することを目的とするもので、９月１日現

在におきまして、本市に引き続き８か月以

上お住まいの７７歳、８８歳、９９歳、１

００歳以上の方々を対象として、敬老月間

である９月中旬に支給するものでござい

ます。 

 支給額につきましては、７７歳は８，０

００円、８８歳は１万５，０００円、９９

歳は３万円、１００歳以上は５万円でござ

います。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 飯野課長。 

○飯野障害福祉課長 ２番目の老人医療

費の件でございます。 

 先ほど増永委員のご質問にお答えいた

しましたとおり、令和３年３月末までの経

過措置として２７４人の方が老人医療費

の助成を受けておられます。 

 これらの方の３月診療分、今月中にかか

られた分の医療費につきましては、翌年度、

つまり令和３年度の支払いになりますこ

とから、１か月分の医療費の見込額に加え

まして、月遅れの請求が若干ございます。

その見込まれる額を上乗せした２０５万

２，０００円を老人医療費として計上して

おるものでございます。 

 ３番です。障害者団体補助金は、障害者

福祉の向上及び増進に寄与することを目

的に、摂津市身体障害者福祉協会、摂津市

手をつなぐ親の会、摂津市肢体不自由児者

父母の会の３団体に交付しております。 

 それぞれの団体で会員間の親睦や交流

を深める事業を中心にご活用いただいて

おりますが、具体的には社会見学や研修会

といった事業のほかに、手芸やグラウンド

ゴルフなどのクラブ活動、輪い輪い祭など

のイベントにもご活用いただいておりま

す。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号４番で

ございます。がん健診の案内につきまして

は、年度当初に全戸配布します健康づくり

年間日程表をはじめ、節目年齢の方への無

料クーポン券の配付や未受診者への勧奨

などの個別通知、広報誌、ホームページ、

チラシなど幅広く周知する媒体などによ

る方法がございます。これらの内容につい

て受診行動を促すよう、効果的な勧奨方法

やメッセージについて研究して改善を進

めております。 

 例えば、単に「健診を受けましょう」と

伝えるのではなく、「市の乳がん健診を受

けると摂津市から約９，０００円が助成さ

れます」といった費用面から、また「１０

分で終わる検査です」とか、「がん健診は
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自覚症状がない方が対象です」といった、

心理面などから考えた表現を取り入れて

おります。 

 さらにがん健診は４０歳代の受診率が

低くなっていることから、教育委員会と連

携し、保護者にチラシを届ける方法などを

現在検討しております。 

 今後も市からの受診案内が市民の行動

を後押しし、受診のきっかけがつくれるよ

う、さらなる研究・改善に取り組んでまい

ります。 

 続きまして、質問番号５番でございます。

各種予防接種委託料は、インフルエンザ、

高齢者肺炎球菌の予防接種と、第５期風疹

の抗体検査及び予防接種に係るものでご

ざいます。 

 このうち第５期風疹について、当初、国

が設定した目標に基づき予算を確保して

おりましたが、接種者が大幅に少なかった

ことが減額の主な理由でございます。また

令和３年度に増額となっておりますのは、

インフルエンザ予防接種の増を見込んだ

ことによるものでございます。 

 令和２年度に大阪府が無料化したこと、

また予算計上時点で新型コロナウイルス

感染症とインフルエンザの同時流行が心

配されたことなどにより接種者がふえた

ことを踏まえ、令和３年度に増額としたも

のでございます。 

 続きまして、質問番号６番でございます。

新型コロナウイルスワクチン接種体制確

保補助金は、ワクチン接種のために必要な

体制を実際の接種より前に、着実に整備す

ることを目的に、国から交付される補助金

であり、コールセンターの運営や予防接種

台帳システムの改修、備品の購入などの経

費が対象となっております。 

 国が示す全国一律のスケジュールに間

に合わせる必要があったため、令和３年１

月２０日付で９，９４７万８，０００円の

補正予算の専決処分を行ったところでご

ざいます。 

 その後、国の第３次補正予算が成立し、

当初に示されていた補助の上限では足り

ないという自治体の意見を受けて補助上

限額がほぼ倍増され、８，８８２万６，０

００円の追加交付が決定いたしました。こ

れが今回の増額補正でございます。 

 なお、同時に繰越明許費にも増額を補正

し、増額変更しております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 質問番号１番です。敬老

祝金についてですけれども、令和３年度の

支給方法についてお聞きしたいと思いま

す。 

 今回、令和２年は私の地元の一人住まい

の方が今回はもらえると大変喜んでおら

れましたけども、口座振込やということを

おっしゃっていました。今までは多分、手

渡し、訪問ということだったと思うんです。 

 この支給方法が効果的であったかどう

かについても併せてお聞きしたいと思い

ます。 

 次に、２番目の老人医療費についてです。

内容については承知いたしました。また今

回はこの制度が変わるということになり

まして、対象になる、ならない方がいらっ

しゃるようでございますが、その制度の変

更に対応してご相談等がありましたら、ま

た丁寧な対応を今後も引き続きお願いし

たいと思います。これは要望とさせていた

だきます。 

 質問番号３番です。障害者福祉関係団体

の補助事業の内容ですけれども、この障害

者の協会であったり手をつなごう親の会、
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様々なイベントに私たちも参加させてい

ただくことがあります。 

 風船バレーボール大会であったり、輪い

輪 

い祭であったり福祉まつりなど、大変活発

に、にぎやかに活動されている様子をうか

がっております。ただ、やはりその中にい

らっしゃる方は、皆さんやはり高齢化にも

なってきているんだなということも気に

なるところではあります。 

 今回、この質問をしたのは、この２０１

８年に障害者文化芸術活動推進法という

のが設立されました。都道府県単位での予

算措置になるのかもしれませんが、国はこ

れについての令和２年第３次の予算でも

補正をつけておられました。地域における

障害者の芸術文化活動への支援というこ

とが目的だそうです。 

 市に対してこの予算をもらうか、もらわ

ないかということではなくて、やはり文化

芸術を通して健常者との交流を広げる、ま

た社会参加の機会をつくっていくという

ことは大事なことではないかと考えてお

ります。 

 文化スポーツ課にも昨日は要望させて

いただいたんですが、つくっ展という作品

展を通して事業展開ができないものかと

いうようなことを要望させていただきま

した。 

 そういった触れ合うところ、また交流で

きる場面というのをこれからどんどんつ

くることで、やっぱりまちの中に文化とス

ポーツのバリアフリーというものを創っ

ていくことというのは大事なことではな

いかと考えております。 

 障害福祉課としても、ぜひ障害者の社会

参加の支援として、今後の検討の一つとし

て取り組んでいただくよう要望させてい

ただきたいと思います。 

 それから４番目のがん健診の受診につ

いて、いろいろと工夫された案内、受診勧

奨を送っていただいているようです。それ

でこのがん健診の受診というのは、なかな

か全国的にもやっぱり受診者が少ないと

いうこと。それで毎回、特定健診とがん健

診の、結構分厚い封筒が我が家にも届くん

ですけれども、開いた途端、もうすぐに読

むのをやめようというぐらいに量が多く

て、やはり文章も公務員くさくなっちゃう

というようなところがあるんですけども、

このがん健診の受診を上げるために取り

組んでいる一つの例がありまして、がん健

診はオプションサービスに見えてしまう

ということがあるんです。 

 特定健診とがん健診の違いについて、受

診者は理解があまりできていないと。しか

もがん健診を受けない理由は、たまたま受

けていない、または面倒だからといった比

較的曖昧なものが多いそうです。 

 特定健診を受ける際に、当たり前のよう

にがん健診を受けることができれば受診

率は改善できるということで、一つの解決

としては人間ドックのような仕組みがで

きれば一番いいのかなと思います。ただ市

としては保健センターでのセット健診し

かありませんけれども、そういったことが

一つあるようです。 

 もう一つは受診者の立場に立って、申し

込み方法の改善ということが取り上げら

れてました。これは複数のがん健診のクー

ポンがあります。この中から受けたい健診

を選ぶ方法、これが一般的です。これはオ

プトインという呼ばれる方式であるそう

です。 

 もう一つは、逆に受けたくない健診を選

んでもらう。私は今年、このがん健診は受
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けたくないわと、選んでもらう。こうする

ことで、受けるべきがんを選んでもらうよ

うな方式、これをオプトアウト方式という

そうです。 

 こういったいろんな手法を変えること

で、がん健診に一つは導いていけるような、

こういう手法があると聞いておりますの

で、先ほどの受診勧奨のはがきもいろいろ

と昨日は見せていただき、大変かわいらし

い、女性目線の内容だったように思います

けれども、ぜひこういったことも参考に、

これからもがん健診の受診率向上に努め

ていただくよう、これも要望とさせていた

だきます。 

 それから感染予防事業についてでござ

います。令和３年度の第５期風疹予防接種

についてお聞きしたいと思います。 

 確かこの風疹の予防接種は令和２年度

で終了だったと思います。今回延長された

と聞いておりますけれども、その中身につ

いてお聞きしたいと思います。 

 それから６番目です。感染症予防事業の

新型コロナウイルスワクチンの接種の体

制についてお答えいただきたいと思いま

す。 

 先ほどコールセンターのことが委員の

質問の中にも出ておりました。コールセン

ターの運営がそろそろ開始されるとお聞

きしておりますので、この体制と役割につ

いてお聞きしたいと思います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号１でござ

います。敬老金の令和３年度の支給方法に

ついてでございます。 

 令和２年度は新型コロナウイルス感染

症対策として、敬老金の支給を民生委員の

戸別訪問から口座振込に変更して行いま

した。 

 口座振込に変更したことによって、民生

委員から敬老金を受け取っていないとの

トラブルや、民生委員が戸別訪問するとき

の紛失や盗難などのリスク回避をするこ

とができ、よかったと考えております。 

 その一方で、ひとり暮らし高齢者の登録

をされていない地域にお住まいの高齢者

を民生委員が把握する機会というものが

なくなってしまったという影響も出てお

ります。 

 令和３年度の支給方法につきましては、

新型コロナウイルスワクチン接種や、感染

の状況を踏まえまして、民生児童委員協議

会と調整して決定してまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 荒井部参事。 

○荒井保健福祉部参事 質問番号５番で

ございます。第５期風疹予防接種は、昭和

３７年４月２日から昭和５４年４月１日

生まれの男性を対象とし、抗体検査で陰性

が確認された方が予防接種の対象となっ

ております。 

 集団予防を目的とし、風疹が原因となる

先天性風疹症候群を防ぐため、公的な予防

接種の対象とならなかった、抗体価が低い

世代を対象に実施しております。 

 国は令和３年７月までに対象世代の男

性の抗体保有率を８５％に、同年度末まで

に９０％に引き上げることを目標に掲げ、

令和元年度から開始しましたが、現段階で

全国的に目標達成が見込めないことから、

令和３年度も事業を継続し、既に送付して

いるクーポン券を延長して使用できるよ

うにされたところでございます。 

 続きまして、質問番号６番でございます。

新型コロナウイルスのワクチンのコール



- 38 - 

 

センターは、来週３月１５日月曜日に市役

所２０１会議室に開設いたします。 

 運営は事業者に委託して８人体制でス

タートし、市民等からの相談に対応してま

いります。 

 また相談のほか、接種券を発送した後は

接種の予約受付や、接種券を紛失した方な

どへの券の再発行、接種者のデータ入力な

どを担います。開設を前に、先日から研修

を行い市民等への丁寧かつ正確な対応に

努めるよう準備を進めているところでご

ざいます。 

 なお、今後は業務がふえてきますことか

ら、人員体制につきましては不足のないよ

う、必要に応じて追加していく予定でござ

います。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 ありがとうございます。

それでは、敬老祝金についてです。 

 これから後期高齢者がふえてまいりま

す。それにちなんでも、この敬老金の支給

額というのも増額されていくんだろうな

と想像するところであります。 

 人生１００年時代と今は言われており

ます。本当に元気な高齢者もどんどんふえ

ておりますが、担当部署においては高齢福

祉サービスの全体俯瞰で立ってみたとき

に、何を充実させて、どういったところに

予算を引き出してくるのかということが、

本当に頭を悩ませるような検討をされて

いることではないかと考えます。 

 そのような全体の検討を行う際には、広

く日常的なサービスの充実が図られるこ

とを視点において、この敬老事業をどのよ

うに検討していくのかということをぜひ

とも取り組んでいただきたいなと思って

おります。 

 今回、施政方針で市長が高齢者のニーズ

に応じた移動支援について研究していく

というようなことで、今回、委員からもい

ろいろと質問をされておりました。 

 それでこのニーズというのはいろいろ

とあると思うんですけれども、私はこの高

齢者というキーワードだけではなく、障害

者として、また妊婦という方々を含んだ、

いわゆる交通機関には、かつては、昔はシ

ルバーシートと言われたんですけれども、

今は優先座席の対象者となるような、そう

いう方たちを想定した移動の支援の在り

方ということについて、広く研究していた

だきたい。そして高齢化だけでその予算を

絞り出すというよりかは、様々なそういっ

た観点で、この予算の考え方にも取り組ん

で、ぜひいい移動支援の在り方を研究して

いただきたいと思っておりますので、よろ

しくお願いいたします。要望とさせていた

だきます。 

 感染予防事業の風疹の予防接種につい

てお答えをいただきました。 

 この風疹のワクチンを抗体がない方に

なるべくたくさん受けていただくという

ことで、オリンピックの期間というのを一

つは目標にしていたかと思います。そのオ

リンピックも一緒に延長されてしまった

んですけれども、この風疹が妊娠されてい

る方がかかると大変危険な状態になると

いうことが一つあります。 

 もう一方では、もう関係ないやと思って、

クーポンを捨ててしまった、どこかに埋も

れてしまったというような方もいらっし

ゃるのではないかと思いますので、ぜひこ

の延長についての広報を周知を図ってい

ただくよう、お願いして要望させていただ

きたいと思います。 

 あと、新型コロナワクチンの体制の確保
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については、本当にこのワクチンがいつど

のようにくるのか、それが定かではない限

りは本当に体制を常に柔軟的に考えてい

かなければいけない、担当課が本当に悩ま

しいところかと思っております。 

 もう一方ではマスコミ情報が先行して、

ワクチンに対する正確な情報が分からな

いといった声も近隣からは聞いておりま

す。怖いよねというようなことがまず先行

で頭にある方もいらっしゃいます。 

 やはり、ワクチン接種することで感染を

防いでいくということが大きなことかと

思います。私もよく福住委員は受けますか

と聞かれるんですが、「はい」とそれは言

います。 

 そういう意味では、今後の体制確保も合

わせて、しっかりと取り組んでいただきた

いと思っておりますので、どうぞよろしく

お願いをいたします。要望とさせていただ

きます。以上です。 

○渡辺慎吾委員長 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○渡辺慎吾委員長 ないようですので、以

上で質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午後１時２４分 休憩） 

（午後１時２６分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 それでは再開いたし

ます。 

 議案第６号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 それでは私のほうから

質問をさせてもらいます。 

 １点だけになりますけれども、予算概要

ですね。１７８ページになるかと思います

けれども、パートタイマー等退職金共済事

業というところで、１，２６３万９，００

０円が計上されておりますけれども、前年

度と比べますと６００万円程度減額され

ております。 

 見ますと、退職金の給付金が大幅に減額

されていることが主な要因かと思います

けれども、改めて前年、コロナ禍というこ

ともありますけれども、減額されている理

由と、毎回聞いておりますけれども、現在

の加入事業者数とか人数、あと前年比から

の増減等々、数字的なものも合わせてお聞

かせください。 

 １回目、以上です。 

○渡辺慎吾委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、光好委

員のご質問についてお答えさせていただ

きます。 

 減額の理由でございますが、令和２年度

に関しましては、退職者が前もって事業者

のほうから１５名おられるということが

分かっておりましたので、予算を計上させ

ていただいておりました。 

 そういう状況が令和３年度にはござい

ませんで、例年に近い２５名の方の退職を

見込んでおりますが、減額になっておる状

況でございます。 

 続きまして、令和３年の３月３１日の加

入者の事業者でございますが、３０事業所

でございます。加入人数は１４５名という

ことで、前年度と比較させていただきます

と、２事業所の増加と、人数は８名増加で

ございます。 

 退職者等もございましたが、加入してい

ただく事業所もございまして、人数的には

増というような現状となっております。以

上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございまし
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た。減額がされている理由、承知いたしま

した。コロナ禍の影響等々関係なく、そう

いった情報というか、そういう見込みの話

をさせていただきました。 

 あと、加入事業所等々については、微増

ということで、昨年聞かせてもらったとき

は下がってたというお話だったと思いま

すけども、いい傾向にあるんじゃないかと

いうふうに捉えております。 

 また、コロナ禍の話をおうかがいします

けれども、中小企業ですね、そういったコ

ロナ禍の状況に応じてというか、環境が大

きく変化してると思います。 

 そういったところの中で、中小企業のニ

ーズですね。どのように捉えられているの

かということと、改めて同じような支援と

いうことに、事業ということになるかもし

れませんけど、今後の展開、方向性等を考

えておられましたら、２回目お答えくださ

い。以上です。 

○渡辺慎吾委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 それでは、光好委

員の２回目のご質問についてお答えさせ

ていただきます。 

 コロナ禍の状況の中での事業所ですけ

れども、事業者としては非常に苦しいんで

はないかなと思っております。 

 実際、退職するまで、掛け金が見えるわ

けではございませんので、そういう中で掛

けていただいているということでござい

ます。加入の増加もあるように、従業員の

方のことと考えていただいている制度の

主旨を理解いただいているところが加入

いただいたのではないかなと。 

 商工会なり、うちのパンフレット等でご

案内は適時させていただいておりますの

で、賛同いただいたところが加入いただい

ていると考えておる状況でございます。 

 今後の方向性で、制度自体は国の中退共

と、やはり１年目等は掛け金が掛け捨てに

ならないとか、従業員の事業所向けのアン

ケートもとらせていただいたように、加入

の金額は２，０００円ということで掛けや

すいとかいうメリットもございますので、

制度として、事業所の方々のご意見を聞き

ながら進めていけたらなということで、機

会を捉えてＰＲもしていきたいなと考え

ておる状況でございます。以上でございま

す。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。 

 今、コロナ禍ということで、さらに中小

企業、特に打撃を受ける可能性もあります

ので、そういった状況変化にも敏感に反応

していただいて、いろいろと、お声も聞い

ていただいたらいいかなと思います。 

 やはり、中退共の話もありましたけど、

零細企業といいますか、そういったところ

ほどメリットもあるというところで、有効

なんじゃないかなというふうにも思いま

すので、引き続きメリットであるとか、そ

ういったところも含めて、広くＰＲしてい

ただけたらなと思いますので、しっかりと

取り組んでいただけたらと思います。私の

ほうからは以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 ほかにありますか。 

 増永委員。 

○増永和起委員 光好委員のほうからも

お話がありましたけれども、このコロナ禍

の下で、中小企業の皆さん大変な中、増加

したということは非常に嬉しいことだな

と思うんですけれども、仮に今まで掛けて

らっしゃったところが、しんどくなって、

掛け金が払えないということがもしあっ

たとしたら、それを延滞するとか、待つと

いうようなことを摂津市としてはできる
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んでしょうか。 

 納税課のほうなんかも税を納めるのを

猶予してほしいというのはやってると思

うんですけれども、そういうことについて

は、やめてしまうんではなく、このコロナ

禍の間のしんどいとき、しばらく待ちまし

ょうということは可能なのかどうかをお

尋ねしたいと思います。 

○渡辺慎吾委員長 吉田部参事。 

○吉田生活環境部参事 増永委員、１回目

のご質問についてお答えさせていただき

ます。 

 条例上、制度上は待つということは、制

度的にはできない状況にはなっておりま

す。 

 ただ、ご相談の状況の中で、１２か月に

なると強制的にやめていただくという条

例の縛りもありますが、ご相談の中で状況

とか内容を聞かせていただいて、対処でき

たらなと考えておりますが、制度的にはそ

ういう形はございません。以上です。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 制度としては今はない

と思うんですけれども、こういう情勢の中

ですので、まずは寄り添ったご相談受けて

いただきたいと思います。 

 やはりそういうこと、何か必要だという

ことであれば、またぜひ考えていただきた

いと思いますので、要望としておきます。 

○渡辺慎吾委員長 質疑ございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○渡辺慎吾委員長 ないようですので、以

上で質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午後１時３４分 休憩） 

（午後１時３５分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開します。 

 議案第４号、議案第１２号及び議案第２

６号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 香川委員。 

○香川良平委員 それでは、国民健康保険

特別会計予算について、質問をさせていた

だきます。 

 予算書の１０ページ、歳入でございます。 

 国民健康保険料、１８億２，６５７万２，

０００円についてお聞きいたします。 

 全体の保険料でございますが、前年度と

比べて、５，６８６万７，０００円の減額

というふうになっております。改めて、こ

の要因についてお聞かせいただきたいな

と思います。 

 次に、予算書２１ページでございます。 

 コンビニ収納代行業務委託料について

お聞きいたします。 

 主要事業などで上がっておりますキャ

ッシュレス決済サービスの経費がここに

含まれているというふうに認識をしてお

ります。 

 先の代表質問でも質問をさせていただ

きましたが、市税、国民健康保険料、後期

高齢者医療保険料、保育料、また水道料金

などを対象に、キャッシュレス決済サービ

スが開始されるということであります。 

 改めてどのようなサービスなのか、対象

者や手数料などを含めて、その内容につい

てお聞かせいただきたいと思います。以上

２点です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、香川委員

の質問番号１にお答えいたします。 

 まず、国民健康保険料についてのご質問

でございますが、令和３年度の国民健康保

険料につきましては、約３％の減となって

おります。 
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 提案説明でもありましたように、令和３

年度におきましては、新型コロナウイルス

感染症の拡大の影響を鑑み、一人当たり平

均保険料を据え置いたことが主な要因と

なっております。 

 加えて、減少傾向は鈍化しているものの、

引き続き社会保険適用拡大による被保険

者の減少、全体的な所得水準の低下傾向な

ど、様々な要因が複合的に組み合わさり、

最終的に予算案としてお示ししているも

のでございます。 

 質問番号１は以上でございます。 

 続きまして、質問番号２、キャッシュレ

ス決済に関するご質問でございます。香川

委員よりありましたとおり、既存のコンビ

ニ収納代行を拡充し、利便性の向上を図る

手法をとるため、予算としてはこのままコ

ンビニ収納代行業務の委託料に含める形

で計上しております。 

 内容としましては、対象者として、コン

ビニ収納と同様に、保険料の支払い方法と

して口座振替や、特別徴収ではなく、納付

書払いを選択されている被保険者になり

ます。 

 およそ被保険者全体の約４割程度が対

象になってまいります。 

 実際、どのように支払うと申しますと、

納付書に印字されておりますバーコード

をあらかじめダウンロードした決済アプ

リで、スマートフォンで読み取ることで、

スマートフォン上で決済が可能となって

おります。 

 費用面についてでございますが、被保険

者の方は、コンビニ納付と同様に手数料は

かかりません。 

 市としては、コンビニ収納と同様に、１

件当たり５５円の収納代行業者への支払

い手数料がかかってまいります。 

 このように、いつでもどこでも保険料を

納めることができるという意味で、利便性

の向上が期待できて、なおかつこのコロナ

禍における不要不急の外出、また非対面と

いう観点からも有効な取り組みであると

考えております。以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 ありがとうございます。 

 それでは２回目でございます。 

 国民健康保険料についての減少の要因

については理解をいたしました。このコロ

ナ禍におきまして、仕事を失い、保険料の

支払いが大変な方というのは一定数いら

っしゃるのだろうというふうに推測いた

します。 

 コロナ禍による影響を鑑みて、今回の保

険料の据え置きというのは、一定私も理解

できます。 

 一方で、昨年１２月に策定されました令

和３年度から適用される、新たな大阪府国

民健康保険運営方針を見ますと、引き続き

令和６年４月１日には、保険料を府内完全

統一にするというふうにされております。 

 つまり、本格的に保険料を府内の統一基

準にまで上げていかないといけないとい

うことなんですね。 

 今回、据え置いたことにより、令和４年

度以降の上がり幅、保険料の上昇、上がり

幅が大きくなってくるのではないかとい

うふうに思うんですけども、そのあたりの

認識、担当課としてどうお持ちなのか、２

回目お答えいただきたいと思います。 

 次に、コンビニ収納のキャッシュレス決

済サービスについてであります。内容につ

いてはある程度というか、理解いたしまし

た。 

 対象が約４割ほどいらっしゃるという

ことで、単価も１件当たり、コンビニ収納
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と同じの５５円ということであります。キ

ャッシュレス決済サービスというのは、自

宅にいてても支払いができるというふう

なことで、とても便利なものだというふう

に思います。 

 一方で、ＬＩＮＥＰａｙやＰａｙＰａｙ、

ａｕＰａｙなど、決済サービスを行ってい

る事業者というのは独自のアプリがある

など、複雑なところがあります。 

 年配の方にはそういうサービスの使い

方が分からないといった方も中にはいら

っしゃると思いますので、そういった方々

に対しては丁寧な説明等が必要ではない

かと考えます。 

 今後、このキャッシュレス決済サービス、

市民への周知の方法をどのように考えて

いるのか、お聞かせいただきたいなという

ふうに思います。 

 また、他市での導入状況等、答えれる範

囲で結構ですので、またそちらのほうも併

せてお答えいただければと思います。 

 ２回目、以上です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、質問番号

１、２回目の答弁をさせていただきます。 

 委員がご指摘のとおり、引き続き次期国

保運営方針におきましても、令和６年度に

おける保険料統一ということが示されて

おります。 

 本市におきましては、依然統一保険料か

らは乖離がある状況ではあり、本来のある

べき姿としては、令和６年度に向けて、毎

年度階段を上がっていかないといけない

状況であります。 

 本年２月に開催されました本市の国民

健康保険運営協議会におきましても、被用

者保険の委員の方々からは、据え置くのは

どうなのか、とのご意見もいただいておる

のも一定事実でございます。 

 令和４年度以降につきましては、そのと

きどきの情勢も踏まえ、引き続き、府の広

域化調整会議でこの一人当たり保険料の

抑制策の検討状況を注視しつつ、激変緩和

措置を講じながら、被保険者の皆様の負担

を軽減しながら、あるべき保険料に向けて

改定を行っていく必要があると認識して

おります。以上でございます。 

 続きまして、質問番号２、２回目の答弁

に移ります。 

 キャッシュレス決済の制度の周知につ

いてでございます。 

 実際に、令和３年度の保険料が決定する、

６月の本算定時において、被保険者に送付

する保険料決定通知にお知らせをすると

ともに、市ホームページや、窓口でのご案

内、様々な場面を通じて周知に努めてまい

りたいと考えております。 

 併せて、香川委員のご答弁にありました

ように、他課でも導入予定がありますので、

庁内でも周知の連携を図ってまいりたい

と考えております。 

 なお、他市の状況でございますが、大阪

府内におきましては、守口市のほか、北摂

では池田市や吹田市においても既に導入

がなされていると聞いておりますので、今

後とも導入自治体はふえていく傾向にあ

るかと思いますので、情報収集を引き続き

図っていきたいと考えております。以上で

ございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 ありがとうございます。 

 ３回目、要望にいたします。 

 国民健康保険料についてであります。

我々、令和６年度の統一保険料についての

考え方というのはよく分かりました。 

 毎年、毎年、保険料が上がっていくとい



- 44 - 

 

うことで、令和３年度におきましては据え

置きなんですけれども、令和４年度、令和

５年度というのは、保険料の上がり幅が大

きくなるということで、大変心配というふ

うに考えます。 

 基金等も活用していただいて、保険料抑

制ということも考えられるのですけれど

も、その辺のバランスを見ながら、担当課

として上がり過ぎというのは業者といい

ますか、上がり幅が余りに大きいというの

は、大変な部分もありますので、その辺の

バランスをしっかりとっていただきたい

なというふうに思います。 

 これは質問を終わります。 

 次に、キャッシュレス決済サービスにつ

いての質問でございます。 

 周知の方法については理解いたしまし

た。通知書での案内、窓口等での案内をし

ていただくということであります。それで

も分からない方というのも、またいらっし

ゃると思いますので、丁寧な対応というの

をとっていただきたいというふうに思い

ます。 

 また、答弁から他市での状況、導入状況

ということで、まだまだ導入されてる他市

は少ないのかなというふうに感じました。 

 いずれにせよ、このキャッシュレス決済

サービスというのは、利用者の利便性向上

の観点からも大変いい制度だというふう

に思います。 

 代表質問でもありましたが、ほかの部分、

例えばクレジットカード決済についても、

手数料が高いという問題はありますけれ

ども、一度こちらに関しても検討していた

だきたいなというふうに思います。要望で

私の質問を終わります。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 それでは、私のほうから

は４点ございます。 

 まず、質問１です。 

 予算書でいきますと、２８ページ、予算

概要でいきますと１６８ページになろう

かと思いますけれども、特定健診等事業に

おきまして、特定健診診査等委託料につい

てでございます。 

 まずは現在把握している特定健診受診

率の推移、今後の取り組みについて１回目

お聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、質問２。 

 ページが前後しますけれども、予算書で

いくと１２ページになります。 

 款１の保険給付費等交付金の、保険者努

力支給分というのがあります。 

 これは保険者の様々な努力とか、あるい

は頑張りに応じて国からもらえるという

ふうに私のほうは理解しておりますけれ

ども、この評価の中で、地域包括ケアの推

進というところで、国保と後期高齢医療の

保険事業の円滑な接続というのができて

るかどうかという項目があると認識して

おります。 

 ご存じのように７５歳になれば、後期高

齢者医療に保険者が変わるということな

んですけれども、今後ますます後期高齢者

の、被保険者がふえてくるといった状況の

中で、そういった意味で国保から後期高齢

へ移行するに当たりまして、保険事業で取

り組んでいることがありましたら、お聞か

せいただきたいと思います。 

 質問番号３です。 

 予算書でいきますと２８ページ。予算概

要でいきますと１６８ページに当たるか

と思いますけれども、款５の保険事業費に

ついてです。 

 これも保険事業全般の取り組みとして、

今年度はデータヘルス計画の中間評価を
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実施することになっていたかと認識して

おります。 

 現在の実施状況等計画に位置づけてい

る各種保険事業、課題や今後の方向性など、

見えている部分で結構でございますので、

１回目お聞かせください。 

 最後です。質問番号４、これは補正予算

書になります。８ページになりますけども、

款３の国庫支出金の国民健康保険災害等

臨時特別補助金のところで、４，６６４万

９，０００円が計上されておりました。 

 これは確認しますと、当初予算では計上

されてなかったと私のほうでは認識して

おるんですけれども、まず１回目、この中

身についてお聞かせください。１回目、以

上です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 では、質問番号１、

１回目のご答弁を申し上げます。 

 特定健診受診率の状況についてでござ

います。 

 直近の３か年の法定報告値で申し上げ

ますと、平成２９年度が２９．９％。平成

３０年度が３０．５％、令和元年度が３１．

５％と、僅かではございますが、ここ３年

は毎年度上昇傾向となっておりました。 

 しかしながら、今年度につきましては、

ご承知のとおり、新型コロナウイルス感染

症の拡大の影響を受け、例年最も受診者が

多い５月を含めて、緊急事態宣言により、

健診の一時中止措置を行ったことから、受

診者数の減少が想定されます。 

 令和元年度の１月と、令和２年度の１月

を請求ベース、実質的には４月から８月く

らいになるんですが、受診率で見ますと、

令和元年度が１７．３％であったところが、

令和２年度は１０．９％。夏時点で既に６．

４％の減となっております。 

 保健センターだけで少しご紹介します

と、２月末で１，７２９件、昨年２月末で

は２，１３１件と、実際の集団健診におい

ても同様に、２割ほど減少しております。 

 健診再開後に毎年４、５月に受診されて

いた方、６月以降の月で受けられる状況は

見られているものの、今年度におきまして

は、恐らく３０％、あるいはそれを下回る

状況になるのではないかと考えておりま

す。以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 畑原課長代理。 

○畑原国保年金課長代理 私のほうから

質問番号２、国保と後期高齢者医療の保険

事業の円滑な接続の取り組み状況につい

てのご質問にお答えいたします。 

 今後、後期高齢者医療の被保険者数は大

きく増加していくことからも、国保から後

期高齢者医療に移行されるときに、保健事

業が断絶してしまわないように、十分認識

して取り組むことが重要であり、交付金の

項目としても設定されているところでご

ざいます。 

 現状の取り組みといたしましては、保健

者がやはり異なることから、予算の枠組み

も異なるということで、事業そのものを共

同で実施するというところまでは至って

いないのが現状でございます。 

 しかしながら、本市におきましては同じ

国保年金課の中で、国保の保健事業担当者、

それから後期高齢者の保健事業担当者が

おりますので、連携がとりやすい環境であ

るという特長を生かしまして、現在はコロ

ナ禍でできておりませんけれども、これま

でも健康イベントなどではブースを出展

しまして、国保と後期高齢者の健診の予約

取り次ぎ、こういったことを共同で実施す

るなど、連携を図ってまいりました。 

 ほかにも委員からご要望をいただいて、
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令和２年度から上限を後期高齢者医療と

同じ、２万６，０００円に拡充した人間ド

ック助成の取り組み、こちらもまさに国保

と後期高齢者の保険事業の円滑な接続の

一環ではないかと考えております。 

 質問番号２についてのお答えは以上で

ございます。 

 続きまして、質問番号３。 

 データヘルス計画の中間評価について

のご質問にお答えいたします。 

 現在、主要１０事業ごとに、中間評価用

の計画期間、前半３か年についての実績や

課題などを記載するシートを作成し、関係

機関、関係各課に照会をかけ、その結果を

取りまとめているところでございます。 

 今見えております全体的な結果としま

しては、コロナ禍においても主要１０事業

のほとんどがおおむね計画どおりに進み、

ＫＰＩとして設定している各種指標につ

きましても、一部横ばいの指標はあるもの

の、総じて改善、もしくは上向きの傾向に

あることから、全体的に、着実に事業が進

んでいるとの評価となっております。 

 しかしながら、その中での改善すべき課

題もございまして、例えばですが、糖尿病

予防教室事業においては、実施しておりま

した集団指導、こちらでは個々の病状や、

生活習慣がやはり異なるということから、

集団での指導の効果が十分には見込めな

いということから、それ以上により多くの

人を対象とするポピュレーションアプロ

ーチへ切り替えることが望ましいといっ

たような結論にいたりました。 

 また、各種健診の受診勧奨では、時代に

応じたＩＣＴなどの先進技術を活用した

取り組み手法の検討が求められるなど、取

り組みの手法自体をよりブラッシュアッ

プして実施していくことが今後の展開と

して必要であるとまとめているところで

ございます。 

 今後、細部を詰め、年度末をめどに、中

間評価結果報告書を取りまとめていきた

いと考えております。 

 質問番号３の１回目については以上で

ございます。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 質問番号４、補正予

算に係るご質問にお答えいたします。 

 国民健康保険災害等臨時特例補助金に

つきましては、今般の新型コロナウイルス

感染症の影響により、収入が減少した被保

険者に対して、保険料を減免する、いわゆ

る新型コロナウイルス感染症に係る減免

の措置に係る国から市への補助金でござ

います。 

 この新型コロナウイルス感染症に係る

減免の措置に係る国の補助は、１０分の１

０の全額補助となってはおりますが、この

同補助金で全体の１０分の６、さらには特

別調整交付金で残りの１０分の４を補助

するものでございます。 

 今年度の市が適用を行う新型コロナウ

イルス感染症に係る減免の措置の見込額

としましては、全体で７，７７５万円程度

を見込んでおり、その１０分の６について

計上させていただいたものでございます。

以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 それでは、２回目の質問

をさせていただきます。 

 まず、質問１です。 

 特定健診、審査と事業の特定健診受診率

の推移、今後の見込みについてお聞かせい

ただきました。 

 今まで平成２９年度からお聞かせいた

だきましたけど、上昇傾向にあったものを、
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このコロナ禍で下降に転じてしまうとい

う見込みのご説明だったと思います。 

 この上昇の要因としましては、令和元年

度にも実施されています、出張特定健診の

効果が大きかったんではないかなという

ふうに捉えています。 

 昨年の決算審査に係る委員会におきま

しても、令和２年度も実施したい、実施を

検討したいというふうにおっしゃられて

いたと記憶しておりますけれども、結果、

２回目の緊急事態宣言等々もあって、断念

されたというか、見送られたんではないか

というふうに察しております。 

 そういった中、令和３年度、改めて主要

事業一覧を見ていますと、出張特定健診の

ことが書いてあったんですね。このコロナ

禍というとこもありますけども、そういっ

た意味合いを一回教えていただきたいの

と、令和３年度の取り組み内容についても

併せてお聞かせください。 

 質問２です。 

 現在の国保と後期高齢者医療の保険料

の円滑な接続についてお聞かせいただき

ました。ご丁寧にお答えいただきまして、

おおむね理解いたしました。 

 先ほど来から言われてますけども、人生

１００年時代でございます。高齢者の健康

維持増進をますます求められてくるとこ

ろじゃないかなというふうに思いますけ

れども、そういった意味からまずは現状を

おうかがいさせていただいたしだいでご

ざいます。 

 今後、進めようとされる取り組みについ

て、２回目お聞かせいただきたいと思いま

す。 

 質問番号３です。 

 データヘルス計画の中間評価の実施状

況についてお聞かせいただきました。おお

むね計画どおり進んでいるというところ

ですね。また、状況に応じた各種事業の取

り組み手法の見直しはできているといっ

たような評価だったんじゃないかなとい

うふうにお聞かせいただいております。 

 こういった計画、よくＰＤＣＡサイクル、

つまりプラン、ドゥー、チェック、アクシ

ョンと言われておりますけれども、絶えず

実行しては見直しの繰り返しというとこ

ろで、まさにこのＰＤＣＡサイクルという

のが重要じゃないかなと捉えております。 

 そういった観点からも、これから進捗管

理について重要だと思いますけれども、ど

のように進めていくのか、２回目をお聞か

せください。 

 質問番号４です。 

 国民健康保険災害等臨時特別補助金の

中身について理解いたしました。 

 依然、コロナ禍が続いておりまして、令

和３年度の当初予算では計上されていな

かったというところでいきますと、国の財

政支援がないというところなのかという

理解でいいのかというところが気になる

ところでございまして、今後の動向も含め

て、そのあたり分かる範囲でお聞かせいた

だければと思います。２回目、以上です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、質問番号

１、２回目のご答弁を申し上げます。 

 決算審査に係る委員会でも光好委員よ

りご意見いただいておりましたが、何とか

出張健診について実施の方向で取り組め

ないかと考えたところ、年度当初の４、５

月で民間企業の企業健診等がずれ込んで

きた影響で、それが年度後半に回ってきた

こともありまして、委託事業者の体制がと

れないという事態につながり、結果として

コロナ禍の第２波、第３波もありましたが、
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実施することがかないませんでした。 

 しかしながら、令和元年度はあくまでも

試行実施ということでしたが、大きな成果、

あるいは需要があったと捉え、今後は毎年

度継続的に実施していくという意味で、令

和３年度からの主要事業で経常化とさせ

ていただくところでございます。しっかり

やっていくという意思表示、決意の表れで

あると認識いただけたらと思います。 

 令和３年度の取り組み内容としまして

は、令和元年度をベースとして、未受診者

対策の一環として、安威川以南地域の公共

施設を活用し、年度後半に実施してまいり

たいと考えております。 

 ただ、ワクチン接種事業の進捗状況次第

では、コロナ禍の状況がどの程度変化して

いるのか、現時点では分かりかねますが、

しっかりと対策を講じた上で、密を防ぎな

がら、安心して受診できる体制を構築して

実施してまいりたいと考えております。以

上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 畑原課長代理。 

○畑原国保年金課長代理 それでは、質問

番号２、２回目のご質問にお答えいたしま

す。 

 今後の新たな取り組みということでご

ざいます。 

 国保被保険者で７５歳に到達される方

に対しまして、国保と後期高齢者医療の担

当者で連携しまして、健診の継続受診のご

案内という文書を作成、送付する取り組み

を予定しております。 

 どうしても７５歳になられて、保険者が

切り替わるということで、健診を受けると

きの受診券も変わりますし、受診券が届く

時期も保険者が違うので異なるというこ

とから、せっかく国保のときに健診を受け

ておられたのに、後期高齢者医療に移られ

て、ぱたっと健診を受けられなくなるよう

な方もおられるのは事実でございます。 

 そこで、７５歳に切り替わるタイミング、

７５歳になられる月の前月に、後期高齢者

医療の保険証の送付が行われますので、そ

の際に健診の大切さをまとめた案内を同

封させていただくことで、引き続き健診を

受けてもらえるよう働きかけていきたい

というふうに考えております。 

 また、国保と後期高齢者医療のデータ連

携、こういったものを推進して、国保の７

４歳の方で特定健診は未受診であるとい

う方のデータを、後期高齢者医療のほうに

情報提供し、後期高齢者医療のほうで個別

アプローチとして受診勧奨を行うと。そう

いった取り組みも今後検討してまいりた

いと思います。 

 続きまして、質問番号３の２回目のご質

問にお答えいたします。 

 データヘルス計画の今後の進捗管理に

ついてということでございます。 

 年度末に中間評価結果報告書をまとめ

るのと併せまして、新たに評価シートを作

成したいと考えております。 

 具体的には中間評価結果報告書で示さ

れた、各事業の今後の方向性に合わせまし

て、取り組み手法を見直すとした事業であ

れば、見直した後の内容を反映したような

シートで、かつ従来から評価シートについ

ては市のホームページで公表しておりま

すので、これまで以上に被保険者の皆様が

見て、分かりやすいようなデザインと考え

ております。 

 そのシートを活用して、毎年度、前年度

の実績成果課題、こういったものの整理を

行って、次年度以降の取り組みにつなげて、

ＰＤＣＡサイクルにつなげていきたいと

考えております。 
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○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 質問番号４、２回目

のご質問にお答えします。 

 国の財政支援の有無につきましては、令

和３年度がどうなるのか、大変注目してお

ります。 

 ただし、市の予算編成段階においては確

定はしておりませんでしたので、大阪府か

らも国の新型コロナウイルス感染症に係

る減免の措置の財政支援を見込まずに予

算編成を行うように言われております。 

 したがいまして、当初予算では計上して

おりません。今後、令和２年度に引き続き、

国の財政支援が行われるかは、不透明な状

況ではございますが、大阪府も緊急予防と

して国に働きかけをしているほか、新型コ

ロナウイルス感染症の対策の一つである

傷病手当金については、令和３年度にかけ

て財政支援が延長される見込みであると

聞いておりますので、新型コロナウイルス

感染症に係る減免の措置の財政支援も延

長される可能性はゼロではないものと考

えております。以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ご答弁ありがとうござ

いました。 

 ３回目に移ります。おおむね要望と捉え

ていただければと思います。 

 質問番号１番です。 

 特定健診等事業の出張特定健診の意味

合いと、あと令和３年度の取り組み内容、

お聞かせいただいたかと思います。 

 確かにその時点でのコロナ禍の状況が

変わってるかもしれませんけれども、やっ

ぱりしっかりとその時世を捉えた、適切な

対応、対策は講じて、実施していただけた

らと感じております。 

 また、先ほど言っておりました集団健診

については、確かはがきで申し込むように

なっていたのではないかと認識しており

ますけれども、やはりコロナ禍というとこ

ろもあり、リモートでの会議だとか、ネッ

トを介するなど、やっぱりコロナ禍という

状況に即した対応に変わってきてるんじ

ゃないかなというふうに私は捉えており

ます。 

 これはすぐというわけではございませ

んけれども、昨日、確か水谷委員のほうで

も、マイナンバーのところですか、おっし

ゃってたかと思うんですけど、オンライン

とか、インターネット上で空き状況とか、

健診の予約とか、そういったことができる

ような仕組みが構築できたら、そういった

リスク回避にもなりますし、効率化、ある

いはそういった市民のニーズといいます

か、そういったサービス向上にもつながる

と思いますので、しっかりと検討いただき

たいなというふうに思います。要望として

おきます。 

 質問番号２です。 

 今後の取り組みですね、お聞かせいただ

いたと思います。理解いたしました。 

 国保と後期高齢者医療のところですね、

保険者が変わっても、今、ご答弁がありま

したような気づかいといいますか、そうい

ったものがあれば、案内とか文書、受け入

れる側も安心して対応できるんじゃない

かなと思っておりますので、今考えておら

れること、ぜひ実行に移していただきたい

なというふうに思います。 

 また、先ほど出張特定健診についてご答

弁いただきましたけれども、例えば特定健

診も、後期高齢者の健診も、ほとんど検査

内容が一緒なんじゃないかなと認識して

おりますので、後期高齢者医療の方が受け

ることができるようにすれば、これはまた



- 50 - 

 

一つの円滑な接続になろうかというふう

に思いますので、そういった視点でも、も

う考えておられるとは思いますけれども、

ぜひ検討いただければというふうに思い

ます。これも要望としておきます。 

 質問３でございます。 

 今後の進捗管理、データヘルスのところ

についてお聞かせいただきまして、新たに

評価シートを作るというところで理解し

ました。 

 そういった取り組み、非常に有効かと私

も思います。 

 これ、市全体として見た場合、令和３年

度に行政経営戦略が始まることになって

ます。進捗管理も公表されるということか

ら、シートも統一される、フォーマットも

統一されるというふうにお聞きしておる

ところでございますけども、そのあたり、

整合性もとれるように、また行政経営戦略

という観念からいったら、ほかの分野別計

画等との連携ということも重要ですので、

そういったことを参考にしながら、しっか

りと評価シート作っていただいて、適切な

進行管理、実施していただければなと思い

ます。これも要望としておきます。 

 質問番号４です。 

 国の新型コロナウイルス感染症に係る

減免の措置に係る財政支援の動向につい

てお聞かせいただきました。理解いたしま

した。 

 しかしながら、コロナ禍の影響で、例え

ば離職を余儀なくされた方とか、平成３年

度になったからといって、状況が改善して

るというふうに、どうなるか分からない状

況になると思います。 

 国の財政支援が仮になかった場合、先ほ

ど補助が１０分の１０っておっしゃって

ましたけども、そのいった場合どのような

対応になるのか、例えば市独自、単独でや

るということが可能なのかどうか、最後お

聞かせいただきたいと思います。３回目以

上です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 質問番号４、３回目

のご答弁を申し上げます。 

 まず、令和３年度につきましては、新型

コロナウイルス感染症の影響を踏まえて、

一人当たり平均保険料の据え置きを実施

します。 

 その上で、仮に国の財政支援がない場合

は、大阪府の共通基準として実施している

保険料減免、例えば令和２年度にコロナ禍

の影響で無職になられた方などで、その後

も職が見つかっていないといった方は、所

得減少として共通基準に該当される可能

性があるのではないかと思います。 

 また、保険料の支払いが困難な方につい

ては、これらの制度についてのご事情をく

み取りながらの納付の相談をさせていた

だくことになるかと思います。 

 市で実施できるのかどうかのお問いで

ございますが、新型コロナウイルス感染症

対策、新型コロナウイルス感染症に係る減

免の措置そのものは、まさしく国が責任を

持って取り組むべきであるものだと認識

しており、運営方針の主旨等にも反するも

のであることから、一保険者が単独で行う

のは難しいのではないかと考えておりま

す。以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ４回目です。 

今のご答弁でいきますと、国がやるんや

という、やる責任やということで国の財政

支援がない場合、単独で実施するのは難し

いという理解でよろしいかと思います。 

 その国の財政決定は、年度途中であれば
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補正で行うことも可能かと思いますので、

そういった機会をしっかりと捉えていた

だきまして、引き続き先ほど大阪府の話も

出てましたけれども、大阪府を通じて国に

要望していくといったところもぜひやっ

ていただきたいなというふうに思います

ので、よろしくお願いいたします。要望と

いたします。以上で私の質問を終わります。 

○渡辺慎吾委員長 ほかにございますか。 

 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、国保に関して

の質問をさせていただきます。 

 質問番号１番、補正予算の１８ページ。 

 財政調整基金積立金がございます。これ

で国保の基金は幾らになったのでしょう

か。 

 それと、大阪府が示す保険料よりも、摂

津市の保険料は激変緩和で下げています

と。そのために財源投入として、基金を取

り崩してここに入れますというお話が今

年度の最初にもあったのではないかと思

うんですけれども、これは積み立てになっ

てるわけですね。その関連性といいますか、

どういうふうになってこうなってるのか

ということについて教えていただきたい

と思います。 

 質問番号２です。 

 予算書のほうで１０ページ、国民健康保

険料です。 

 来年度一人当たりの保険料、据え置きと

いうことですけれども、幾らになるのかと

いうことをもう一度教えていただきたい

と思います。 

 大阪府が示す標準保険料というのがあ

りますよね。一人当たり幾らなのか。今年

度の一人当たり保険料と、大阪府の標準保

険料、これ、差額があると思うんですけれ

ども、幾らあるのか。来年度それぞれ、今

年度それぞれ教えていただきたいと思い

ます。 

 続きまして、質問番号３です。 

 当初予算書のほうの１２ページです。 

 基金繰入金があります。これは先ほどお

話があったかと思いますけれども、標準保

険料と差を埋める財源として入れられて

いるんじゃないかと思うんですけれども、

この財源のことですね。標準保険料と埋め

るための財源は基金だけなのか、それとも

ほかにあるのか。総額とその内訳。内訳の

それぞれの額、それを教えていただきたい

と思います。 

 続きまして、質問番号４番です。 

 １２ページに一般会計繰入金というの

がございます。保険料引き下げの財源とし

て、今まで法定外繰入金が入れられていた

と思います。今回はどういうふうになって

いるんでしょうか。一般会計繰入金には、

法定の繰入金と、最低限これだけは入れる

ようにしてというふうに決まってるのが、

この法定の繰入金ですね。 

 それから、いわゆる法定外繰入金。摂津

市が独自の判断で入れているものがあり

ます。 

 この一般会計繰入金の中で、法定外繰入

金はどれに当たるのか。その法定外繰入金

の中にも、いろいろと中身があると思うん

ですけれども、その金額と中身についても

教えてください。 

 質問番号５番です。 

 来年度、一人当たり保険料と、引き下げ

財源、これをどうなってるかという質問で

すけれども、これはあくまで一人当たりの

保険料ということであります。それぞれの

家族の構成によって保険料は変わってき

ます。来年度の保険料、モデルケースで教

えていただきたいと思います。今までも家
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族４人とか、二人暮らしとか、一人暮らし

とか、教えていただいていたと思うんです

けれども、お願いします。 

 質問番号６番です。 

 先ほども出ていましたけれども、大阪府

の運営方針、これが見直しとなって、来年

度からは新しい運営方針の下でスタート

するということになります。 

 ３年間連続値上げを摂津市が行ってき

たのは、摂津市の保険会計が赤字だからと

か、そういうことではなくて、黒字なんだ

けども、大阪府の標準保険料に追いつくた

めにやってきたわけです。 

 来年度からの運営方針、会計のために、

その運営方針は見直しがされているわけ

ですけれども、一体どんな内容が変わって

いくのでしょうか。教えてください。 

 質問番号７番です。 

 保険料減免制度と、一部負担金減免制度。

一部負担金減免制度というのは、払えない

人に医療費を免除するための制度ですけ

れども、摂津市は今、それぞれ何人が受け

てはるのか、その状況を教えていただきた

いと思います。１回目の質問です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、質問番号

１、基金に関するご質問についてお答えし

ます。 

 令和元年度決算時点において、基金残高

におきましては、３億８，５５５万７，４

１０円となっております。これに先ほどの

補正額にあります基金の積立金が今後積

み上がる予定になっております。 

 続きまして、質問番号２、令和３年度、

つまり２０２１年度の保険料についての

ご質問でございます。 

 令和３年度の一人当たり保険料は、本市

におきましては、１１万２０７円でござい

ます。 

 令和２年度は同額でございましたが、参

考までに令和元年度は、１０万４，９４７

円となっておりました。 

 また、大阪府の必要額ベースで申し上げ

ますと、本市は令和３年度は１５万９９６

円。大阪府平均が令和３年度、１４万２，

８４５円となっております。 

 なお、本市における必要額ベースでの差

額ですが、令和２年と令和３年で申し上げ

ますと、２，５２８円の減となっておりま

す。 

 続きまして、質問番号３、保険料抑制に

投入した財源の内訳に関するご質問でご

ざいます。 

 令和３年度におきましては、合計で８，

２８０万５，０００円を保険料の抑制財源

として投入しております。 

 内訳としましては、府支出金等で４，８

５８万６，０００円。基金として、３，４

２１万９，００円となっております。以上

でございます。 

 続きまして、質問番号４、一般会計から

の法定外繰り入れに関するご質問でござ

います。 

 その中で、内訳といたしまして、保険料

軽減分等繰入金がございます。こちらのほ

うが法定外繰り入れに該当しますが、まず

保険料の抑制分に関してはゼロ円となっ

ております。 

 また、それ以外で保険料の独自減免分で、

２２３万４，０００円。一部負担金減免の

独自分で、２０２万６，０００円を計上し

ております。以上でございます。 

 続きまして、質問番号５、令和３年度一

人当たり保険料に基づくモデルケースで

の保険料のご質問でございます。勝手なが

ら３ないし四つのモデルケースでご答弁
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させていただきます。 

 まず、モデルケースの一つ目として、単

身世帯、６５歳から７４歳で、年金収入が

月額１２万円程度の方。この場合、令和３

年度では２万３，５８７円。令和２年度よ

り１５９円の増となります。 

 続きまして、モデルケースの二つ目とし

て、二人世帯、６０歳から６４歳の方で、

年金収入が月額各々８．５万円あった場合、

令和３年度では保険料は７万６，７８９円。

令和２年度からはマイナス９６９円とな

ります。 

 モデルケースの三つ目として、３人世帯、

４０代一人とお子様二人の、所得が１００

万円の場合。令和３年度は１７万６，０５

６円で、令和２年度より４７２円の増とな

ります。 

 ただし、税制改正等で営業所得のみの方

で計算しますと、令和３年度は１６万２，

７５６円で、前年度より１万２，８２８円

の減となります。 

 最後に、モデルケースの四つ目として、

４人世帯の場合で、４０代がお二人、お子

様がお二人で、所得が２００万円の場合で

すと、令和３年度では４０万６，６１５円

で、前年度から３５１円の増。営業所得の

みの場合は、令和３年度は３９万３，３１

５円で、１万２，９４９円の減となってお

ります。 

 続きまして、質問番号６番。 

 次期運営方針の見直しのポイントにつ

いてのご質問でございます。 

 まず、全体的なところで申しますと、現

行の運営方針の基本理念を踏襲している

というのがまず大前提の上で、一番大きな

ポイントは、激変緩和措置の内容が、市町

村の個別から全面拡大へと変更されたこ

と。こちらが一番大きな変更点でございま

す。 

 また、これまでになかった記載としまし

ては、新たな視点として、新型コロナウイ

ルス感染症への対応についての記載が盛

り込まれたという点が、運営方針での改定

ポイントとなります。 

 質問番号７、本市の一部負担金減免の現

状についてのご質問でございます。 

 令和２年度の１月末現在でお答えさせ

ていただきます。 

 独自減免で３７件の承認をしておりま

す。延べですので、実際の対象者としては

１０人でございます。 

 参考で申し上げますと、令和元年度は６

６件、対象者は１３人、平成３０年度は５

３件で１７人という数値でございました。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、２回目の質問

をしたいと思いますが、伝わらなかったの

かとは思いますけれども、質問番号１で、

補正の分ですね、令和元年度のときの残高、

それと積立金の分がここに書かれていま

すよと。プラスになりますよという話をお

答えいただいたんですけれども、今年度の

当初、保険料を決めるときに、そのときの

標準保険料というのは、今回出されてきた

よりも、もっと高い金額が大阪府から示さ

れてたわけですよね。 

 その差額を埋めるために、基金を取り崩

して財源として入れますよというお話を

そのときしていただいたと思うんですよ。

だから基金は減ってないとおかしいのに、

今回この補正で積み立てになってるわけ

ですね。ここの関係について、教えてくだ

さいというふうに言っておりますので、も

う一度そのことについて、答えてください。 

 次、質問番号２番です。 
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 来年度の保険料、一人当たりの分、お聞

きしました。大阪府が示す保険料との差が

１，５２８円ということでいいんですかね。

これは据え置きの結果なんですけれども、

大阪府は昨年の標準保険料として、こんだ

けですよって一人当たりを示したものよ

りも、今回、来年度に対しては、金額を下

げてきたわけですね。だから縮まったわけ

ですよ、摂津市が同じ金額やったとしても

ね。これは何で大阪府が標準保険料率を下

げたのか。摂津市も引き下げることができ

たのではないか、今年度よりも。というこ

とについて、お聞きをしたいと思うんです。

３年連続の値上げをしてきたわけです。２

０１７年度と比べて、どれくらい上がった

のか。２０１８年度から都道府県化が始ま

りました。統一化に向けて、みんな同じ保

険料を目指してやっていくんだよってい

うことになって、値上がりが始まったとは

思うんですけれども、この３年間でどれだ

け上がってきたのかということについて、

教えてください。 

 続きまして、質問番号３番です。 

 標準保険料との差を埋める財源につい

て、教えてくださいというお話をしました。

基金繰入金のほかは、大阪府からの支出金

等ということでございました。今までは、

ここに市の独自の一般会計からの繰入金、

法定外繰り入れの中から入れていただい

たりしてたんですけれども、もうそれは今、

一切ないというお話だったと思います。 

 この今回の予算の結果、基金は一体幾ら

になるのか。この金額についても教えてく

ださい。 

 質問番号４番です。 

 保険料軽減分、これが法定外繰り入れと、

言われる分ということですね。この保険料

軽減分の内訳、市独自の減免制度、保険料

減免のためのもの、それから一部負担金、

医療費の減免のためのもの、このもう二つ

だけになったと。保険料を抑制するための

財源は、一切入ってないということです。 

 市が今までずっと頑張って市民のため

に保険料を引き下げようとして入れてき

てくださってた保険料抑制のための繰入

金がなくなってしまっているということ

ですね。基金というのは、保険料を取った

分も入ってるわけですよ、積み立ててるの

はね。市の財源じゃないんです。市の純粋

な財源じゃないって言うんですか、保険料

もそこに入っている。そういうものなので、

次の保険料の抑制のために基金を入れる

ということは、その前の保険料はそんだけ

高いということですよね。このことについ

ては、本当に問題だなというふうに思って

います。 

 ４番については、もうお答えは結構です。 

 質問番号５番です。 

 モデルケースのお話をいただきました。

すごくややこしかったんですけども、その

モデルケースの中で、一人当たり保険料は

据え置けたよというふうに聞いてるんで

すけれども、６５歳から７４歳以下、年金

収入、月１２万円の方、１５９円上がって

るわけですね。 

 それから、ケース３、３人世帯、シング

ルマザーと子ども二人みたいな世帯です

よね、１００万円が所得。ここも給料の場

合は４７２円の値上がりなわけです。 

 そして、４人世帯、夫婦と子ども二人、

年間所得２００万円、これもお給料の場合

は３５１円の値上がりになるというお話

だったと思います。 

 こういうところが、やっぱり金額的には

何百円ですけれども、このケース４、所得

２００万円で、お給料の方ですけれども、
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４０万円超えの保険料、ここは変わってな

いんですよ。さらに３５１円上がった。本

当にしんどいと思います。自営業の方は下

がりますというお話だったけれども、それ

にしても所得２００万円の中で、３９万３，

３１５円ですか、４０万円近いお金が出て

いく。本当に大変なことだと思います。摂

津市は、もう頑張ればね、保険料の引き下

げができたんじゃないのかと、つくづく思

うところでございます。 

 このことについて、どう思われるか、お

尋ねしたいと思います。 

 続きまして、質問番号６番です。 

 今回、大阪府の運営方針の見直しという

ことで、ポイントは、今までの基本理念を

ほとんど変えていませんとおっしゃった、

そのとおりだと思います。大阪府はあまり

変えようとしていません。 

 激変緩和の在り方を大阪府下の市町村

の中で、ここにはあげる、ここにはあげな

いというのをやめて、全部押しなべて、配

りますっていうやり方にしたっていうこ

とですよね。それが結果どうなったのかっ

ていうのは、そこの市町村によって違うと

思うんです。 

 私がね、今回、大阪府の運営方針案を読

ませていただいて、これだけじゃないと思

うんですよ。医療費総額の推計、これが現

在の運営方針と新運営方針の案ですね、ま

だ。これの中で、違っていると思うんです

けれども。 

 そして、実際の医療費の総額、こういう

グラフも出ておりました。これも違ってい

ると思うんです。これはどうなっているの

か、ざっくりとでいいです。細かい数字で

いいです。教えていただきたいと思います。 

 質問番号７番です。 

 保険料の減免と一部負担金減免を教え

てくださいと言ったつもりなんです。今、

一部負担金減免だけ教えていただきまし

た。人数が大分減っているのかな、前はも

う少しいたのになというふうに思いなが

ら、いてるんですけど、そうでもないです

かね。 

 どっちにしても、摂津市の一部負担金減

免制度は、私はすばらしいものだと思って

おります。本当に病院にかかりたいのにお

金がないというときに、窓口に行けば、丁

寧に説明をしていただいて、条件に合えば、

医療費の分を無料にしてもらえるってい

う、こういう制度です。これが通院でも使

えるから、医療につながらないで亡くなる

とか、それからすごく重症化して運び込ま

れて、反対に高額な医療費がかかるとかと

いうことじゃなくて、早めの病院にかかる

ということがお金がなくてもできる。国民

皆保険制度の本当に下支えとしての国保

にしかない制度です。お金がなくても病院

にかかれる。このすばらしい制度を摂津市

で守っていただいているんですけれども、

統一化になったらどんなふうになるんで

すか。ここ、摂津市の独自の基準がどうな

るのか、教えていただきたいと思います。 

 保険料の減免制度、今回は新型コロナウ

イルス感染症に係る減免の措置がありま

した。 

 それから、大阪府の基準の減免があると

思います。摂津市の基準の減免があります。

それぞれ教えていただきたいんですけど

も。 

 先ほど、光好委員の質問に、もしも国の

新型コロナウイルス感染症に係る減免の

措置が今回なければ、大阪府の減免が使え

る可能性があるというふうにおっしゃい

ました。大阪府の減免というのは、前年の

所得と比べて、どれだけ落ちたか。それが
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基準なんですね。 

 ということは、この１年間コロナ禍で大

変やった人が新しい年度になって、どれだ

け落ちたかというパーセントで見られた

ら、落ちて落ちて、そんなん生活できない

やんっていうぐらいでないと、大阪府の減

免制度は使えないっていうことにならな

いですか。この大阪府の減免制度と摂津市

の独自の減免制度についても、教えていた

だきたいと思います。 

 ２回目の質問を終わります。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、２回目の

ご質問にお答えします。 

 質問番号１、基金の考え方のお話になる

かと思うんですけれども、基金残高に関し

ましては、いわゆる会計外と言いますか、

会計年度とは別の動きをしておりますの

で、金額的には、こういった、先ほどのご

答弁と同じになりますが、先ほどの質問番

号３と合わせての答えで、増永委員の想定

しているお答えですと、４億１，０００万

円ほどになるのが現状で、委員がご質問を

されておりました、例えば令和２年度、抑

制に５，０００万円入れてたはずで、それ

が減っていないというのは、最終的に出納

閉鎖段階で現金が動く形になりますので、

現状では、このお答えをしている約３億８，

０００万円もしくは、積み立てたら約４億

１，０００万円という形でのご答弁にどう

してもなってしまいます。 

 以上です。 

 続きまして、質問番号２、広域化後から

実際に一人当たり平均保険料がどれぐら

い上がってきたかというところでござい

ます。 

 資料が完全に手元にご用意できてませ

んが、伸び率から計算しますと、平成２９

年度から令和２年度もしくは令和３年度

までで、約１万３，０００円ほど、一人当

たり平均保険料が上がってきております。 

 続きまして、質問番号３は、先ほど答え

ましたように、総合的に現段階では約４億

１，０００万円というお答えになります。 

 続きまして、質問番号４は要望となりま

したので、質問番号５のモデルケースの一

人当たり保険料の中でのモデルケース４

に関する認識でございます。 

 モデルケース４の場合ですと、年間平均

保険料が４０万円を超えていると。高いの

ではないかというご認識の質問です。 

 本市のみならず、府内市町村でも、この

広域化後の一人当たり保険料の上昇とい

うには、大変懸念をしているところでござ

います。そこに関しましては、大阪府の公

金の充て方をできるだけ保険料本体に充

てることによって、一人当たりの保険料を

抑制するということは、引き続き要望して

まいりたいと考えておりますし、また少し

若干の動きではございますが、子どもの均

等割に関しても、軽減される方向で動いて

おりますので、その動向を注視してまいり

たいと考えております。 

 続きまして、質問番号６、運営方針に係

る医療費推計の質問でございます。 

 医療費推計におきましては、運営方針に

おける医療費推計は、運営方針の策定要領

に基づいて、推計されているものです。 

 確かに現行の運営方針から次期運営方

針では、医療費の自然増と言うか、伸び率

が下方修正されております。現実的に、そ

うなっております。 

 また、保険料に関する医療費推計ですが、

こちらに関しましては、直近の推計値で判

断しておりまして、少し考え方が違うとい

う点だけは、再度お伝えしておきます。 
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 ただ、それでも令和２年度から令和３年

度の医療費の伸びは、０．５６％と極めて

少ない自然増ということもあった上で、今

回の大阪府の保険料水準が低水準になっ

たというのが要因であろうかと思います。 

 続きまして、質問番号７、減免に関して、

答弁もれがございました。失礼いたしまし

た。改めてご答弁申し上げます。 

 保険料減免に関しまして、まず新型コロ

ナウイルス感染症に係る減免の措置です

が、令和２年度の２月末時点で申し上げま

すと、３１６件、大阪府の共通基準ですと

所得減少の部分だけで申しますと、２１７

件、市独自減免におきましては３件となっ

ております。 

 今後この市独自減免に関して、どのよう

に考えておられるかというご質問もあっ

たかと思います。 

 現行及び次期運営方針におきましても、

統一すべきものの中に、減免が明記されて

おりますので、本市におきましては、現状、

独自減免は大阪府の共通基準を補完しつ

つ、激変緩和措置期間に基づいて、被保険

者の負担軽減に努めるものと考えており

ますので、現状では、令和６年度をめどに、

一定の方向性を考えたいと思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 暫時休憩します。 

（午後２時４３分 休憩） 

（午後３時１３分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開いたします。 

 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、３回目の質問

をさせていただきます。 

 質問番号１番です。 

 決算にならないと、確定的な数字が言え

ないということは、それは確かにそうなの

かもしれません。 

 しかし、２０１９年度の決算が、この１

２月の議会で行われたときにも、保険料を

標準保険料率よりも引き下げるために入

れた財源というので、市の独自の基金の取

り崩しであるとか、市の法定外の繰り入れ、

軽減抑制のための分とか、そういうのが結

局は使われなかったということが明らか

になったところだったと思うんです。 

 さらに、２，０００万円ほどの積み立て

を基金に行いました。２０１９年度末です

ね。 

 今回もまたこれを見ていると、やっぱり

同じように、基金の積立金というのが出て

きてるわけですから、保険料抑制のために

入れたっていうものが、結局は入れてなく

って、入れる必要がなくてね、余ってきた

ということになっていくんではないかと。

まだ決算ではないから見通しかもしれま

せんけれども、そういうふうに思われるわ

けです。 

 この間そういうことが続いて、どんどん

と国保の基金が膨らんでたりとか、黒字が

どんどん積み上がってたりとか、これは摂

津市に限らず、大阪府下全体でそういうふ

うになっている。 

 その一方で、市民の保険料はどんどんど

んどん高くなっていってるっていうこと

があったということを１２月の議会でも

指摘をさせていただいておりますが、また

今回もそういうふうになっていくのでは

ないかなっていうふうに懸念をしており

ます。 

 この１番についても、お答えはいいです

けれども、そういう意味でも、保険料の引

き下げに、もっとしっかり財源を投入する。

据え置きではなくてね、引き下げるってい

うことが必要なのではないかなというふ
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うに思っています。 

 質問番号１番は、これで終わります。 

 質問番号２番です。 

 ２０１７年度と比べると、一人当たりで

１万３，０００円ほどの引き上げになって

いってると。この３年間でね。これを家族

で合わせると、かなりの金額、所得によっ

ても違うんですけれども、大きな値上げに

なっていってる世帯がたくさんあります。

この府の言う標準保険料率を目指して、ど

んどんどんどん上げていくんだっていう

ことについてはね、ほんまに、もうやめる

べきだというふうに思っています。ぜひ大

阪府にね、計算の仕方とか、そういうこと

も言っていただくのも結構ですけれども、

しっかりと市の財源投入して、引き下げを

行うべきだということを申し上げておき

ます。 

 ２番目も、これで終わります。 

 質問番号の３番です。 

 基金の繰入金４億１，０００万円という

ことです。これも減ってないですよね。こ

の６年間で、もう統一化していくというこ

とを言われてから基金を積み上げたわけ

ですけれども、この基金は激変緩和のため、

保険料抑制のために使っていくんですと

いうふうにおっしゃりながら、なかなか減

らないです。それでそのまま持ち越して、

大阪府下統一国保というふうなことにな

った場合は、この財源っていうのは、もう

ほとんど使い道がないわけですよね。何億

円の持ってても、これをどう使うかってい

うことについては、使い道がないと思うん

で。 

 この統一化によって、基金がまだ残って

いた場合、どうするのかということについ

て、お尋ねいたします。 

 質問番号５番です。 

 大変高いと、４人家族で所得２００万円

で国保料が４０万円超え、このことについ

ては、高いということについて、課長もそ

ういう認識をしていただいてるというご

答弁だったと思います。 

 大阪府に対して、保険料が上がらないよ

うに声を挙げていくんだというようなこ

とも言っていただきました。これは初めて

一緒に、そういう声を挙げましょうという、

一致できるところだと思っています。 

 子どもの均等割について、今、国がね、

ようやく少し動き出しております。これも

早くしてくれと思っています。ぜひ保険料

を引き下げるような方向でね、しっかりと

声を挙げていっていただきたいと思いま

す。これは要望としておきます。 

 質問番号６番です。 

 大阪府の運営方針の見直しの中身です。

医療費の推計が今までは上がっていくば

っかりだというふうに言っていたのが、下

がっていく、下方修正、こういうものを表

として、大阪府も出してきました。これは

実際の医療費総額が下がっているからで

すね。 

 そういうふうになっていくとね、保険料

はどんどんどんどん上がっていくんだっ

ていうことが、そもそも違うんじゃないの

っていう話になってくるわけですよ。今ま

で上がるというて、もうすごい高い保険料

をどんどんどんどん示していって、ここへ

追いついてこいというてやってきたわけ

ですけれども、そうではなくて、今までが

取り過ぎてたんじゃないのって、もっとも

っと下げられるんじゃないのっていう話

だと思うんですね。 

 高齢者の方がふえていく中で、一人当た

り医療費が大きく引き上がっていくんだ

というようなお話もありました。国保の中
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で、加入者が後期高齢者のほうになってし

まうので、加入者がどんどん数も減ってい

る、これからも減っていくんだというよう

なお話もありました。この加入者の見込み、

これについても教えていただきたいと思

います。 

 質問番号７番です。 

 減免制度のお話です。摂津市のすばらし

い一部負担金減免制度、それから独自の保

険料の減免制度、これが統一化になると、

もう使えなくなると。全部、大阪府の基準

になってしまうというふうなことだと思

います。 

 しかし、課長も、はっきりもうできませ

んというふうにはお答えにならず、考えて

いくというようなことをおっしゃったよ

うな気がするんですけども、保険料にして

も、こういう減免の制度にしても、法律的

には、決定権は市町村にあるんですね。大

阪府が運営方針で、こういうふうにみんな

やるんだって言ってるから、反対するとこ

ろがなければそうなりますが、いや、うち

は独自で行くよって、そう言えば、十分で

きるわけですよ。市町村に権限がある。こ

こに間違いがないか、お答えいただきたい

と思います。 

 以上で、３回目を終わります。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 では、３回目のご質

問にお答えします。 

 質問番号３、基金の運用に関するご質問

でございます。 

 今後、統一された場合での基金の移り変

わりと言いますか、変遷はどうなっていく

のかということですが、今後につきまして

は、まず保険料水準が上がる方向はもちろ

んありますので、今後、収納不足は、起こ

り得る可能性が十分ございます。収納の補

てんに関しての財源としては、もちろん十

分活用することができます。 

 また、健康寿命の話もございますが、新

たな保健事業あるいは既存事業の拡充に

関しても、財源として使うこともできます。 

 現状は、使わなくて済んでしまったとい

うお問いではございましたが、基本的には

激変緩和措置期間におきましては、保険料

の抑制財源として使っていくことには、異

論はございませんので、そのとおり、今後

も活用はする見込みでございます。 

 続きまして、質問番号６番の被保険者数

に関するご質問でございます。 

 少し振り返りますが、平成２７年度末に

おきましては、本市の国保の被保険者は、

２万３，３６２人、加入率で言いますと、

２７．３４％。令和元年度末が１万８，２

０５人、加入率が２１．０３％という、被

保険者数の減少傾向は、令和元年度までは

極めて加速的に動いています。その要因と

しましては、７５歳の到達による後期高齢

者への移行と社会保険の適用拡大という

ものがございます。 

 ただ、令和２年度につきましては、まず

大阪府のほうから実績を見た上での数値

が示されておりまして、この被保険者数の

減少が鈍化傾向にあるとしております。 

 本市のほうも、少し確認してみますと、

令和元年度の２月は、前年度からです。９

９１名減少しているところが同時期で確

認して、令和２年度で見ますと、５３３名

しか減少していない。やはり大阪府がおっ

しゃってる減少傾向の鈍化は、本市にも当

てはまるというのが、数字からは確認でき

ました。 

 この要因としては、後期高齢者への移行

で、急激な移行がやや減少したこと、やは

りコロナ禍において、社会保険から退職、
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仕事がなくなった関係で国保に入ってこ

られた方、あるいは国保から就職して社会

保険に加入することができない方もおら

れます。そういったことも複合的に踏まえ

て、被保険者数の減少が鈍化傾向にあるの

と認識になっております。 

 以上でございます。 

 続きまして、質問番号７番の減免制度に

関するご質問でございます。 

 やはり、繰り返しにはなりますが、現行

あるいは次期運営方針におきましては、こ

の減免制度は統一基準の１項目に挙げら

れておりますので、本市としても、そこを

目指していることには変わりはございま

せん。独自の保険料減免、独自の一部負担

金減免、どちらにも言えることですけれど

も、今は補完する形で、並行して運用して

おります。令和２年度は新型コロナウイル

ス感染症に係る減免の措置というものが

新たに入ってきて、少し状況が変わってき

ております。今後の状況も見ながらという

のは、激変緩和措置期間に関して、先日の

運営方針の法定意見聴取で、府内市町村で

も、それなりに意見が拮抗してるところも

ありますので、そういった部分も踏まえて

の私の見解でございます。基本的には、運

営方針に基づいて一定のめどを考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、もう要望にし

ておきますけれども、質問番号３番です。 

 基金を持っていても、統一化になったら、

収納不足、これと、それから保健事業、こ

ういうことに差し支えないというお話で

ございました。収納不足というのは、国保

料が高くなり過ぎて、市民が払えないって

いう状態ですよね。こんだけ納めなさいっ

て言われても、もう払えないから滞納がい

っぱいになるっていう状態ですわ。こうい

うことをね、起こさないためにも、保険料

は引き下げないと、払える保険料にしない

といけないと思うんです。 

 もう一つは、保健事業ですけどね、これ

はもう大いにやっていただいたらいいと

思ってるんです。 

 でも、何億円もね、保健事業にね、使う

っていうのはね、なかなかないんじゃない

かというふうに思うので、結局たまってい

る基金というのは、宝の持ち腐れというこ

とになっていくのではないかなというふ

うに思っています。 

 この基金の使い方も、法的には摂津市の

特別会計ですから、摂津市が決めることは

できるものです。 

 質問番号６番です。 

 今までは後期高齢者に移行する方々が

とっても多くって、どんどんと減っていっ

たと。社会保険に入る方も、社会保険の要

件が緩和されてきましたので、国保から抜

けていく人が多かった。 

 でも、今このコロナ禍の下で、仕事を失

って、国保に入ってくる人たちがたくさん

いてるという状況やと思うんですよ。そう

いう方々は、やはり所得、不安定だし、少

ないし、大変な状況で国保に入ってこられ

ると思うんです。ここに高い保険料ががん

って来るっていうようなことは困るわけ

ですけどもね、一人当たり保険料の伸びが

鈍くなるっていうのも、働ける現役世代の

人たちが国保に加入してくるということ

で、高齢者にとっても多い国保ですけれど

も、そこが緩まるっていう部分があるんじ

ゃないかと思うんです。 

 そういう意味で言っても、これから医療

費がどんどん上がるんだっていうね、大阪
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府のスローガンっていうのは、やっぱり違

うんじゃないか。しっかりと引き下げの方

向に向かっていくように、大阪府に物を言

っていただきたいなと。国保に加入してく

る仕事を失った方々、まさしく国民皆保険

制度の下支えの国保の役割を発揮すべき

ときですから、しっかりと受け止めていた

だきたいなというふうに思います。 

 最後に、質問番号７番です。 

 課長は、統一基準に合わせていくことが

方向性だというふうに思っていますとい

うお話でした。 

 しかし、法的には、何遍も言ってますけ

れども、摂津市に責任があるんです。決め

る権限は摂津市にあるわけです。摂津市が

摂津市の市民に対して、どういうふうにす

るのかっていうこと、その責任は統一化に

なったからって、大阪府が決めましたって

逃れられるものではありません。 

 摂津市は生活扶助基準に合わせて、それ

にどれぐらいかっていうラインを持って、

所得の低い人を救う、そういう減免制度、

独自のすばらしいもの持ってるんです。こ

れを放り投げて、市民を救わないっていう

のは、国保としての役割を放り投げること

だと思いますので、ぜひともこれからも摂

津市の市民のために、しっかりと減免制度

も、保険料も考えていっていただきたいと

思います。 

 以上で、私の質問を終わります。 

○渡辺慎吾委員長 ほかにございますか。

ありませんか。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 それでは、質問をさせて

いただきたいと思います。 

 まず、予算書１８ページ、予算概要では

１６２ページになります。 

 一般事務事業の手数料についてです。 

 この中に、オンライン資格確認に関する

手数料が含まれていると思いますので、ま

ず予算額と、その内訳について、お答えい

ただきたいと思います。 

 ２番目は、予算書３０ページ、予算概要

では１６８ページにあります特定健診未

受診者対策事業委託料についてです。 

 今回、代表質問においても、村上議員よ

り、少し関連の質問をさせていただきまし

た。様々な案内が市役所から届いて、その

文面というのは、やはり行政の文書特有の

難しい内容であったり、効果的で分かりや

すいメッセージにする必要があるという

ことで、去年の決算審査に係る委員会でも、

私も質問をさせていただいた取り組みで

あります。 

 その中で、対象者のグルーピングをして

いくということがあったと思います。種類

を含めて、改めて、その内容について、お

聞きをしたいと思います。 

 また、この対象は特定健診の対象となる

４０歳以上の方でありますけれども、では

４０歳未満の方について、どのような取り

組みを考えておられるのか、併せてお聞き

をしたいと思います。 

 三つ目、３番目ですね、予算書３０ペー

ジ、予算概要１６８ページの糖尿病性腎症

重症化予防事業委託料についてです。 

 糖尿病の発症及び重症化予防について

は、毎回質問をさせていただいております。

改めて、来年度予定している委託業務内容

について、新しい取り組みがあれば、そう

いったことも含めて、お聞きしたいと思い

ます。 

 ４番目です。これは条例に当たるところ

ですけれども、議案参考資料にある５６ペ

ージから５７ページの中身で、お聞きをし

たいと思います。 
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 議案第２６号について、確認の意味にな

りますけれども、附則第６条の新型コロナ

ウイルス感染症に感染した被保険者等に

係る傷病手当金についての改正内容が新

旧対照表で示されておりますが、この内容

分かりにくかったので、お聞きをしたいと

思います。 

 以上、４点です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、福住委員

のご質問にお答えします。 

 質問番号１、オンライン資格確認に関す

る手数料の部分に関するご質問にお答え

いたします。 

 委員がご指摘のとおり、一般事務事業の

手数料として、通常のレセプトデータの共

同電算処理に係る手数料などのほかに、オ

ンライン資格確認等システム運営負担金

に係る手数料というものを計上しており

ます。これはシステム運用及び保守を担う

国保連合会に対して、各保険者が負担する

手数料で、被保険者の数に比例する、いわ

ゆる加入者割という形で支払う形を取っ

ております。令和３年度の単価としまして

は、被保険者一人当たり、年額２１．２４

円となっておりまして、令和３年度の推計

被保数を乗じた３６万９，０２３円を計上

させていただいております。 

 以上でございます。 

 続きまして、質問番号２番について、お

答えいたします。 

 本事業は特定健診の受診率向上を図る

ための未受診者に対しての人工知能、いわ

ゆるＡＩとナッジ理論を活用した勧奨は

がきを送付する取り組みでございます。 

 具体的に申し上げますと、未受診者の方

が、当然ながら異なる年齢、性別、職業な

ど、様々な方がおられますが、実は似たよ

うな性格の特性の方がおられまして、例え

ば心配性の方や頑張り屋の方、中にはめん

どくさがり屋の方、そういった方々をＡＩ

データを駆使してグルーピングすること

ができます。このグルーピングされたグル

ープ、それぞれに効果的なメッセージを送

る際に駆使するのが、ナッジ理論という考

え方です。人の行動は不合理だということ

を前提の下、自発的に望ましい行動を選択

するような仕掛けや手法をまとめたもの

を指します。 

 例えば、心配性の方ですと、いろんなこ

とに不安を抱きやすいので、勧奨はがきに

は、Ｑ＆Ａを載せて、不安を解消してあげ

るといった工夫が大事になってきます。 

 ほかにも、めんどくさがり屋の方ですと

「健診時間は１時間もかかりません」とい

った形のメッセージをお伝えすることで、

考えることができます。 

 コロナ禍ということで、閉じ籠もりがち

な状況もございますので、こういった勧奨

はがきによるアプローチは、より重要性が

高まっていくのではないかと思っており

ます。 

 また、ご質問にありました４０歳未満の

方に関しましては、本市においては、若年

者健診がございます。 

 特に、毎年４月に３０歳台の方には、こ

の若年者の方に受診勧奨をしておりまし

て、大体、毎年１，５００名程度の方に受

診勧奨はがきをお送りしております。 

 また、そのほかにも、ヘルスアップの事

業として、今後の特定健診の対象者につな

がるように、自宅に採血の簡易キットをお

送りしまして、ご本人で、少し針を刺して

もらって血を取るんですけども、それをお

送りしまして、その結果がスマホで見れる

ということで、スマホｄｅドックという取
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り組みをしております。こちらも４０歳未

満をメインに実施しているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 畑原課長代理。 

○畑原国保年金課長代理 それでは、質問

番号３、糖尿病性腎症重症化予防事業委託

料についてのご質問にお答えいたします。 

 当該事業につきましては、糖尿病あるい

は、その疑いのある方の重症化の予防とい

うことで、人工透析への移行を未然に防ぐ

ことを目的に実施しております。 

 内容としましては、保健師等の専門職に

よる日常生活面での保健指導、それから保

健センターで行っている保健指導を受け

た２年目以降の方を対象とする栄養指導、

この２本立てとなっておりまして、令和３

年度につきましても、例年同様に実施をし

てまいりたいと考えております。 

 なお、保健指導において、コロナ禍の状

況を踏まえて、対象者が希望すれば、タブ

レットを貸し出すなど、例えばオンライン

での保健指導も選択できるような委託業

務の仕様を見直すことも検討していきた

いと考えております。 

 質問番号３の１回目については、以上で

ございます。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 質問番号４、福住委

員の条例改正に関するご質問にお答えし

ます。 

 参考資料にあります、こちらの改正内容

としましては、新型インフルエンザ等対策

特別措置法等の一部を改正する法律によ

り、いわゆる特措法と言われているもので

すが、新型コロナウイルス感染症の定義に

係る条項である特措法の附則第１条の２

の規定が削除されました。これは国保条例

においても、この新型コロナウイルス感染

症の定義として、特措法附則第１条の２を

引用しているため、定義を具体的に書き下

ろす形に改める改正を行うものでござい

ます。ということで、少し長い文章で書き

下ろす形になりました。 

 なお、本改正の前後で、傷病手当金の対

象となる傷病の範囲等に変更はございま

せん。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 それでは、続きまして、

２回目の質問をさせていただきたいと思

います。 

 １番目の質問ですけれども、オンライン

資格の確認に係る保健所負担の手数料、こ

れについては理解をいたしました。 

 それでは、マイナンバーカードの健康保

険証としての利用ですけれども、オンライ

ン資格確認の運用自体は、令和３年３月か

らの開始予定だったと思います。現段階で

の準備状況について、情報があれば、教え

ていただきたいと思います。 

 ２番目、特定健診未受診者への受診勧奨

対策事業委託についてでありますけれど

も、取り組みの内容は分かりました。この

未受診対策として、注目されている、この

取り組みだと理解をしているところです。

他市も、こういった取り組みをしているの

か。 

 また、どの程度の効果が見込まれている

のか、分かる範囲でお答えをいただきたい

と思います。 

 ３番目です。糖尿病性腎症重症化予防事

業についてですけれども、委託業務の内容

について、お答えいただきました。オンラ

インでも対応できるような、そういったこ

とも考えて、その時々の状況に合わせて対
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応していただく点、非常に大切なことだと

感じます。しっかりと対応をお願いをいた

します。 

 また、昨年の第１回の定例会の民生常任

委員会でもお聞きをしておりますけれど

も、保健指導の対象者は、最終的に１０名

程度に絞られるという現状があります。抽

出段階では、関与が必要な方が最もたくさ

んいる中で、それら保健指導から外れられ

た方へのアプローチ、それに対して、どう

にかできないかということについて、お聞

きをしたいと思います。 

 そのときには、検討する旨といったお答

えがあったと思いますので、その後の取り

組み状況について、お聞きをしたいと思い

ます。 

 それから、条例改正についてであります

けれども、新型コロナウイルスの感染症の

定義に係る改定っていうお話だったと思

います。文言整理に近いことだということ

で、理解をしたいと思います。 

 傷病手当金の対象範囲等に変更はない

ということでありましたけれども、令和２

年度における申請・適用状況や今の適用期

間については、変更がないのか。お聞きを

したいと思います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、福住委員

の２回目の質問にお答えします。 

 質問番号１、オンライン資格確認の運用

開始のタイミングでございますが、国はこ

れまで、令和３年３月開始という形でのア

ナウンスをしてまいりました。 

 しかしながら、ここにきて、令和３年３

月下旬からの運用開始予定と変更になっ

ており、これが現在のところでの最新の情

報でございます。 

 また、医療機関側の準備としましては、

試行的に、全国の幾つかの医療機関が実際

にマイナンバーカードを設置されたカー

ドリーダーで読み取るなどの、いわゆるプ

レテストを行っております。この２月から

３月にかけて、現実的には３月上旬からさ

れているとは聞いております。全国でカー

ドリーダーを申し込んでいる医療機関側

の準備状況で申しますと、病院で３４％、

小さい病院と言いますか、いわゆる診療所

で１９．８％、歯科では２２．４％。この

取り組みに積極的な意向を示しておられ

るのが薬局でありまして、薬局では４６．

１％となっております。最近の新聞報道等

でも、うちの薬局はやっていますというよ

うな記事や広告がありましたが、薬局では、

少しこういった取り組みを、前向きな姿勢

が見受けられます。 

 国は、この３月で約６割程度、令和５年

３月には、おおむねすべての医療機関等で

の導入目標を掲げておられますが、やや現

状は目標とは乖離があるように思います。

国の審議会では、当面はもう既存の保険証

を利用することが最も確実な受診方法で

あるといった意見も出ていますので、被保

険者の方には、柔軟にこういった部分での

利用に対しての周知をしていく必要があ

るのではないかと思っております。 

 本市の準備状況としましては、被保険者

番号に二桁の枝番を付加するためのシス

テム改修は、既に済んでおりますので、４

月以降に発行する、随時発行する被保険者

証に関しましては、この二桁が付与された

証になります。 

 これらオンライン資格確認についての

情報につきましては、市民課や産業振興課

等と連携し、繰り返し広報せっつやホーム

ページ等において、記事を掲載するなどし
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て制度周知に努めていく予定でございま

す。 

 質問番号１は、以上になります。 

 続きまして、質問番号２、特定健診に係

るご質問でございます。 

 今回の委託は、ＡＩやナッジ理論を活用

した取り組みを得意とする専門事業者と

国保連合会による集合契約で、大阪府内の

国保の保険者の手挙げ方式となっており

ます。この取り組みは、令和２年度から始

まっておりまして、１３自治体が既に実施

をしております。令和３年度は、予定には

なりますが、１８自治体が参加すると聞い

ております。 

 効果のほうですが、手挙げ方式での実績

の分析は済んでおりませんが、独自で直接

その事業者と契約をされた近隣の茨木市

の例を申し上げますと、平成２９年度の受

診率で３０．３％から平成３０年度は３３．

１％と、２．８％の上昇という結果が出て

おります。３０％前後の推移を考えますと、

この約３％は、非常に大きなものですので、

本市においても、一定の効果が期待できる

んじゃないかと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 畑原課長代理。 

○畑原国保年金課長代理 それでは、質問

番号３、糖尿病性腎症化予防事業の２回目

のご質問にお答えいたします。 

 実際に保健指導を受けておられる国保

の被保険者の方は、最終的に１０名程度と

いうことで、抽出された方の多くの方は、

保健指導を受けておらず、これらの方への

対応が、これまでずっと課題となってきま

した。 

 もちろん、保健指導の対象となる、この

１０名程度の方については、既に糖尿病に

なっている方などで、病状の深刻度は高い

方が多いわけですけれども、そこまで行か

なくても、糖尿病の発症につながるような

可能性のある方も、抽出された方の中には

たくさんおられますので、そういった方へ

のポピュレーションアプローチが望まれ

ているところでございました。 

 そこで、令和２年度につきましては、糖

尿病性腎症重症化予防の対象者の方を抽

出した際に出てきました糖尿病の発症も

しくは重症化の恐れのある方の中で、レセ

プトデータのない方、１４９名の方に対し、

医療機関へ受診いただくよう、受診勧奨通

知を新たに送付をさせていただきました。 

 この内訳としましては、健診を受診して

はいるんですが、病院に行かれていないと

いう方が５９名、それから健診を受けてお

らず、レセプトデータもない糖尿病の治療

歴がある方、この方で９０名となっており

ます。 

 レセプトデータをストレートに用いる

ことは、センシティブなところがございま

すので、なおかつ、医療機関との連携とい

うのも大事になってきます。 

 そういったところから、これまで取り組

めておりませんでしたけれども、今年度は

こういう勧奨の通知を送るといった取り

組みを実施をしましたので、今後も、少し

ずつこういった取り組みを広げていきた

いと考えております。 

 これらの１４９名の方が実際にその後、

病院に行かれたかどうかは、令和３年度に

入りましたら、レセプトの状況から追跡調

査を行い、勧奨通知の効果測定を行う予定

としております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 質問番号４、２回目

のご質問にご答弁申し上げます。 
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 令和２年度における新型コロナウイル

ス感染症に感染した被保険者等に係る傷

病手当金の申請適用状況ですが、現在のと

ころ、２件の申請適用となっております。 

 なお、傷病手当の支給に対する財政支援

の適用期間について、令和３年３月３１日

までであったところが、同年の６月３０日

までの対象者にも適用するとの国からの

通知があったことから、適用期間について

は、６月３０日までに延長される予定、見

込みとなっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 それでは、１番の質問に

要望させていただきたいと思います。 

 オンライン資格確認の準備状況につい

て、お答えいただきました。 

 いつから開始かが直前まで分かってい

ないというところには、少し不安な点もあ

りますけれども、市の準備のほうは完了さ

れているというお答えだったと思います。

くれぐれも被保険者の皆様にご不便をか

けることのないように、開始に当たっては、

万全を期していただきたいと思います。 

 広報についても、様々な形で、庁内の連

携を基に取り組んでいただいているとこ

ろだと思いますが、やはり高齢者の方にも

分かりやすく、引き続き丁寧な周知を徹底

していただくことを要望したいと思いま

す。 

 ２点目ですね、２点目につきましては、

他市の実績ということでした。隣の茨木市

がそういった効果が出ているということ

ですので、当市でも期待をしたいと思いま

す。 

 光好委員の質問の中でも、この受診率の

低下については、質問をされておりました

し、本市の保健センターの健診には、がん

健診のセット健診があり、がん健診によっ

て重症化の予防や早期発見が期待される

という観点からも、健診は健康への大切な

一歩であると考えます。疾病の予防のため

に、受診者をふやしていくこと、そのとき

に、このことにですね、全力で取り組んで

いただきたいと思います。 

 先ほどのこのナッジ理論を使った専門

業者はですね、この紙ベースで行っている

受診勧奨についても、コストや効率を考慮

する、そういった意味では、デジタル化と

いうことも進めておられるようです。スマ

ホで健診予約や、また結果に基づいたフォ

ローアップも、そういったデジタル化を進

めて、やっているとこもあるそうです。こ

ういう細やかなマネジメントということ

が可能になってきてるそうなので、そうい

ったことを先進的にですね、取り組んでい

る自治体もありますので、まずはですね、

受診勧奨からスタートして、効果的なこの

先々の取り組みにも、ぜひ研究をしていた

だきたいと思いますので、どうぞよろしく

お願いをいたします。 

 それから、３番目ですね、抽出条件に該

当しながらも、保健指導を受けられない方

への新たな取り組みをしていただけると

いうことです。 

 コロナ禍ということで、家に籠もりがち

で、医療機関に行こうという意欲も湧かな

い、そういう状況もあります。ぜひ通知を

受け取った方が病院に受診をしていただ

くことにつながる。そういうことを願いな

がら、期待するところであります。 

 来年度は、実際に病院に行かれたが、効

果測定がされるということですので、また

分かり次第、その結果を教えていただきた

いと思います。 

 本市はですね、割合としては、人工透析
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の患者が府下でも多い自治体と言われて

おりますので、保健指導のハイリスクアプ

ローチや受診勧奨のオペレーションアプ

ローチの両輪でもって、今後とも重点的に

この分野には力を入れて取り組んでいた

だくよう要望させていただきます。 

 ４点目ですね、報道によりましては、新

規の陽性者は減少傾向にあるとはありま

すけれども、２件の申請適用は少ないよう

にも感じます。期間も再度延長されるとの

ことですので、改めて被保険者への周知や

適宜、適切な取り組みを行っていただくこ

とを要望して、以上で質問を終わらせてい

ただきたいと思います。 

○渡辺慎吾委員長 以上で、質疑は終わり

ます。 

 次に、議案第８号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 増永委員。 

○増永和起委員 後期高齢者医療特別会

計の質問を行います。 

 政府はですね、２０２２年度からの実施

ということで、７５歳以上の医療費負担、

窓口負担２割の冷酷な政策を打とうとし

ています。こういう法案を提出をいたして

おります。約３７０万人、これが対象にな

るということですけれども、こういう医療

費２倍化というようなことが行われると、

この高齢者の医療の制度というのは、どん

な影響を受けるものか、お考えをお聞かせ

ください。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 増永委員の質問番

号１にお答えします。 

 現状で分かる範囲でしかお答えはでき

ませんが、委員がご指摘の質問は、昨年１

２月に閣議決定をされた後期高齢者の２

割負担に関することであろうかと思いま

す。 

 条件面等も一定、結論と言いますか、可

決されたことによって、令和３年度に審議

がなされるものと思っております。 

 実際には、令和４年度の下半期から実施

がされるとは聞いておりますが、現状、７

５歳以上の方々、団塊の世代がこれから入

っていきますと、より一層、医療費の増と

いうのは見込まれておりますので、それら

を考慮しての閣議決定であろうかと思い

ます。 

 これらに関しましては、被用者保険並び

に国民健康保険の保険料等々にも影響し

ますので、今後の国の動向を注視してまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 コロナ禍で大変なとき

に、医療費が２倍になっていくということ

では、本当に受診控えが起こって、高齢者

の方々の命が心配な、そういうこの法案で

ございます。まだ決定はしておりませんけ

れども、本来ならば、高齢者の方々の命を

守らないといけない制度が反対に命を脅

かす制度になってしまいかねない。 

 私たち日本共産党は、後期高齢者を年齢

で囲い込んで、医療差別も当初では予定を

されていた。そんなような制度でございま

した。 

 この法案の通過のときには、社会保険で

第３号被保険者だった方々に対しての特

例の保険料減免とかもありましたけれど

も、そういうものも減らされてきて、いよ

いよ本当に高齢者に対して、牙をむいてく

るような、そういう内容だなというふうに

思っております。 
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 この高齢者の制度そのものに対して、日

本共産党は反対をしております。ぜひそう

いう法案を通さないようにということで、

摂津市からも手を挙げていただくように

要望いたします。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 ほかにございますか。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、要望になります

けども、今年度、私のほうが皆さんの代表

ということで、大阪府後期高齢者広域連合

の議会に参加をさせていただきました。 

 他市の方も、いろいろ来られておって、

いろんな勉強をさせていただいて、ありが

たかったかなと思います。 

 先日も、議会がございまして、そこで議

論された点が２点ありました。 

 一つは、この後期高齢者に加入する方の

加入者数がですね、２０２５年をピークに、

まだまだこれからふえていくということ

で、この広域連合の事務方のほうは、私も

行ってから分かったんですけども、各市町

村からの出向で来られて、広域連合の事務

をされているんですね。一部の非常勤の方

以外は。 

 そういう意味で、要は加入者がふえてい

くのに、その職員数で大丈夫なんかという

話があったんですね。 

 本市にとっても、同じことが言えると思

いますので、本市の場合は国保と後期高齢

者と連携して、事務に当たっていただいて

いるんですけども、もう一度、動向をしっ

かり見ていただいて、来年云々っていうわ

けにはいかないと思いますけども、体制を

ですね、しっかり築いていただきたい。こ

れが１点です。 

 もう１点は、健診の受診率についてなん

ですけども、特定健診の受診率と歯科健診

ですね、これらの受診率に差異があるとい

うことで、当然、歯科健診のほうが低くな

ってしまうわけなんですけども、本市でも

同じような傾向があるような話を伺って

おります。 

 そういう意味で、その点ですね、本市も

是正できないものかなということを要望

させていただきます。 

 増永委員のほうからも少しありました

けども、国保から後期高齢者に７５歳にな

ると変わるわけなんですけども、その辺の

仕組みがですね、よく理解できていない方

もいらっしゃいます。 

 そういう意味で、確か７５歳の誕生日に

なる前月に通知が行くような気がするん

ですけども、もう少し早い段階からですね、

国保のほうとも連携取っていただいて、そ

の辺の仕組みが変わるということを少し

でも理解していただけるように進めてい

ただきたいなと思います。 

 もう一つは、毎回お願いしてる点ですけ

ども、国保で言う減免の内容と後期高齢者

で言う減免の内容が変化をしてしまいま

す。今、例えば３人家族で高齢者のご夫婦

二人とご子息が一人とかという形のご家

庭が本市でもふえております。 

 最初は、親二人、子一人、合計３人で国

保に入っておって、例えばお父さんが７５

歳になって一人だけ後期高齢者になって、

国保のほうはお母さんとご子息という形

になってくると、もし国保のほうで、何ら

かの事情で減免を受けてた場合ですね、抜

けて後期高齢者のほうに行かれたお父さ

んのほうは、今までみたいな減免が受けら

れなくなるわけです。 

 そういう意味で、トータルとして、保険

料が上昇してしまうということも少なく

はないような、そういう時代になってきま
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したので、府の云々とか、いろいろあると

思うんですけども、本市の独自と言います

か、市の年齢構成とか、いろいろ考えてい

ただいて、こう段階が、加入する保険の内

容が変わってきてもですね、負担が大きく

かからないように工夫をしていただくこ

とを要望して、以上で終わります。 

○渡辺慎吾委員長 ほかにございますか。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 それでは、後期高齢者の

医療費の一部負担割合について、私からも

質問をさせていただきたいと思います。 

 後期高齢者医療特別会計全般に関わり

ますけれども、後期高齢者の医療費の一部

負担割合の最新の動向を把握している範

囲で構いませんので、教えていただきたい

と思います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、福住委員

の質問にお答えします。 

 先ほどの増永委員へのご答弁と少し重

複する部分もあるかもしれませんが、ご了

承ください。 

 こちらで把握しているところというと

ころでございますと、やはり昨年１２月の

閣議決定を経て、これまでの医療費の一部

負担の割合が１割から２割に引き上げら

れるということは、決まっておりますが、

対象者の所得基準が示されておりまして、

本年の通常国会で審議がなされる予定と

聞いております。 

 先ほどは、少し条件面はお伝えしません

でしたが、具体的な目安としましては、単

身世帯で、まず課税所得が２８万円以上で、

かつ年収が２００万円以上の方、複数世帯

で年収が３２０万円以上と聞いておりま

す。これらの所得水準に当てはまる方とし

ましては、３割負担の方も含めた上位約３

０％程度の所得水準の方になるのではな

いかと言われております。 

 本市で申し上げますと、１割負担から２

割負担に引き上げられるであろうという

方は、現時点での推計では、約１，０００

人から１，１００人程度になるんではない

かと推計しております。 

 施行期日は、令和４年度の後半からの実

施ということですが、未定のところが多い

というのが現状でございます。 

 ただし、それに関しまして、配慮、経過

措置としまして、施行３年間に限っては、

負担増加額の上限を月３，０００円で設定

すると聞いております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 ありがとうございます。

後期高齢者の医療費の一部負担の最新情

報ということで、お答えいただきました。 

 後期高齢者医療の被保険者数は、本当に

増加の一途であります。 

 広域連合会議でも、先々の財政運営面を

考えると、一部負担割合の一定程度の引き

上げは致し方がないというようなところ

もあるのかと思います。 

 まさに、この今、政府がコロナ禍という

現状の中で、苦渋の決断をしたのではない

かと、私自身は考えております。 

 そんな中で、私ども公明党も、この議論

においては、積極的に提案を行ってまいり

ました。最終的に、当初案よりも負担を抑

えたところに落ち着いてきたのではない

かというふうに考えております。 

 ただ、この制度の改正によって、１割、

２割、３割と、自己負担割合が異なってく

る方が出てくることもあって、経過措置も

あるということでありますが、制度への理
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解が追いつかないという方もおられるの

ではないかということは、考えられること

であります。 

 実施期日もまだ先のことではあります

が、ぜひともしっかりその辺の丁寧な対応、

窓口での説明や、また様々な媒体を使って、

制度の周知に行っていただきたいと、その

ことを強く要望して、質問を終わらせてい

ただきたいと思います。 

○渡辺慎吾委員長 以上で、質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩いたします。 

（午後４時 ８分 休憩） 

（午後４時１１分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 休憩前に引き続きま

して、再開いたします。 

 議案第１８号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○渡辺慎吾委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午後４時１１分 休憩） 

（午後４時１２分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開いたします。 

 議案第７号、議案第１３号及び議案第２

７号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 香川委員。 

○香川良平委員 それでは、質問をさせて

いただきます。 

 まず、予算概要の１８８ページでござい

ます。 

 包括的支援事業について、お聞きをいた

します。 

 先の代表質問において、安威川以南地域

に新設される地域包括支援センターの支

所について、その場所、設置場所や運営体

制について、ご答弁がありました。本日は、

その他の関連について、お聞きをしたいと

いうふうに思います。 

 まず、自動扉保守点検委託料４万４，０

００円、地域包括支援センター事務所開設

委託料１００万円について、新たに予算計

上されておりますが、その内容について、

お伺いをいたします。 

 次に、予算概要、１９０ページでござい

ます。 

 家族介護支援事業のひとり歩き見守り

支援補助金１９万８，０００円について、

お聞きをいたします。 

 まず、１回目、この取り組み内容につい

て、お伺いいたします。 

 以上、２点です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号１でござ

います。 

 包括的支援事業についてでございます。 

 自動扉保守点検委託料は、新鳥飼公民館

の旧市民サービスコーナーの入り口に設

置されているガラス製の自動扉の保守点

検を行うための費用でございます。３か月

に１回の点検を予定しておりまして、支所

の運営開始時期にもよりますけども、年４

回の保守点検費用として計上をさせてい

ただいております。 

 地域包括支援センター事務所開設委託

料でございますが、新鳥飼公民館の旧市民

サービスコーナー入り口のガラスに書か

れております鳥飼市民サービスコーナー

という表示の変更や案内看板の変更など、

支所の開設に伴う各種作業の委託費用と

なっております。 



- 71 - 

 

 必要な作業内容につきましては、今後、

社会福祉協議会等の打ち合わせを行って

まいりたいと考えております。 

 続きまして、家族介護支援事業について

でございます。 

 認知症により、ひとり歩き、以前は徘回

と呼んでおりましたけども、今はひとり歩

きと呼んでおりまして、ひとり歩きの心配

がある高齢者の方について、申請に基づい

て、１０枚１セットのＱＲコードつきシー

ルを交付いたします。交付したＱＲコード

シールは、ひとり歩きを行うご本人のつえ

やかばん、財布など、ふだん使っておられ

る物に貼りつけていただきます。そしてひ

とり歩きをしている高齢者を発見された

方がＱＲコードをスマートフォンなどで

読み取りますと、事前に登録された高齢者

の家族のメールアドレスへ、その方の発見

した場所の地図情報が自動で送信されま

して、併せて簡単なメッセージが送信され

るものでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 ありがとうございます。 

 それでは、２回目でございます。 

 地域包括支援センターの委託料につい

て、ご答弁から理解をいたしました。 

 この地域包括支援センターの支所の運

営開始時期っていうのは、いつ頃を予定さ

れているのか、お聞きしたいというふうに

思います。 

 次に、ひとり歩き見守り支援補助金につ

いてであります。 

 ＱＲコードをスマートフォンで読み取

ると、事前に登録されたメールアドレスへ

場所ですかね、地図情報表示されるという

ことで、理解をいたしました。 

 このＱＲコードつきシールなんですけ

れども、周知方法について、どのように行

っていくのかというのが気になりますの

で、２回目お聞きしたいというふうに思い

ます。 

 ２回目、以上です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号１でござ

います。 

 運営開始時期ということでございます

が、電話やインターネットの開通工事であ

りますとか、使用するシステムの環境構築、

市民の皆様への周知や引っ越し作業など、

一定の準備を経て運営を開始したいとい

うふうに考えておりまして、支所の運営開

始は、令和３年度の遅くとも下半期、１０

月からとは考えておりますが、なるべく早

く運営開始ができるように調整してまい

りたいというふうに考えております。 

 続きまして、家族介護支援事業でござい

ます。 

 現在、認知症によりひとり歩きをしてい

る高齢者を発見した方は、その高齢者の身

元が分からない場合、警察にご連絡をして

いただく場合が多いと思います。 

 ですので、摂津警察にシールの内容や使

い方などについて、説明をする予定でござ

います。 

 その他、広報誌やホームページ、地域福

祉通信等の広報誌媒体を通じて、幅広く周

知を行うとともに、認知症サポーター養成

講座がありますので、その講座を通じて、

認知症の人やその家族を見守る支援者の

方々への周知を行ってまいりたいと考え

ております。 

 また、民生児童委員や校区福祉委員、自

治会、老人クラブ、社会福祉協議会、介護

保険事業者連絡会などの関係機関にも随

時周知を行ってまいりたいと考えており



- 72 - 

 

ます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 ありがとうございます。 

 ３回目で終わります。 

 地域包括支援センターについてであり

ます。 

 支所の運営開始っていうのは、下半期、

遅くとも１０月からというふうにご答弁

いただきました。計画どおり運営開始がで

きるように、しっかりと担当課として取り

組んでいただきたいなというふうに思い

ます。要望です。 

 次に、ＱＲコードについてでございます。 

 摂津警察初め、関係機関にもしっかり周

知を行っていくということで、理解をいた

しました。 

 この周知徹底をしっかりしていただき

ますように要望をいたします。 

 以上で、質問を終わります。ありがとう

ございます。 

○渡辺慎吾委員長 ほかにございますか。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 私のほうからは、全部で

５点、質問をさせてもらいたいと思います。 

 まず、質問１です。 

 予算概要１８６ページ、介護予防・生活

支援サービス事業におきましてですね、２

億３，９４４万円ですか、予算計上されて

おりますけれども、改めて前年度と比較し

ますと、３，０００万円弱ですか、減額さ

れておりますので、その理由について、ま

ず１回目お聞かせください。 

 質問番号２、予算概要１８８ページ、介

護保険啓発事業ですね。 

 介護保険制度の啓発、広報誌編集の委託

料というところで、９３万５，０００円で

すか、計上をされてたかと思います。 

 これは、今回新たに計上されていると認

識しておるんですけど、まずは取り組みの

内容について、１回目、ご答弁お願いいた

します。 

 質問番号３、予算概要の１８８ページ、

介護予防普及啓発事業で、２７９万７，０

００円ですか、計上されておりまして、そ

の中でですね、報奨金として１２万５，０

００円が計上されております。これはです

ね、令和２年度からの新しい取り組みであ

る健康・生きがい就労トライアルの講師料

が含まれてるかと私は認識しておるんで

すけれども、この健康・生きがい就労トラ

イアルですね、令和２年度からというとこ

ろでの分かる範囲での実績とですね、あと

令和３年度の取り組みについて、併せてお

聞かせいただきたいと思います。 

 質問番号４番目、予算概要の１８８ペー

ジです。 

 認知症総合支援事業というところにつ

いてお聞きしたいんですけれども、令和３

年度予算はですね、令和２年度に計上され

ていた会計年度任用職員報酬と費用弁償、

あるいは消耗品というのがなくなってま

して、また新たにですね、認知症総合支援

事業委託料というところが５２２万８，０

００円、計上されております。このあたり、

前年度との違いがございましたんで、この

内容について、１回目お聞かせいただきた

いと思います。 

 最後、質問ナンバー５番目です。 

 予算概要１９０ページ、家族介護支援事

業というところで、認知症見守り支援につ

いて、今、香川委員よりですね、この内容

と周知方法等々、質問があったと思います

けれども、私のほうから、この対象者がど

ういう方で、優先順位と言いますか、どう

いった方からそういったことのサービス
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が開始されるのかというところの点と、も

し人数、見込みがございましたら、そのあ

たりについてお聞かせください。 

 １回目、以上です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号１でござ

います。 

 介護予防・生活支援サービス事業でござ

います。 

 介護予防・生活支援サービス事業は、要

支援認定者や事業対象者の通所介護サー

ビス、訪問介護サービス、訪問型サービス

Ａ、通所型サービスＣなどに係る給付でご

ざいます。 

 令和２年度は、第７期の最終年度であり、

第８期の介護保険事業計画の策定に当た

り、給付実績を精査した結果、低くなって

おります。 

 令和２年度の給付が伸びていない要因

の一つといたしましては、やはり新型コロ

ナウイルスの感染防止のため、通所介護サ

ービスを中心に、サービスの利用を自粛す

る利用者が一定数いたということで、分析

をしております。 

 続きまして、質問番号２番でございます。 

 介護保険啓発事業についてでございま

す。 

 毎年１１月に開催しております介護の

日イベントのオンライン開催に係る動画

作成や作品展のオンライン投票管理機能

の作成、及び各コンテンツの市のホームペ

ージなどのインターネット上への掲載管

理を委託するものでございます。 

 続きまして、質問番号３番でございます。 

 介護予防普及啓発事業についてでござ

います。 

 健康・生きがい就労トライアルは、高齢

者が役割を持って社会に参加するという

ことで、高齢者自身が健康を維持し、いつ

までも元気に過ごしていただくことを目

的として、市内の特別養護老人ホームの介

護職員の介護の補助を担っていただくと

いうものでございます。 

 就労時間につきましては、１回当たり２

時間、１週間に２回、期間につきましては、

３か月間と定めることで、高齢者が働きや

すい仕組みとしております。 

 また、就労に対する賃金につきましては、

各施設と高齢者との契約により、直接支払

われるということになります。 

 元気な高齢者がその豊富な知識と経験

を生かして、支える側となって活躍いただ

くとともに、介護職員が専門的な業務に専

念できるなどの効果も期待されるもので

ございます。 

 令和２年度の実績でございますが、令和

３年３月３日にですね、先週でございます

が、市民を対象とする説明会を行いまして、

１１名の市民の方が参加をしてください

ました。 

 今後はですね、新型コロナウイルス感染

症の状況を踏まえつつ、介護施設への現場

説明会、就労が行われる予定でございます。 

 そして、今回の第１回目の説明会から就

労までの取り組みが終わりましたら、今回

の取り組みを振り返った上で、令和３年度

中に第２回の説明会を開催してまいりた

いと考えております。 

 続きまして、質問番号４番でございます。 

 認知症総合支援事業についてでござい

ます。 

 認知症総合支援事業につきましては、平

成３０年４月に、高齢介護課に認知症初期

集中支援チームを設置するとともに、認知

症地域支援推進員を配置をしまして、市直

営で運営の開始をいたしました。 
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 認知症初期集中支援チームにおきまし

ては、認知症サポート医、保健師、社会福

祉士という専門職が認知症が疑われる人

や認知症の人、そのご家族を訪問して観察、

評価を行った上で、家族支援の初期の支援

を包括的、集中的に行って、自立生活のサ

ポートを行っております。 

 認知症地域支援推進員は、地域の支援機

関の連携づくりや認知症ケアパス、認知症

カフェ、社会参加活動などの地域支援体制

づくり、認知症の人やそのご家族を支援す

る相談業務等を行っております。これらを

令和３年度以降、認知症を含めた高齢者の

総合相談に係る対応を行っております地

域包括支援センターの業務と一体的に行

うという観点から、地域包括支援センター

の業務を担っている社会福祉協議会に委

託をするというものでございます。 

 続きまして、質問番号５番、家族介護支

援事業でございます。 

 対象者ですが、ＱＲコードつきシールの

交付対象者につきましては、６５歳以上の

摂津市民で、ひとり歩きの心配がある方と

いたしますが、６５歳未満であっても、若

年性認知症で要介護認定をお持ちの方に

ついても対象とする予定でございます。 

 摂津市では、認知症によりひとり歩きが

発生した際に、摂津市内で活動する介護事

業者や郵便局などに情報提供を行い、仕事

の中で可能な範囲で捜索にご協力をいた

だく認知症高齢者等ひとり歩きＳＯＳネ

ットワークを実施しております。このネッ

トワークには、現在９１名の高齢者が登録

をされております。 

 ＱＲコードつきシールの交付対象者に

つきましては、この認知症高齢者ひとり歩

きＳＯＳネットワークの登録者数を踏ま

え、令和３年度予算におきましては、入院

されている方などを除いた８４名分を計

上いたしております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 それでは、２回目の質問

に移らさせていただきます。 

 質問番号１ですね、介護予防・生活支援

サービス事業において、減額されている理

由について、お聞かせいただきました。コ

ロナ禍の影響もあるという認識だったと

思います。 

 要は、サービスの利用を自粛した人がお

るということですね。 

 第８期のプランのパブリックコメント、

確認をさせていただいたんですけども、訪

問型サービスＡの人数の見込みが確か１

５人となっていたんです。 

 今の利用数より、多くなっているような

印象を受けたんですけれども、改めて現在

のですね、訪問型サービスＡ並びに通所型

サービスＣ、毎回いろいろ聞かせていただ

いていますけども、利用人数についてです

ね、お聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、質問番号２、介護保険制度

啓発広報編集委託料の内容についてです

ね、お聞かせいただきまして、いわゆる介

護の日のイベントのインターネット上で

の記載管理の委託ということであったと

思います。 

 令和２年度もですね、この介護の日のイ

ベントをオンラインで実施していたかと

認識しておるんですけれども、令和３年度

ですね、同じような形で実施するのか、も

し何か手を加えられて工夫する点などは

ございましたらご紹介いただきたいのと、

改めて効果についてどのように捉えられ

てるのかというのを２回目、お聞かせくだ

さい。 
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 質問番号３番目です。 

 健康いきがい就労トライアルのところ

で、令和２年度の実績と令和３年度の取り

組みということをお聞かせいただきまし

た。令和２年度は３月３日ですか、先日説

明会が行われて、１１名が参加されたとい

うご答弁やったと思います。これから進め

ていかれるということだったと思います。 

 これは、本市として新たな取り組みであ

るというふうに私は認識しておりますし、

ぜひ頑張って進めていただければなとい

うふうに思ってます。 

 ご答弁にもありましたけど、やはり元気

なシニア世代といいますかね、技術・技能

を持ってはる方々の生きがいを持ってや

れる、あるいは社会参加できる仕組みであ

るというふうに私は考えておりますので、

期待できる取り組みかと思いますので、ぜ

ひ引き続き頑張って取り組んでいただき

たいなと思います。これはもう要望として

おきます。 

 続きまして、質問番号４番目です。 

 認知症総合支援事業委託料の内容につ

いてお聞かせいただきました。いわゆる職

種中心チーム、業務が社会福祉協議会に委

託されるものということですね。理解いた

しました。この社会福祉協議会に委託する

ことによっての効果、先ほどもご答弁あっ

たかもしれませんけれども、改めて効果に

ついてお聞かせいただきたいと思います。 

 最後、５番目です。 

 質問番号５、認知症見守り支援について。

対象と人数の見込みについて理解いたし

ました。８４名ということで、ひとり歩き

ＳＯＳネットワークというのがあるのは

私知りませんでしたけども、そういった方

たちを対象にやっていく、やられるという

ことを理解しました。 

 同様の支援ですね、いろいろ調べてみた

んですけど、他市でも展開されているよう

ですね。実は先週も我々の会社の近くでひ

とり歩きされてる方がいて、たまたまそう

いうのを見かけて、これからそういった方

ね、シールが付くようになるんやなという

ことになれば、私も、もう既に会社で「ひ

とり歩きしてたら何かＱＲコードが付い

ているから、そういうのをこれから見るよ

うにしてくれって」言ってるんですけども、

そういった意味では非常に有効な取り組

みやと思いますし、香川委員の質問にもあ

りましたけど、やはりそういった方のこと

も広くＰＲしていただいて、使っていただ

けるようにしていただければと思います。 

 地域でみんなで支えていく体制作りと

いうのをしていっていただければなと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 ２回目、私のほうからは以上です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号１でござ

います。 

 訪問型サービスＡにつきましては、シル

バー人材センターと株式会社布亀の２者

に委託をしまして、掃除や洗濯、買物など

の生活援助を行っております。 

 訪問型サービスＡの実績でございます

が、シルバー人材センターが令和２年１２

月の時点でございますが、実績が、利用者

がお一人、延べ利用回数が２３回、株式会

社布亀の利用者が３名、延べ件数は５５回

でございました。 

 また、通所型サービスＣにつきましては、

保健センターを事業者として指定してお

りまして、リハビリの専門家が一人一人に

合ったプログラムを作成し、３か月もしく

は６か月の集中的な運動指導等が実施さ

れる短期間のサービスでございます。令和



- 76 - 

 

２年１２月時点での実績は、利用者が３７

名、延べ件数は１６８回でございます。 

 続きまして、質問番号２番でございます。 

 令和２年度は新型コロナウイルス感染

拡大防止のために、急遽オンラインでの開

催となりました。特設サイトのコンテンツ

を市内の介護保険施設利用者の作品展コ

ンテストのオンライン投票、介護保険事業

者の施設紹介、感染症対策の動画、介護現

場で働く人たちへのインタビュー記事と

して作成・掲載管理を業者委託でしました。 

 ホームページの閲覧数ですが、令和３年

２月末で４，００２件、令和元年度のコミ

ュニティプラザで開催をした介護の日イ

ベントの来場者数は、１,５００人でござ

いましたけども、それと比べると約２．７

倍となっております。 

 令和３年度のイベントの開催でござい

ますが、新型コロナウイルスの状況にもよ

りますが、対面式とオンライン形式の両方

での開催を現在検討しております。 

 三つのコンテンツの概要は、ほぼ同じで

すが、令和２年度の動画撮影では、コロナ

禍の影響で施設内部に立ち入りができな

いということの制限があったため、令和３

年度での動画撮影では、介護サービスを受

けている様子がより分かりやすい動画の

撮影でありますとか、介護保険を利用する

までの実際の手続の流れでありますとか、

こういったことを動画で分かりやすく説

明をしたいと思っております。 

 介護職員のインタビューにつきまして

も、さらに介護の仕事への興味や魅力を感

じてもらえるような内容にしまして、介護

人材の確保につながるようにしたいとい

うことも考えております。 

 また、令和２年度は契約の関係上、動画

の使用制限がございましたが、令和３年度

は著作権を市に帰属させることで、例えば

出前講座や介護就職フェアなどの介護の

日イベント以外での事業の動画利用も検

討しております。 

 続きまして、質問番号４番でございます。 

 認知症総合支援事業を社会福祉協議会

に委託することによりまして、次の３点の

効果があると考えております。 

 １点目は、認知症を含めた高齢者の総合

相談窓口である地域包括支援センターが

初期集中支援チームの事務局を担うこと

で、総合窓口が一つになって、支援を必要

とする高齢者やそのご家族が早期に相談

を行い、早期な対応につながるという点で

ございます。 

 ２点目は、地域包括支援センターが認知

症サポート医による定期的な助言を受け

ることで、地域包括支援センターの対応力

の強化がされる点です。 

 三つ目は、社会福祉協議会のらくらくカ

フェ、ふれあいサロン、いきいきリハサロ

ンなど、小地域ネットワーク活動と連動し

た認知症の人や、そのご家族を支援する質

の高い地域福祉の構築が図られる点でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。

それでは３回目の質問にさせていただき

ます。 

 質問１でございます。 

 介護予防・生活支援サービス事業につい

てですね、訪問型サービスＡ、通所型サー

ビスＣの利用人数、理解いたしました。先

ほどシルバー人材センターと布亀株式会

社の利用者も聞きましたけども、一人とか

３人、４人ということですよね。少ないよ

うな気がします。今後、具体的にどのよう
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にして利用者を増加させていくのかとい

うところ、最後お聞かせいただきたいと思

います。 

 質問番号２番目です。 

 介護の日イベント、オンラインでの実施

内容、その狙い、効果をお聞かせいただき

ました。令和２年度は急遽オンラインにな

ったというところで、三つのコンテンツで

すかね、実施されたということで、オンラ

インになったことによって２．７倍ですか、

４，００２件の閲覧数があったということ

で、すごい効果があったんじゃないかなと

いうふうに思います。 

 また、ご答弁の中で令和３年度、いろい

ろ工夫されたということで、介護人材の確

保、あるいは介護の日イベント以外の事業

でも動画利用を検討しているということ

です。そういった意味では、さらに効果を

高めていくべきだと思いますので、広く周

知する必要があるかと思います。 

 特に、どう取り組んでいくかというとこ

ろをお聞きしたいんですけど、周知方法を

中心にお聞かせいただければと思います。 

 質問番号４番目です。 

 認知症総合支援事業においてですね、社

会福祉協議会への委託相談と効果につい

てお聞かせいただきました。ありがとうご

ざいます。 

 今まで、本当に市民にとってどちらに相

談していいか分からんかったというふう

に思うんですけども、ご答弁にありました

ように、社会福祉協議会に委託することに

よって、地域包括支援センターが窓口が一

本化されたということで、いいことだなと

いうか、早期対応が実現できるというふう

に思います。 

 また、社会福祉協議会でのいろんな活動

と連動していくことができるというふう

に思いますので、非常に効果的であると感

じました。 

 本当に支援が必要とされる方々に対し

て、地域包括支援センターが総合的に相談

サービス拠点として構築されていくよう

に、引き続き取り組んでいただければとい

うふうに考えておりますのでよろしくお

願いします。これはもう要望としておきま

す。 

 ２点、お願いいたします。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号１でござ

います。 

 利用者の増加でございます。令和３年度

から訪問型サービスＡ及び通所型サービ

スＣの周知拡大を図ることを目的に、新た

な取り組みといたしまして、要支援認定者

及び事業対象者への結果通知に訪問型サ

ービスＡ、通所型サービスＣの案内チラシ

を同封させていただきまして、制度を案内

するとともに、老人クラブなどの高齢者団

体に同様のチラシを配布することで、制度

を広く知っていただいて、この制度を必要

とされている方への利用増加につなげて

いきたいと考えております。 

 続きまして、質問番号２番でございます。 

 周知方法でございますが、周知方法は例

年行っている広報誌及びホームページへ

の掲載と、ポスター、チラシを介護施設、

公共施設、市の掲示板に掲示することに加

えまして、新たにつどい場での配布やＬＩ

ＮＥでの摂津市からのお知らせを行うこ

とを予定しております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。 

 ４回目、要望とさせていただきますけど
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も、質問１番目のアプローチですね、サー

ビスのよさ、増加についてアプローチ、お

聞かせいただきました。新たな取り組みと

して、サービスのチラシを同封するという

ことですね。広く周知されるということで、

理解しました。 

 この利用されてる人、まだまだ少ないと

思いますけど、必要とされてる方いらっし

ゃるというように思いますので、本当に特

に訪問型サービスＡですか、利用者の伸び

がないのは、周知方法に問題というか課題

があるというふうに私思っておりますの

で、ぜひよろしくお願いいたします。 

 今後も、利用者の方々にサービス内容を

よく理解していただくということも重要

になるかと思いますので、ぜひ丁寧に対応

いただけますようによろしくお願いいた

します。要望としておきます。 

 質問番号２です。さらに効果を高めるた

めの周知方法を中心にお聞かせいただき

ました。コロナ禍という状況の中でいろい

ろ工夫されながら取り組まれてるという

ふうに認識しておりますけども、やはりそ

ういった状況に即したといいますか、やり

方を模索しながらやることが重要だと思

いますので、これからもまた丁寧に、ある

いは工夫しながら取り組んでいただけれ

ばというふうに思います。これも要望とし

ておきます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 ほかにございますか。 

 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、介護保険特別

会計についての質問を行います。 

 まず、質問番号１番。 

 補正予算書の３ページ、基金の積立金が

あります。２０２０年度の基金残高、これ

で幾らになるんでしょうか。２０１９年度

と比べてどうでしょうか。 

 介護保険は、３年がサイクルです。最初

の年は黒字になる、次の年はとんとんとい

うことで、最後の年は、今回ですけれども、

赤字になるというのが一応介護保険の基

金の使い方ということになっております

が、この点から見ていかがかということも

聞きたいと思います。 

 質問番号２番です。 

 補正の４ページ、繰越明許費に大阪府地

域医療介護総合確保基金というのがあり

ます。このことについても教えてください。 

 質問番号３番です。 

 予算書１０ページ、第１号被保険保険料、

２０２１年度の保険料ですね、第８期、こ

れがスタートするわけですけれども、この

保険料が一体どんなふうになるのか、教え

てもらいたいと思います。 

 質問番号４番です。 

 摂津市は、保険料の独自減免、これがあ

ると思うんですけれども、その内容と利用

者数ですね、これについて教えてください。 

 質問番号５番です。国の保険者機能強化

推進交付金、それから保険者努力支援交付

金、この二つについて、それぞれ内容を教

えていただきたいと思います。 

 また、どんなふうに使えるのか、それに

ついても教えてください。 

 質問番号６番です。２０１９年度から、

基本チェックリストというものが要介護

認定に代わって使えるというふうなこと

が決まっています。この間の使用は何件あ

ったのか、教えてください。 

 質問番号７番です。要支援の方々は、総

合事業ということで、市が責任を持って行

うということになっています。今まで摂津

市は、きちんとそういう方々に要介護認定

をして、要支援であると、要介護はもちろ
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ん要介護、要支援は要支援って認定をして、

そこに対しての必要な専門的なサービス、

支援が必要な人ということで認定してる

わけですから、要支援の方々には必要なサ

ービスをきちんとやっていきますという

ことでお知らせいただいていたと思いま

す。 

 支援が必要な方が専門的なサービスを

受けることで、介護度が大きく進むことを

遅らせるとか、そういうことが大切な介護

保険全体の事業の問題を考えても、大事な

ことやと思うんですね。元気な高齢者の方

が元気に過ごしていただける、この制度と

はまた別に、きちんと支援の必要な方に必

要なサービス、このことについての理念で

すね、これについてもう一度お伺いをした

いと思います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 基金の積み立てで

ございます。 

 令和元年度末は６億３，１１３万６，５

７３円でございました。約６．３億円でご

ざいます。令和２年度末の予定でございま

すが、６億７６２万７，４９３円、約６．

１億円となっております。令和２年度は第

７期の最終年度ということで、基金を取り

崩しまして、黒字を確保しようとしており

ます。取り崩す予定ですが、その結果約６．

１億円残るということで考えております。 

 質問番号２番、繰り越しでございますが、

こちらは認知症高齢者のグループホーム

ということで、建設中でございます。本来

であれば、この年度末で完成であったんで

すけども、安威川以南地域で建設中という

ことで、ただコロナ禍の影響でございまし

て、建設資材が入ってこないとか、働く方

が集まりにくいというような状況もござ

いまして、繰り越しの手続をさせていただ

いております。 

 繰り越した結果、サービス開始につきま

しては今年の８月頃のサービスの開始で、

グループホームが開設できるのではない

かというふうに考えております。 

 保険料についてでございます。保険料に

つきましては、令和３年度から令和５年度

までの保険料につきまして、基準額を現行

の年額６万９，４８０円から年額７万５，

３６０円、５，８８０円、月額にしまして

は５，７９０円から６，２８０円、４９０

円の増となります。 

 こちらは、後期高齢者が増加をしている

ということで、介護を必要とする方も比例

して増加してまいります。介護給付費につ

きましては、平成３０年度が前年度と比べ

て４．９％、令和元年度が８．４％、令和

２年度、今年度がまだ見込みでございます

けども、令和元年度に比べますと４％程度

増加するのではないかと見ております。令

和２年度は、新型コロナウイルスの利用の

自粛の影響が出ておりまして、感染拡大が

なければ、さらに増加していたことが想定

されます。 

 このような中、第８期の伸び率を精査し

た結果、令和３年度は令和２年度に比べて

６．１％、令和４年度は７．７％、令和５

年度は７．９％と伸びを予想しております

ので、保険料の改定をさせていただいたと

いうことでございます。 

 質問番号４番でございます。 

 保険料の独自減免でございます。内容に

つきましては、現在独自減免につきまして

は令和２年度で１６人になっておりまし

て、令和元年度で１３人となっております。 

 独自減免の内容につきましては、保険料

段階が第２段階、または第３段階の保険料
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が賦課される方で、年間収入が一人世帯で

１２０万円以下である、ほかの扶養親族と

されていない、居住用以外の土地、建物を

有していない、預貯金が３５０万円以下で

あるという、四つの全ての要件を満たす方

が対象となっておりまして、申請月から年

度末の期間について、保険料月額を第１段

階まで減額をするということとしており

ます。 

 質問番号５番でございます。 

 保険者機能強化推進交付金、介護保険保

険者努力支援交付金でございます。両方の

交付金ですが、高齢者の自立支援、重度化

防止に向けた取り組みを支援する交付金

であることに変わりはありませんが、介護

保険保険者努力支援交付金は、介護予防・

健康づくりに資する取り組みを重点的に

評価している交付金となっております。 

 使途としましては、保険者機能強化推進

交付金が一般会計で行う予防の取り組み

など、広く活用できる一方で、介護保険保

険者努力支援交付金は特別会計の予防・健

康づくりのみに活用できるものとなって

おります。 

 質問番号６番でございます。 

 チェックリストでございます。件数でご

ざいますが、令和２年度で１２月末日現在

ですが、２８人となっております。新規の

方でチェックリストを選択された方が２

０名、更新時にチェックリストを選択され

た方が８名でございました。 

 ちなみに、令和元年度につきましては４

２人でございまして、新規の方が６名、更

新の方が３６名でございます。 

 質問番号７番でございます。 

 総合事業でございます。必要なサービス

に専門的な方がされるということで、今後

も、第８期につきましても現行相当のサー

ビスを継続していくことに変わりはござ

いません。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 ２回目の質問をさせて

いただきます。 

 質問番号１番です。 

 基金の繰り入れを行って、せっつ高齢者

かがやきプランで来季の保険料を算定す

るということをされたと思うんですけれ

ども、基金残高を全て取り崩してというこ

とになるのでしょうか。もう一回そこのと

ころを教えていただきたいと思います。 

 質問番号２番です。 

 グループホームを新たに作って、８月か

らスタートしたいということです。今まで

もいろいろな施設の建設ということを考

えておられたと思うんですけれども、なか

なか前に進まない、グループホームはやっ

と形になったと思うんですが、これからも

計画があるのではないかと思うんですが、

その見通しですね、それについて第８期で

どういう計画を立てているのか、そのこと

についても教えてください。 

 質問番号３番です。 

 基準月額で６，０００円超えというのは、

本当に高いなというふうに思います。基準

額というのは、本人は非課税の方ですね、

年金をもらってはっても、その年金額が課

税にならないという方で、介護保険料とい

うのは年金から天引きをされますので、ご

本人は年金が非常に少なくなるというこ

とになります。本当に悲鳴が上がっていま

す。 

 この月額の６，０００円を超えてるとい

う分で、この北摂７市で行くと、どれぐら

いになるのか、値上げをしなかった市はな

かったのか、その辺をお答えいただきたい
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と思います。 

 質問番号４番です。 

 大変高い保険料になってると思うんで

すけれども、基準額が上がるってことは、

ほかも全て上がっていくんですね。その割

に、独自減免の利用者が少ない、１３人と

か１６人とかいうお話でした。この摂津市

の独自減免、おっしゃったように、貯金が

幾らあるかとか、そんなことは分かりませ

んけれども、所得段階でこの人が対象にな

るかならないか、そういうことは大体分か

ると思うんですよ。 

 もう広げて、利用ができる人をふやすと

いうようなことを何か考えておられない

のか、知らないで、せっかくできるのにや

ってないわというような方もいらっしゃ

るんじゃないかと思うので、そこのところ

を教えてください。 

 質問番号５番です。保険者機能強化推進

交付金、保険者努力支援交付金、それぞれ

国がそれぞれの市町村を点数を付けて渡

す交付金です。これは、もちろん高齢者の

皆さんがもっとお元気になっていただく、

そのことについて努力をするということ

は非常に大事なことだと思うんですね。 

 でも、高齢者の皆さんがどんどんと努力

をすれば、もう介護は要らなくなった状態

になることは、それもなかなかない話だと

思うんですよ。悪くなっていくのを何とか

ゆっくりするというのが、普通の状態では

ないかなというふうに思うので、そのため

に一生懸命ヘルパーもケアマネージャー

も頑張っていただいていると思うんです

けれどね。 

 この制度をつくっていく背景には、やは

り介護保険料の抑制ということを国が考

えている、高齢者がたくさんふえてくる中

で、財政的に支出を抑えるという背景があ

って、こういうものがつくられて、市町村

にお金を配って、頑張ったらぎょうさんあ

げるよと。そうでなかったら減らすよとい

うふうなことで、やっている。それを一生

懸命必死にやる市町村の中には、卒業と言

って、本当は介護の制度が必要な、支援が

必要な方まで、その制度から放り出してし

まうというようなことも現実に起こって

います。そういうことがあっては決してな

らないというふうに思うんです。ここにつ

いての考えを伺いたいと思います。 

 質問番号６番です。 

 基本チェックリストですね、この基本チ

ェックリストについても、人数的にはそう

多くないなというような、お話を聞いてて

ね、思ったんです。でも、要介護認定をし

っかり受けていただいて、お医者の、ちゃ

んと必要な助言とかそういうものもいた

だいて、ケアマネージャーがそれに基づい

たちゃんとしたケアプランを作っていく

ということが、本来必要だと思うんですけ

ど、チェックリストだとそういうところが

省けてしまいますね。１回受けたら、介護

認定は更新というのがあってね、その都度

その都度受けるということになります。と

ころが、基本チェックリストは１回受けた

ら、よっぽど本人からもう一回とかね、状

況が悪くなってというようなことがなけ

れば、そのままずっと、１回受けたらそん

で終わりというふうなことになっていく

わけですね。 

 新規の方々がたくさんこの基本チェッ

クリストに流れていくというのは、気にな

りますね。２８人のうち２０人が新規だと。

以前のご説明では、更新で一定もう症状が

大体分かってて、介護ヘルパー、ケアマネ

ージャーも付いていて、この人は基本チェ

ックリストであっても大丈夫だろうとい
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うような方々を主にチェックリストにす

るんだというふうなご説明いただいてた

んですけど、今はそれが逆転してる、数字

の上でということだと思いますので、そこ

のところの説明をお願いします。 

 それから、総合事業についてです。必要

な方にちゃんと必要な支援をということ

を、第８期もやっていただけるということ

だと思います。緩和された基準のサービス、

株式会社布亀やシルバー人材センターが

やっていただいてる分ですね。そこはちゃ

んとした、ヘルパーが資格を取ってやるの

ではなくて、それも簡易な形の試験を受け

た方が行くというふうなことになってる

と思います。要支援じゃない方々にとって

は、すごく使っていただいたらいいと思う

んですけれども、やはり認定が下りている、

要支援の方々にそういう形で専門家でな

い人をどんどん回すということについて

は、非常に問題があるのではないか、専門

的な知識がない中で、病状が進んでいって

も分からないとかね、そういうこともある

のではないかという懸念があります。ここ

については抑制的に行っていただきたい

と思います。 

 Ｃ型のほうは、リハビリ専門ですという

ことですので、それは結構だと思っており

ます。また、ボランティアＢ型ですね、こ

れを導入されるおつもり、これはないのか

ということについてお聞きしたいと思い

ます。 

 以上、２回目です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号１でござ

います。 

 基金の取り崩しの考え方でございます。

令和２年度末、約６．１億円ということで

ございまして、ただ令和３年度、予算編成

が終わりましたので、令和３年度末としま

しては６億４，８８９万５，７２０円でご

ざいまして、約６．５億円、令和３年度末

で現在予定をしております。 

 そのうち、第８期の保険料につきまして

は、ここから約６．５億円あるんですけど

も、６億３，４５０万円、最終的に取り崩

しをさせていただこうという見通しをし

ております。ですので、６億円より少し多

くなってしまったんですけども、６億３，

４５０万円を取り崩しを予定しておりま

す。 

 これによりまして、一人当たりの保険料

を８２１円の抑制をさせていただきまし

た。 

 質問番号２番でございます。 

 グループホームでございます。施設建設

につきましての見通しでございます。以前

から第７期、期間中でも三つの建設を計画

しておりまして、小規模の特別養護老人ホ

ームというものと、看護小規模多機能型居

宅介護というものと、認知症対応型グルー

プホームということでございました。 

 認知症対応型グループホームにつきま

しては、現在建設中で、サービス開始の見

込みが立ってきたということでございま

す。 

 看護小規模多機能型居宅介護につきま

しては、令和２年度で応募がございまして、

こちらは現在審査中でございます。こちら

は、審議会に諮る必要があるんですけども、

手続的にスムーズに行けば、令和４年度か

らのサービス開始になるのではないかと

いうふうに見ております。令和３年度中に

建設をするということで、考えております。 

 小規模特別養護老人ホーム、小規模特養

と言っておりますけども、こちらはやはり

応募がございませんで、現在令和３年度に
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つきましては、一旦募集をせずに、どうい

った環境整備をすればできるのかという

調査研究をしようかなと考えておりまし

て、他市の事例であったり、施設側のヒア

リングを行ったりしようと思っておりま

して、その結果ですが、結果令和５年度中

に応募をかけたいと思っておりまして、令

和５年度中にできれば第９期の保険料に

反映させたいと考えておりまして、ですの

で小規模特養につきましては、今までは保

険料に算入はさせていただいておったん

ですけども、第８期につきましては第８期

の保険料に入れておらないということで、

そこにつきましても保険料の抑制を図っ

ております。 

 質問番号３番でございます。 

 保険料でございます。こちらにつきまし

ては、北摂各市に確認しますと、基金をあ

る程度ためておって、この第８期のコロナ

禍である程度基金を投入できたと、取り崩

しできたということで聞いているところ

もございまして、北摂７市でも値上げをし

ておらない市はあるというふうに聞いて

おります。 

 質問番号４でございます。 

 独自減免でございまして、今回保険料が

上がるということで、抑制を図ったんです

けども、どうしても保険料が上がるという

ことで考えておりまして、独自減免につき

ましてはしっかりと周知徹底を図ってい

きたいというふうに考えておりまして、独

自減免のことにつきましては、新たな取り

組みとしまして７月の本算定の決定通知

書と一緒に、申請書も同封するということ

を検討させていただいております。 

 そのほかに、保険料の減免ということで

対象になる方がおられるかも分かりませ

んので、こちらも新たな取り組みとしまし

て、４月に発送する保険料の仮算定通知書

に、保険料とサービスの利用料の減免の案

内チラシを新たに同封させていただこう

と思っております。 

 そのほか、新型コロナウイルス感染症の

減免の対象となっている方もおられます

ので、その方につきましても、その方はど

うしても４月から６月は前の保険料に戻

ってしまいますので、そこは納付猶予や納

付相談のご案内ができるように案内文書

を同封させていただこうということで、周

知徹底を図っていきたいと考えておりま

す。 

 質問番号５番でございます。 

 保険者機能強化推進交付金と、保険者努

力支援交付金ということでございます。内

容は説明させていただきましたけども、こ

ちらは高齢者の自立支援、重度化防止に向

けた取り組みを支援するための交付金と

いうことで理解をしておりますので、我々

としましては評価点を高めるために介護

サービスを削減するというようなことは

考えておりません。適切な運用を行ってま

いりたいと考えております。 

 質問番号６番でございます。 

 基本チェックリストでございます。基本

チェックリストにつきましては、案内でご

ざいますけども、現在要介護認定の方、要

介護認定の申請と基本チェックリストの

申請、選択できるようにということで我々

は考えておりまして、どういうやり方でし

ているのかということでございますが、更

新申請の場合は市の職員が要支援１、２の

認定更新者について直近の給付実績が総

合事業のサービス利用のみの人を抽出し

まして、要支援１の区分支給限度内である

か、総合事業以外のサービスを利用してい

ないか、また近々その利用希望がないかを
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確認し、対象者を抽出しております。 

 案内につきましては、市の職員がケアマ

ネージャーに電話で確認を行って、ケアマ

ネージャーから利用者本人の意向を確認

した上で市に回答をいただくというよう

にしております。 

 また、新規申請の場合でございますが、

利用したいサービスの種類が通所介護ま

たは身体介護を要しない生活援助のみの

訪問介護サービスかどうかの確認を行っ

ておりまして、さらに一人で歩くことがで

きるか、買物など日常生活に支障をきたし

ていることはないか、食事や排せつ、着替

えについて一人で行えているかなど、身体

面と認知面の両面を確認することにして

おりまして、全ての条件に当てはまる方の

みを総合事業に案内をさせていただいて、

ご本人に、認定申請と基本チェックリスト

のどちらかを選択していただくというこ

とにしております。 

 ですので、基本チェックリストにつきま

しては、受けることが原則ではなくて、選

択肢の一つとしているということですの

で、認定申請やサービス利用を妨げるもの

ではないというふうに考えております。 

 質問番号７番でございます。 

 総合事業でございます。こちらもＡ型、

Ｃ型でございますけども、こちらも本人の

選択によってサービスを導入するもので

ございます。 

 ボランティアＢ型でございますけども、

サービスが現在ございませんので、現在の

ところは導入するつもりはございません。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、３回目の質問

をさせていただきます。 

 １番目の問題です。 

 今までは３年サイクルの最初の年度に

どかんと基金があって、それは取り崩さな

いで何億円も基金がたまって、保険料の値

下げに効果をなしてないというようなこ

とでした。今回はそういうことなくしっか

りと値下げに入れていただけるというこ

とで、その点は評価をしたいと思います。 

 また、しっかりと頑張っていただきたい

と思います。要望にします。 

 質問番号２番です。 

 グループホームだけではなくて、ほかの

ところもまた手を挙げてもらえるところ

があったということで、決定日が進んでい

ることについては、非常によかったなとい

うふうに思います。 

 小規模の多機能のほうですね、これにつ

いてはやはりなかなか事業者が手を挙げ

にくいという、その条件をしっかり立ち止

まって考えるというお話だったのかなと

思います。ともかく計画に上げて、その分

がまた保険料に反映されて保険料が上が

ってしまうというようなことが、この間に

続いていたので、それについてもきちっと

受け止めていただけたんだなということ

で、ありがたいと思っております。 

 また、どういうふうにしたらこの施設が

作っていけるのかということ、施設そのも

のはね、必要な施設だと思いますので、し

っかりと考えて検討していっていただき

たいと思います。これも要望にします。 

 質問番号３番です。 

 保険料のお話です。たくさん基金がある

ところは値上げをせずに済んだんだとい

うようなお話もありましたけれども、本当

に保険料が高いということで、もしも払え

ないというような場合があれば、介護保険

から、介護保険料を年金から天引きされる

方もありますけど、そうではない方もいら
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っしゃって、やっぱり払えない場合は保険

サービスをもう使えないという状態に最

終的になってしまうということなどもあ

りますので、しっかりとその辺では考えて

いただきたいと思うんです。 

 このコロナ禍の中でもありますので、介

護保険の特別会計の中だけで保険料の引

き下げというのが難しかったというので

あれば、もちろん国の減免のこともありま

すけれども、一般会計で高齢者支援策、こ

ういったものも介護保険の中だけでは考

えられないとは思いますけれども、ぜひ提

案もしていただきたいなと思います。要望

としておきます。 

 続きまして、質問番号４番です。 

 今、一生懸命に減免のことを知らせてい

ただくということで、力を入れていただい

てるんだなということについては、ありが

たいなというふうに思います。ぜひ、対象

者の方にはしっかりと知らせていただい

て、国の減免もあります、先ほど独自減免

の話をしましたけども、そちらのほうもし

っかりと周知をしていただきたいなとい

うふうに思います。 

 しかし、摂津市の独自減免は基準額の方

を引かないんですね。もう少し、そういう

基準額の方も使えるような減免制度、新し

い減免制度を考えていただけないかなと

いうふうに思います。 

 新型コロナウイルス感染症に係る減免

の措置は、国がやっている分ですけれども、

これもぜひ来年度も新型コロナウイルス

感染症に係る減免の措置ができるように

ということで、要望していただきたいと思

います。これ全部、要望にします。 

 質問番号５番です。 

 保険者機能強化推進交付金、保険者努力

支援交付金、これが介護サービスを削減す

るために使うというふうなことについて

は、摂津市は考えていないという明確なお

答えをいただきました。しっかりとそうい

う立場で頑張っていただきたいと思いま

す。これも要望です。 

 質問番号６番です。 

 基本チェックリストのお話です。更新の

場合は、やはりケアマネージャーとかがし

っかり付いていていただくので、ご本人の

希望ではありますけれども、アドバイスも

いただけるというふうに思うんですね。で

も、新しい方はまだそういう相談をできる

ところがないという状態の中で、もちろん

チェックリストのほうが早くできますし、

簡単ですし、そういう中ではこっちにしよ

うかなという方もいらっしゃるかもしれ

ないですけれども、その選び方がその人の

ために本当にいいのかというとこら辺で

は、非常に危ういものも感じるところでご

ざいます。 

 しっかりとした専門家がアドバイスで

きるような体制というのを考えていただ

くのと、基本チェックリストをやっても、

本人の希望ですぐにでも介護認定もでき

るんだというようなことまでちゃんとお

伝えをしていただきたいなというふうに

思いますので、これも要望といたします。 

 最後、７番です。 

 総合事業の問題です。これもご本人の選

択だというようなお話でしたけども、最初

に申し上げましたように、Ａ型は専門的な

資格を持ったそういうサービスではない

ということについて、少し値段は安いかも

しれませんけれども、そこで選ぶのではな

くて、しっかりそのご本人にとって必要な

もの、それが選ぶ基準じゃないかなという

ふうに思います。 

 Ｃ型は大いにやっていただいたらいい
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と思ってるんですけど、ましてやボランテ

ィアＢ型というのは、責任主体もはっきり

しませんし、摂津市はその辺でＢ型につい

ても導入しようという思いはないという

ことで、ずっと言っていただいてます。こ

れは本当に賢明だと思いますので、これか

らもその姿勢で頑張っていただきたいと

思います。 

 これで私の質問を終わります。ありがと

うございました。 

○渡辺慎吾委員長 ほかにございますか。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 よろしくお願いいたし

ます。 

 まず、補正予算書の第４号のほうですけ

れども、大阪府地域医療介護総合確保基金

事業補助金についてです。介護保険特別会

計補正予算書の歳入の８ページ、歳出の１

０ページについて、ともに２億１，０５０

万４，０００円の減額補正となっているそ

の理由について、お聞きをしたいと思いま

す。 

 そして、令和３年度の予算のほうです。

包括支援事業について、予算概要の１８１

ページの包括的支援事業についてです。包

括支援センター業務委託の令和３年度の

予算額９，０４７万９，０００円と、令和

２年度に比べて１，７４１万５，０００円

の増額となっている中身について、お伺い

したいと思います。 

 そして、同じく予算概要１９０ページの

家族介護支援事業について、ＱＲコード付

きのシール、１９万８，０００円が計上さ

れておりました。このＱＲコード付きシー

ルの交付をするに至った理由を、聞きたい

と思います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号１番でご

ざいます。 

 補正予算の減額でございますが、こちら

は大阪府地域医療介護総合確保基金事業

補助金というものでして、地域密着型サー

ビスを整備する事業に対して補助を行う

ものでございます。 

 先ほども少しご答弁をさせていただき

ましたけども、令和２年度の当初予算にお

きましては、小規模特別養護老人ホーム、

看護小規模多機能型居宅介護、認知症の対

応型のグループホームの３種類を介護施

設の開設を想定しておりましたが、小規模

特別養護老人ホームと看護小規模多機能

型居宅介護の２種類については、応募が令

和２年度分はなかったことでございます

ので、減額補正を行うものです。 

 なお、認知症対応型グループホームにつ

きましては、１事業者から応募がありまし

て、令和３年３月の開設予定でありました

が、新型コロナウイルスの影響で建築資材

の調達や工事の作業員の確保が難しくな

ったということで、開設が令和３年８月に

延期となったために、認知症対応型グルー

プホームの基盤整備の費用を繰り越すた

めに、４ページの繰越明許費に記載のとお

り、３，３６０万円の繰り越し手続を行っ

ております。 

 続きまして、質問番号２番でございます。 

 包括的地域支援事業でございます。増額

の理由として、大きなものは職員体制の充

実を図るための人件費の増額でございま

す。人件費につきましては、これまで保健

師、社会福祉士、主任介護支援専門員の３

専門職、一人当たり定額としておりました

が、職員の勤続年数などによって実態が異

なるということがございました。 

 今後、ますます増加する相談によりきめ
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細かな対応ができるよう、市職員の平均人

件費を参考にしながら、職階ごとに職員一

人当たりの額を増額し、職員数の充実を図

ってまいりたいと考えております。 

 続きまして、質問番号３番でございます。 

 ＱＲコード付きシールでございます。認

知症によるひとり歩きの対策としまして、

氏名、住所、連絡先などを記載したものを

身に付けたり、衣服に身に付けたりすると

いう場合がございますが、これは個人情報

を明示するということになってしまいま

す。 

 これに対しまして、ＱＲコード付きシー

ルは、ひとり歩きをしている高齢者等を発

見した方と、高齢者のご家族とがシールを

提供する会社のサーバを通してメールを

送信、受信するものであり、送信者、受診

者ともにお互いのメールアドレスを直接

知ることがなく、匿名性の高い形でのやり

取りを行うことができます。 

 このことから、本市ではＱＲコード付き

シールの交付を進めてまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 １番目の質問について、

これは要望です。 

 これから在宅で生活をする高齢者とい

うのがふえているということが見込まれ

ることから、地域包括ケアシステムという

ことの充実をは必要であると考えており

ます。 

 サービスを必要とする高齢者がサービ

スが受けられるように、特に先ほどの看護

小規模多機能型居宅介護というのは本当

に喜ばれるものでございますので、ぜひこ

ういった整備については、これからも計画

的に進めていただく要望をさせていただ

きたいと思います。 

 ２番目の質問でありますけれども、今回

安威川以南の地域について、包括支援セン

ターが設置されるということであります。

それぞれ専門職が配置されるということ

ですが、特にどのような業務を担っている

のかについてお聞きをしたいと思います。 

 ３番目の質問です。 

 この、先ほどのＱＲコードのシール、ひ

とり歩きの見守り支援をしていくという

ふうなことだと思います。高齢者をより早

期に発見することができて、家族の負担が

軽減される、そういった取り組みというこ

とだと理解をいたしました。 

 このＱＲコード、１０枚シールを配って

いただけるということなんですが、どうい

ったところに貼るかにもよりますけれど

も、かばんとか小物に付けられるような、

キーホルダーのようなものがあれば、その

装着は随分簡単なものなのかなと思いま

す。最近ですね、ヘルパーのカードがあり

ますよね。マタニティーマークであったり、

そういうぶら下げるものって結構、普及さ

れていますので、そういった意味でもキー

ホルダー仕様にされると、装着も簡単だし、

分かりやすいのかなと思います。検討して

いただきたいと思います。これは要望です。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号２番でご

ざいます。 

 保健師は、高齢者やそのご家族の心と体

の健康をサポートしまして、高齢者が元気

で過ごすためのきっかけづくりや啓発を

行う一般介護予防業務を担っております。 

 また、衛生的・医療的な支援が必要な相

談について、関係者と連絡調整の上、対応

に当たっております。 
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 社会福祉士は、高齢者虐待対応ですね、

または成年後見制度を利用、支援を行う権

利擁護業務を担っております。 

 主任介護支援専門員は、社会資源の発掘、

医療機関や居宅介護支援事業者など、様々

な機関とのネットワークを構築する包括

的・継続的ケアマネージャージメント支援

業務を担っております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 分かりました。 

 地域包括支援センターが２か所になる

ということでありますけれども、安威川以

南のものは狭いお部屋だそうでして、しっ

かりといい場所がまた見つかることと、こ

れからはどちらが大きいか小さいかでは

なく、要するにこの地域の地域包括ケアシ

ステムのセンターなんだという意味合い

で広げていただきたいと思います。こちら

が本社でこちらが支社なんだとかいう、そ

ういう意識ではなく、この鳥飼地域の地域

包括支援センター、またこの千里丘方面の

地域包括支援センターだというような意

味合いで、それが核になってこの介護のシ

ステムが広がっていくような、そういった

拠点になることを望んでおりますので、こ

れからもそういった広げる、拡充について

は進めていただきたいと思っております。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 次に、議案第２８号の審査を行います。 

本件については、補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 まず、内容が分かりにく

いというふうに、受け止めておりまして、

時間がないので申し訳ない、簡単に説明し

ていただいたらというふうに思います。よ

ろしくお願いします。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 条例改正ですが、指

定居宅介護サービス等の事業の人員、設備

及び運営に関する基準等の一部を改正す

る省令が公布されたことに伴って、居宅介

護支援事業所に適用する１１項目、介護予

防居宅介護支援事業所、こちらは地域包括

支援センターですが、適用する９項目の改

正を行うものでございます。 

 １１項目のうち、まず１点目は高齢者虐

待防止の推進でございます。 

 ２点目は、介護保険事業者のより詳細な

情報の収集・活用とＰＤＣＡサイクルの推

進でございます。 

 ３点目は、質の高いケアマネージャージ

メントの推進でございます。 

 ４点目は、会議や多職種連携におけるＩ

ＣＴの活用でございます。 

 ５点目は、区分支給限度額の利用割合の

高い利用者等への対応でございます。 

 ６点目は、ハラスメント対策の強化でご

ざいます。 

 ７点目は、業務継続に向けた取り組みの

強化でございます。 

 ８点目は、感染症対策の強化でございま

す。 

 ９点目は、運営規程等の掲示に係る見直

しでございます。 

 １０点目は、利用者への説明・同意等に

係る見直しでございます。 

 １１点目は、記録の保存等に係る見直し

でございます。 

 次に、介護予防居宅介護支援、地域包括

支援センターの９項目につきましては、３

点目の質の高いケアマネジメントの推進
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及び５点目の区分支給限度額の利用割合

が高い利用者等への対応を除く、改正内容

と同様でございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 分かりました。１１項目、

９項目。ある程度理解しました。 

 特にね、利用者に影響があるのかないの

かというのが気になるところでございま

して、もし今ご説明いただきましたけれど

も、私もまた勉強させてもらいますけど、

あるいはその内容についてお聞かせいた

だきたいと思います。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 利用者への影響の

ある項目につきましては、私どもは特に５

点目の区分支給限度額の利用割合が高い

利用者等への対応と考えてございます。区

分支給限度額が高く、かつ訪問介護が利用

サービスの大部分を占める場合に、事業所

単位での抽出を行って、市のケアマネージ

ャー資格を持った専門職員が点検を実施

しますが、ケアマネージャーにヒアリング

を実施するなど、個別具体的に丁寧に対応

を行って、客観的に見てサービスを必要と

する方のサービスを無理に停止させるこ

とは考えておりません。 

 専門職の意見を取り入れた上で、他のサ

ービスへの切り替えの提案や、やむを得な

い事情が確認できた場合には、引き続き同

様のサービスの継続を行っていただくと

いうことで考えております。 

 したがいまして、介護保険のルールにの

っとり、適正な運営を行っている介護保険

事業者である場合、事業所への影響もない

と考えてございます。 

 また、利用者におきましても、本来自分

でできることを過剰なサービスとして事

業者が実施している場合は、指導を行うこ

とはこれまでも実施してきたことであり

ますので、必要なサービスが利用できなく

なるということの影響はないものと考え

ております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。 

 可能性は結局あるけど、事業者、利用者

とともに影響ないというふうに、理解しま

したので。ありがとうございます。 

 私の質問は以上です。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 私も、今おっしゃった五

つ目の分ですね、ここについての質問なん

です。 

 今までも国はサービスのたくさん利用

するようなところに対して制限をかけて

こようと、そういうようなこともいろいろ

とございました。今、制限をかけるという

ことについては、ストップをしております

けれども、たくさん使うというところは市

に申し出て、そこを市で会議を開いて、そ

れが適正かどうかというのを検討すると

いうふうな会議が開かれていると思うん

ですね。 

 また、それがさらに厳しくされるのでは

ないかなという懸念がございます。必要な

ところには必要なサービスというのは原

則ですし、ケアマネージャーがその方に対

して、必要だと思っているものをこういう

圧力がかかって、なかなか作れない、ケア

プランの作成にゆがみが出るというふう

なことにつながらないかということは、非

常に心配をしているところです。 

 また、施行日がこれだけ少し遅くなって

いますよね。そのことについても説明して

いただきたいと思います。 
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○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 現在、通常よりかけ

離れた生活援助の訪問回数ですね、ケアプ

ランに位置付ける場合にはケアマネージ

ャーは市町村に対してケアプランの届け

出が要るということになっております。検

証の結果によっては、ケアプランの内容全

体を再検討することになっております。 

 この仕組みにつきましては、ケアマネー

ジャーの負担感や毎月届け出ることの必

要性、地域ケア会議での検証の難しさとい

うのが指摘されておりまして、これまでの

議論を踏まえ、ケアプランの届出頻度につ

いては年１回で可という改正も行われま

した。 

 ですので、運営につきましてもサービス

担当者会議の中で議論することができる、

柔軟な対応を取っていきたいと、可能とな

るものでございます。 

 ちなみに、地域ケア会議で令和２年度は

１件開催をさせていただきましたが、回数

超過もやむを得ないという判断をさせて

いただいております。 

 施行日につきましては、効果的な点検・

検証の仕組みがまだございませんので、こ

れをこれから考えていくということで、検

証の仕組みの、周知期間を確保ということ

で１０月１日となっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 分かりました、ありがと

うございました。 

○渡辺慎吾委員長 ほかにございますか。

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○渡辺慎吾委員長 それでは、質疑なしと

認め、質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午後５時３４分 休憩） 

（午後５時３７分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○渡辺慎吾委員長 討論なしと認め、採決

します。 

 議案第１号所管分について、可決するこ

とに賛成の方の挙手をお願いします。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 賛成多数。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第４号について、可決することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 賛成多数。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第６号について、可決することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第７号について、可決することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 賛成多数。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第８号について、可決することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 賛成多数。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第９号所管分について、可決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第１２号について、可決することに
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賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第１３号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第１８号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第２６号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 賛成多数。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第２７号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 賛成多数。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第２８号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 賛成多数。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 暫時休憩します。 

（午後５時３８分 休憩） 

（午後５時３９分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開します。 

 本委員会の所管事項に関する事務調査

について協議します。 

 委員会行政視察につきましては、新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大によりま

して、令和２年度は実施しないことを決定

しましたが、現在においても収束の兆しが

見えない状況の中、令和３年度の行政視察

につきまして、例年どおり５月に実施する

ことは困難であると考えます。 

 つきましては、５月の実施を見送りさせ

ていただき、５月から６月の状況に応じて

７月もしくは８月に実施できるかを判断

したいと思いますが、皆さんそれでよろし

いでしょうか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○渡辺慎吾委員長 異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 本会議最終日において、常任委員会の所

管事項に関する事務調査については、閉会

中の調査することが諮られます。本委員会

の所管事項については、老人福祉行政につ

いて、障害者福祉行政について、保険医療

行政について、環境衛生行政について、商

工行政について、農業行政について、文化

スポーツ行政についてを、令和３年９月２

９日まで閉会中に審査することにいたし

たく思いますが、異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渡辺慎吾委員長 異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 次に、委員会の現地視察について協議し

ます。 

 昨年、新聞などで報道がありました、高

濃度の有機フッ素化合物、いわゆるＰＦＯ

Ａにつきましては、大阪府による水質調査

が定期的に実施されておりますが、検出さ

れた濃度が全国ワースト１になっており、

看過できない状況になっております。 

 つきましては、ダイキン工業株式会社に

よる対策状況等を確認するため、淀川製作

所での現地視察を実施したいと思います

が、視察することについて皆さんいかがで

しょうか。 
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 光好委員。 

○光好博幸委員 視察は装置を見たり説

明を受けたり、しっかりと処理できている

かを見に行くということですか。 

○渡辺慎吾委員長 両方です。実際、どう

いうものかということを、皆さんそこまで

専門的に分かってないでしょう。私らが市

民から聞かれたときに、それに対して答え

ることができない。 

 だから、一応どういうもんかということ

を説明していただいて、それできちっとし

た処理の仕方、そういう機械があるんやっ

たら機械を見せていただいて、それを確認

するために、我々は対市民に対してどうい

う説明するか等しっかりできるために、や

っぱり視察しとかんと分かりませんから

進まへんわけです。そういう意味で、視察

はどうかなという形で皆さんに投げかけ

をしてますけど、それでよろしいでしょう

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渡辺慎吾委員長 それでは、そのように

決定します。 

 次に、日程についてですが、令和３年４

月２３日金曜日に実施したいと思います

が、皆さんいかがでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渡辺慎吾委員長 それでは、そのように

決定します。 

 なお、時間につきましては相手先と調整

ができましたらお伝えしたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

 本委員会はこれで閉会します。 

（午後５時４４分 閉会） 
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